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釜ノロ遺跡が所在する松山市小坂 4丁目周辺は、東方の東野台地から舌状に延びた微高地の

端に位置しています。昭和47年の国道11号バイパスの建設工事に伴って確認された1次調査以

降、開発事業の増加に伴って8次調査まで行われ、当該地域にab・ ける遺跡の特徴が浮き彫 りに

なつてきました。

本書は、釜ノロ遺跡 6～ 8次調査の発掘調査報告書です。まず昭和60年度に行われた 6次調

査は、マンションの建設に伴って発掘調査され、竪穴式住居址 1棟、円形特殊遺構 1棟などが

検出されています。特に竪穴式住居址SBlは、弥生時代後期の円形焼失住居と考えられてい

ます。また平成 2年度の 7次調査では、竪穴式住居址 4棟ほかを検出し、いずれも前述の 6次

調査同様、焼失住居の可能性があります。特に竪穴式住居址SBlは、良好な残存条件のもと

にあったため、4本の柱使用材が残存していました。更に平成 7年度に行われた 8次調査では、

松山平野で 2例 目となる花弁形の竪穴式住居址 1棟のほか、掘立柱建物などの諸遺構を検出し

ています。

その他、特筆すべきこととして、 8次調査において検出した貯蔵穴があります。この貯蔵穴

には、弥生時代後期の上器と共に種子、果実の核、木器、編み籠状の植物遺体などが当時のま

まの姿で発見されています。

これらから、当時の住居の構造や食生活の様子などを復元することが可能になり、私たちの

祖先の暮らしぶ りを垣間見ることができることでしょう。

本書の刊行にあたり、当追跡の発掘調査についてご↓旨導 。ご協力を頂きました関係各位、な

らびに関係機関に厚くお礼申し上げますとともに、今後 とも埋蔵文化財の発掘調査に関して、

よリー層のご協力をお願い申しあげます。

さらに本書が、松山市民をはじめ一人でも多くの方々に、埋蔵文化財に対する理解向上 と調

査研究のために、ご活用いただければ幸いです。

平成 9年 8月 15日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事長 田 中 誠 一
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例  言

1.本書は、松山市教育委員会及び側松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが昭和60年～平成
8年の間に、松山市小坂 4丁 目内で実施 した 3遺肋についての発掘調査報告書である。

2.遺構の略号は、住居址 :SB、 土坑 iSK、 溝 iSD、 柱穴 iSP、 不明遺構 :SXと し、追跡
ごとに通し番号を 1か ら付記した。

3.遺構の測量は、調査担当者及び担当者の指示のもと補助員が実施 した。

4.遺物の実測及び掲載図の製図は、高尾和長・相原秀仁の指示のもと、員木潔 。白石公信 。田丸竜

馬 。水口みをい。田崎真理・中村紫・宮内真弓。越智令子・森田利恵。松本美知子・岡根なおみ・

新出寿美子・山下満佐子 。平岡直美・村上規子・伊藤みわこ・竹内真琴 。中平久美子・長岡千尋・

山下純代・渡辺いづみ他が行つた。

5。 掲載の遺構図・遺物図は、スケーノン下に縮尺を表記した。

6.写真図版は、遺構の撮影は担当者 と大西朋子が、遺物の撮影は大西朋子が担当し、図版作成は担

当者 と協議のうえ大西朋子が行った。

7.本書の執筆は高尾和長 。相原秀仁・宮内慎―・山本健―・梅木謙―が行い、浄書は白石公信の協

力を得た。

8。 調査及び報告の作成にあたり、京都大学上原真人、愛媛大学下條信行・平井幸弘 。田崎博之・村

上恭通の各先生からご指導 とご助言を賜つた。記して感謝申し上げます。

9。 自然科学分析ぜは、lln古環境研究所に分析及び助言をいただいた。

10。 本報告書に関する資料は、松山市立埋蔵文化財センターが保管 。収蔵 している。

11.編集は高尾和長が担当し、編集・校正に9D・ いては梅木謙―の協力を得た。
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第 1章 は じ め に

1.調査に至る経緯
昭和60年～平成 7年の間に、松山市小坂 4丁目36、 小坂 4丁目19-5、 小坂 4丁目28-1他の 3ヶ所

について、埋蔵文化財の確認願いが開発関係者より、松山市教育委員会文化教育課に提出された。

確認願いが申請された小坂 4丁 目36、 小坂 4丁目19-5、 小坂 4丁目28-1他は、松山市が指定する

『釜ノロ遺物包合地』内にあり周知の遺跡地 として知られている。

また申請地周辺は、発掘調査の結果 (釜ノロ遺跡 1～ 5次)弥生時代～古代の集落遺跡であること
が明らかとなっている。

文化教育課では、確認申請が提出された三地点について、埋蔵文化財の有無 と、遺跡の範囲や性格

を確認するため、順次試掘調査 と書類申請を実施 した。調査結果、申請地内には遺構や遺物が検出さ

れ、遺跡の存在が想定される状況にあった。

試掘調査及び書類審査の結果より、文化教育課 と申請者及び関係者は、発掘調査について協議を行

い、遺郵が消失する地域に対 し、弥生時代から古代の集落域やその構造を明らかにすることを目的と

した調査を実施することとした。

発掘調査は、文化教育課及び帥松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが主体 となり、申請者

及び関係者の協議のもと、昭和60年、平成 2年、平成 7～ 8年に実施 した。

2. 干可術Ⅷ田哉 (平成 9年 8月 15日 現在 )

松 山 市 教 育 委 員 会  教
生 涯 教 育 部  部

育 長

長

長

長

文 化 教 育 課  課  長
働松山市生涯学習振興財団  理 事 長

事 務 局 長

事務局次長

埋蔵文化財センター  所   長

調 査 係 長

主   任 (文化教育課職員)
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は じ め に

3.環 境

調査地は松山平野北東部を西流する石手川 と川付川に換まれた扇状台地上に立地する。扇状地上に

は古 くより遺跡の存在が知られ、弥生時代から中世に至る遺跡が多数発見されている。

縄文時代

束本遺跡 4次調査地からはアカホヤ火山灰にともなつて石器10点が出上しており、松山平野におい

ても数少ない貴重な資料がある。

弥生時代

前期 :檸味遺跡より前期前半の土坑 (SK5)と 溝 (SD4)、 檸味高木遺跡からは前期後半の上器

を検出している。桑原田中遺跡 2次調査地、東本遺跡 4次調査地においても土器片が出上している。

中期 :博味高木遺肋 1～ 3次調査地からは中期後半の上器が出上している。特に2次調査地 SBl

と3次調査地 SXlか らは遺存状況の良い甕形土器・壺形土器・高邪形土器が出上している。

後期 :釜ノロ遺跡 1次調査地 1～ 3号住居址 と釜ノロ遺跡 4・ 5次調査地上坑状遺構からは多量の

上器が出土している。また、拓南中学校遺跡SK3か らは、大型複合日縁壷、大型器台などの上器が

出上している。さらに、本調査地北部に位置する中村松田遺跡からは竪穴式住居址 8棟を検出されて

いる。SB4か らは後期後葉の上器が多数出上し、その中には検出例の少ない鳥形注入土器がある。
このように本調査地周辺では、弥生時代後期の集落関連遺構が多数確認されている。

古墳時代

素鵞小学校遺跡からは竪穴式住居址 1棟、掘立柱建物址 9棟が検出されている。釜ノロ遺跡一帯で

は古墳時代の遺跡の検出例は少なく、素鵞小学校周辺の調査は期待されるところである。

古 代
当地区には白鳳時代に比定される中村廃寺の存在が知られているが、具体的な位置は現在までに確

認されていない。ただ し、中村松田遺跡からは奈良時代の掘立柱建物址 1棟を検出していることから、

調査地周辺が古代において集落であったことは確かぜある。

中 世
七ノ坪遺跡より上師器、黒色土器、灰釉陶器が出上し、西天山遺跡からも■世紀後半の上師器が出

上している。これら出土遺物は、集落が存在 した可能性を示す資料ぞある。

〔文献〕

梅木謙―・宮内慎- 1992 「博味高木遺跡の調査」『桑原地区の遺跡』松山市教育委員会、働松山市生涯学習振興財団

梅本謙―・山本健- 1994 「桑原田中遺跡 2次調査地、檸味高木遺跡 2・ 3・ 4次調査地」『桑原地区の遺跡Ⅱ』松山市教育

委員会、働松山市生涯学習振興財団

大山正風。長井数秋 1973 『釜ノロ遺跡調査報告書』松山市教育委員会

-2-



引r」:lilhiュど]二
・
証厚

釜ノロ遺跡 6次調査地
釜ノロ遺跡 2次調査地

歴 史 的 環 境

②金ノロ遺跡 7次調査地 0釜ノロ遺跡 8

せg“ i:与 !t奏筆馨弩:ギ暑
源遷襟暮要魯金
調査地

 こュ|三

ポ
ヤ
浴
ゃ
喧ｉ
需
″

泉
〒
¨

0金ノロ遺跡 3次調査地
①拓南中学校構内遺跡

0小坂八斗藪遺跡
①桑原西稲葉遺跡

0釜ノロ遺跡4次調査地
0榎田遺跡
0束本遺跡4次調査地
O樽味四反地遺跡

第 I図  釜ノロ遺跡・周辺主要遺跡分布図 (1)(S=1:25,000)
ヾ 二宮』三

g常
之脅魯ξ

地

-3-



表 1 調査地一覧

1よ  じ め に

第 2図 釜ノロ遺跡周辺の遺跡分布図(2)(S=1:5,00Cll

|ヽ

逐

No 遺  跡  名 所 在 面  積 調 査 期 間

I 釜ノロ遺跡 6次 小坂 4丁 目36 1,220.1811ギ 昭和60年10月 1日 ～同年 10月 22日

2 釜ノロ遺跡 7次 /1ヽ力こ4ヨ
~日
19-5 707.17m2 平成 2年 5月 1日 ～同年 7月 13日

3 釜ノロ遺跡 8次 小坂 4丁 目28-1-1他 1,485.924Y 平成 7年12月 ■日～ 8年 3月 21日

4 釜ノロ遺跡 1次 11号バイパス 800.00m2 昭和47年 12月 19日 ～48年 2月 23日

5 釜ノロ遺跡 2 次 11号バイパス 660.00■ 12 昭和48年 2月 23日 ～同年 3月 31日

6 釜ノロ遺跡 3次 枝松 5丁 目1001他 1,657.00m2 昭和51年 2月 21日 ～同年 3月 31日

7 釜ノロ遺跡 4次 枝松 5丁 目105他 1,328.00m2 昭和51年 10月 6日 ～同年 11月 10日

釜ノロ遺跡 5次 小坂 4丁 目37-1 644.00m2 昭和53年 1月 10日 ～同年 1月 25日

枝松遺跡 1次 枝松 6丁目98-2他 1,832.00m2 昭和50年 10月 25日 ～同年11月 20日

拓 南 中 遺 跡 枝松 5丁 目439他 600.00m2 昭和59年 7月 15日 ～60年 3月 30日

榎 田 遺 跡 小坂 5丁 目2951他 5,058.00m2 平成元年 5月 29日 ～同年 6月 30日

西天山遺跡 1次 小坂 5丁 目336-3他 1,208.00m2 平成元年 9月 20日 ～同年11月 16日

13 西天山遺跡 2次 小坂 5丁 目3414他 1,612.00m2 平成 3年 6月 15日 ～同年 9月 7日

小坂入斗藪遺跡 小坂 5丁 目312-3 1,064.00m2 平成 3年 5月 20日 ～同年 7月 31日
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第 2章 釜ノロ遺跡 6次調査地

1.調査の経過                       、

(1)調査に至る経緯
1984(昭和60)年 10月、有限会社 沖原不動産より、松山市小坂 4丁目36番 1・ 36香 2に おける共
同住宅建設にあたつて、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化

教育課)に提出された。

当地は、松山市の指定する埋蔵文化財包含地『釜ノロ遺物包含地』内にあたり、これまでにも多く

の調査が実施されており、同知の遺跡として知られている。同包蔵地内には、弥生時代後期の住居址

を検出した釜ノロ遺跡 1次・ 2次・ 5次調査地などがある。

このことより、当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲やその性格を確認するた

め1984(昭和60)年 10月 に文化教育課は試掘調査を実施した。

試掘調査では、遺構及び弥生上器を含む遺物包含層を確認した。

この結果を受け、文化教育課と有限会社 沖原不動産の二者は、遺跡の取り扱いについて協議を行
い、宅地開発によって失われる遺構について、記録保存のため発掘調査を実施することとなつた.。

発掘調査は、弥生時代の集落範囲の確認を主目的とし、文化教育課が主体となり、有限会社 沖原
不動産の協力のもと1984(昭和60)年10月 1日 に開始した。

本調査地は、石手川にかかる国道■号線の永木橋より南850mの地点で、標高26.80mに 立地する。

(S=司 i800)

第 3図  調査地位置図
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釜ノロ遺跡 6次調査地

修)調査組織
調 査 地  松山市小坂 4丁目36番 1・ 36番 2
遺 跡 名  釜ノロ遺跡 6次調査地
調査期間  野外調査1984(昭和60)年 10月 1日 ～同年10月 22日
調査面積  1220,18m2

調査協力  有限会社 沖原不動産
調査担当  西尾幸則 (現 松山市教育委員会文化教育課係長)

松村 淳 (平成 7年 退職)
池田 学 (平成 7年 退職)

作 業 員  宮内慎一、高尾和長、本下公一、石九直樹、渡部一郎、浅山慎一、宮崎泰好、他

2.層 位 (第 4図 )

本調査地では、第 I層から第Ⅵ層までの上層を確認した。

第 I層

第 H層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

第 V層

第Ⅵ層

灰色上である。調査区全域で15～ 20cmの堆積を測る。現在の耕作土ぞある。

黄褐色上である。調査区全域で15～ 30cIIlの堆積を浪1る 。耕作土床上である。

暗茶褐色上である。調査区全域で 5～ 10clnの 堆積を測るが、中央部では部分的に未検出で

ある。

黒色上である。調査区北側 と南側ぜ 5～ 15cmの堆積を測る。

茶掲色上である。調査区中央部で 5～ 15cmの堆積を測る。

黄色土である。 (地山)

遺構は、第Ⅵ層上面での検出であり、竪穴式住居址 1棟、溝 4条、土坑 1基、柱穴56基、円形周溝

状遺構 1基を検出した。第Ⅵ層上面の地形は、調査区南東から北西に向かって、緩やかに傾斜している。

3.遺構と遺物

本調査における追構は全て第Ⅵ層上面で検出した。検出遺構は弥生時代後期の竪穴式住居址 1棟、

溝 3条、土坑 1基、円形周溝状遺構 1基 と時期不明の溝 1条、柱穴56基ぜある。

(1)竪 穴式住居址 (SB)
SBl(第 6図、図版 2・ 3)
調査区中央西のD8～ F9区に位置し、SD2を切る。平面形態は円形で、規模は長軸710clll、 短軸
670cm、 壁高15cHlを 測る。埋土は黒色上ぜある。内部施設には主柱穴 と炉がある。主柱穴は 5本で、平

面形態は円形を呈し、規模は直径28～ 44cm、 深さ60～ 78clnを 測る。炉は住居址中央より南側に位置す

る。平面形態は楕円形を呈し、規模は長軸100cm、 短軸52cm、 深さ60cnlを測る。埋土は黒色粘質土 と褐

色粘質土からなり、灰が出上している。遺物は、床面より甕形土器、壺形土器、鉢形土器、高邪形土

器、石鏃、石庖丁、勾玉が出土している。また、床面からは焼土 と炭化物を多く検出している。焼土

は主柱穴の周囲に集中し、主柱穴間を結ぶ線よりほとんどのものが外側に位置する。
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釜ノロ遺跡 6次調査地
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第 5図 遺 構 配 置 図
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遺 構 と 遺 物
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号
|

I暗褐色土(石英粒多量含有 )

2黒色土
3黄褐色土
4褐色(黒色混じり)
5灰色粗砂
6褐色(灰色混じり)
7黒色粘土
8茶褐色粗砂
9褐色粘質土
10暗褐色土(灰色混じり)

H 27000mW E

H 27000m

0                        3m

(S=1:60)
第 6図  SBI測 量 図
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釜ノロ遺跡 6次調査地
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0                    1m

-
第 7図  SBI

(S主 1:20)

炉 測 量 図

出土遺物 (第 8図、図版 5)

甕形土器 (1) 平底の底部片。外面にハケ、内面に指頭痕が残る。
壺形土器 (2～ 10) 2・ 3は 日縁部片。 2は大きくラッパ状に開く日頸部。 3の頸部は直日気味に

立ち上がり、日縁部は短 く外反する。 4・ 5は頸部片。頸部に凸帯を貼 り付け、凸帯上に斜行文と斜

格子文を施す。 6・ 7は複合日縁壷。 6は日縁拡張部が制ぎ落ち擬日縁が看取ぜきる。 7は接合部が

タガ状を呈し、拡張部に横1尤線文と山形文を施す。 8は直立気味に立ち上がる頸部に横沈線文 4条を

施す。 9は平底の底部片。器壁が厚い。10は直口日縁壷。瑞部は先細 りで指頭痕あり。

高邦形土器 (11) 浅い邪部。日縁部は短 く明瞭な段をもつて反 り気味に外反する。

鉢形土器 (12) 縄文土器。刻目凸帯を貼 り付ける。

石鏃 (13)凹基式ぜある。法量は、長さ2.6cm、 幅1.8cal、 厚さ0.3cm、 重さ0.896gを測る。材質は

サヌカイトで風化がはげしい。

石庖丁 (14) 完形品。法量は、長さ6.3cln、 幅4.Ocal、 厚さ0.4cm、 重さ22.388gを 測る。側面に狭

りを施 し刃は両面から磨かれる。一部自然面が残る。

勾玉 (15)碧玉製の完形品。法量は、長さ1.3cm、 幅0.45cln、 厚さ0.45cm、 重さ0.551gを測る。濃
緑色で丁寧に研磨されている。片面から穿孔されている。

時期 :出土遺物 2の壷は大きく開く日頸部である。この日頸部の形態は、弥生時代後期後葉の特徴

を示すものであり、本住居址の廃棄・埋没時期は弥生時代後期後葉 と考えられる。
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遺 構 と遺 物
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釜ノロ遺跡 6次調査地

(2)溝 (SD)
SDl
調査区南半のA14～ B9区に位置し、円形周溝状遺構を切る。規模は検出長14.Om、 幅60cm、 深さ15
cmを測る。断面形態は皿状である。溝底は北から南に傾斜し、B9区で消滅する。遺物は甕形土器、
重形土器、鉢形土器が出上している。

出土遺物 (第 9図、図版 5)

甕形土器 (16) ゆるやかに外反する短い口縁部。端部は丸味のある「コ」字状。

壷形土器 (17～ 19) 17は大きく水平に開く日縁部。日端面は強いヨヨナデにより凹む。18は胴部
に2条の貼付凸帯。凸帯上に 1条の沈線。凸帯間にはキザミをもつ 3本 1組の棒状浮文。19は丸味の

ある平底。器壁は厚い。

時期 :出上した少ない遺物の形態 と弥生後期前葉の円形周溝状遺構を切つていることから本溝の廃

棄・埋没時期は弥生後期後葉 と考える。

槻
ヒーす十■~~~鞘

(S=1:4)
第 9図  SDI出 土遺物実測図

SD2
調査区中央部のA7～ F8区に位置し、SBlに切 られる。規模は検出長16.5m、 幅60cm、 深さ20cm
を測る。断面形態は舟底状である。埋土は暗茶掲色土 と黒色上である。溝底は東から西に傾斜 し、部

分的に深い所がある。遺物は甕形土器、壷形土器、鉢形土器、高邦形土器、支脚形土器が深い所に集

中して出上している。

出土遺物 (第 10・ 11図、図 5)

萎形土器 (20・ 21) 20の 日縁部は直日気味に立ち上がり中位で外反する。端部は「ヨ」字状を呈

する。21の 日縁部は外傾気味に立ち上がり端部は丸味のある「コ」字状。外面にタタキが残る。

壺形土器 (22～ 29・ 35) 22は ラッパ状に開く頸部。端面は強いヨヨナデにより上下にやや拡張さ

れる。23は複合日縁壺。日縁端部は「コ」字状を呈する。24。 25は肩部～胴部にかけての残存である。

24は肩部に斜行押圧文あり。25は なで肩の胴部。26～29は平底の底部。35は断面三角形の凸帯が残る。

高邦形土器 (30) 内湾ぎみに立ち上がる日縁部に3条の凹線あり。

鉢形土器 (31～ 34) 31は直日日縁。端部は「ヨ」字状を呈する。外面にタタキ痕が残る。32の 日

縁部は短 く外反し端部は「コ」字状を呈する。33は くびれの上げ底。34は突出した小さな上げ底。

器台形土器 (36～ 38) 36は水平に開く日縁部。端面下方をやや拡張し凹線 2条を施す。37・ 38は

柱部から裾部の残存。37は円孔が 3段、38は 2段残る。

支脚形土器 (39・ 40) 39は中空の円筒状の胴部。40は受部に角状突起をもつ。

―-14-



遺 構 と遺 物

時期 :出土遺物21の壷の形態は、弥生後期後葉の特徴を示すものである。よって本溝は弥生時代後

期後葉に廃棄・埋没 したと考える。

/    浪

0             10            20om

(S=1:4)

第 10図  SD2出 土遺物実測図 (1)
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釜ノロ遺跡 6次調査地

ブ 15

(S=1:4)

第 H tt SD2出 土遺物実測図 (2)

SD3
調査区中央北西部のC6～ E5区に位置する。規模は検出長5.5m、 幅40clllを測 り、C6区で消滅す
る。遺物は出上していない。

時期 :遺物が出上していないために不明である。

SD4
調査区北部のA3～ B2に位置する。規模は検出長6.Om、 幅60cHI、 深さ15cmを測る。断面形態は皿
状である。埋土は黒色上である。溝底は北から西に傾斜 している。遺物は甕形土器、こ形土器、鉢形

土器が出土している。

出土遺物 (第 12図 )

甕形土器 (41・ 42) ともに反 り気味に大きく外反する日縁部。
壷形土器 (43) 複合日縁壷。拡張部に5条以上の波状文。

鉢形土器 (44) 突出気味の平底。底部内面 も平坦な面をもつ。

時期 :少ない出土遺物の形態 と埋土より、他の遺構 と同じく弥生時代後期後葉に埋没 したと考える。

‐ ‐
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‐

サ

′
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遺 構 と遺 物

_廼_嶋  ヽ 1再
「`プtr“

0      5     10Cm

(S=1:4)

第 12図  SD4出 土遺物実測図

(3)土 坑 (SK)

SKl(第 13図 )
調査区西部のA8～ 9区に位置する。平面形態は不整形である。規模は長軸310cm、 短軸60clll、 深さ
10～ 24clnを測る。断面形態はレンズ状の浅いピットが縦に長く集まった形態である。床面は凸凹がは

げしい。遺物は、壼形土器と高邪形土器の小片が出上している。

(s=1:40)

第 13図  S KI測 量 図

~▼⊇瓦I  ~7カ =五2

Ｅ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
卜
劇
　
エ
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釜ノロ遺跡6次調査地

出土遺物 (第 14図 )

壷形土器 (45・ 46) 45は複合日縁壷。端部は「ヨ」字状を呈する。拡張部外面に施文。46は丸味

のある不安定な平底。

高邦形土器 (47) 柱部に円子しが 2ヶ所残る。内面に絞 り痕が残る。            
コ

時期 :出土遺物の形態より、本土坑の埋没時期は弥生時代後期後葉 と考える。

１／

必
45

(S=1:4)

第 14図  S KI出 土遺物実測図

(4)円 形周溝状遺構 (第 15図、図版3・ 4)
調査区南部のB■区に位置し、SDlに切 られる。平面形態は円形である。北東部で一部分途切れ
る。規模は直径4.Omの内側にそって、幅45cm、 深さ15cmの溝が巡る。溝の断面形態は『U』 字状であ

る。遺物は甕形土器、鉢形土器、器台形土器が出上している。

出土遺物 (第 16図 )

甕形土器 (48) 日縁部は短 く外反する。端面は上下に拡張し凹線を4条施す。

鉢形土器 (49・ 50) ともに括れの上げ底ぜある。端部は九味をもつ。
器台形土器 (51) 柱部に円孔が 3段残る。

時期 :出土遺物48の甕は、弥生時代後期前葉の形態を示すものであり、本遺構の廃棄・埋没時期は、

弥生時代後期前葉 と考える。

(5)柱 穴 (SP)
調査区全域ぜ56基の柱穴を検出した。遺物は出上しておらず埋土も不明であり時期は確定できない。

(6)そ の他の出土遺物 (第 17・ 18図、図版5)
甕形土器 (52・ 53) 52の日縁部は「く」字状に外反し端面はヨヨナデによりやや凹む。53の日縁

部は急角度で外反する。端面は強いヨヨナデにより上下にやや拡張する。

壷形土器 (54～ 68) 54～ 60は複合日縁壷の日縁部片。54の端部は肥厚 し九味をもつ。55・ 57の端

部は「ヨ」字状を呈する。56は短い拡張部。端部は先細 りでやや外反する。58は短い拡張部に横沈線

と縦沈線を施す。59の接合部はタガ状に突出し端面に2条の沈線を施す。60は拡張部に3条の波状文

を施す。61は ラッパ状に開く日縁部。端面に凹線を3条施す。62は二重日縁壼。拡張部は短 く反 り気

-18-



選 構 と遺 物

終

も
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A′

H.27000m
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第+5図 円形周!溝状遺構測量回
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釜ノロ遺跡 6次調査地

弼

第 16図  円形周溝状遺構出土遺物実測図

味に外反 し端部は先細 りする。63は長頸壷。顎部は直日気味に立ち上がる。64～ 67は頸部片。64・ 65

は頸部に凸帯を貼 り付け、ヘラ状工具による斜行文を施す。66・ 67は頸部に断面三角形の凸帯を貼 り

付ける。66は頸部 と胴部に施文あり。68は肩部の小片。径1,3cmの 竹管文あり。

高不形土器 (69・ 70) 69は不部。口縁部は短 く直日気味に立ち上がる。端部は明瞭な「ヨ」字状

である。70は柱部。径0。 9cmの 円孔が 3ヶ所残る。

鉢形土器 (71) 外反する日縁部。端部は丸味をもち下方がやや突出する。

甑形土器 (72) 九味のある平底の中央に径1.6cmの焼成前の穿子しあり。

ミニチュア (73・ 74) 73は丸味のある不安定な平底。74は括れの上げ底。

器台形土器 (75) 日縁部は水平に開き端面には 3条の凹線が巡る。

支脚形土器 (76。 77) 76は台形状。上面・下面に凹みをもつ。77は 中実。受部に突起をもつ器形

力再。

その他の上器 (78～ 80) 78と 80は婉。78は断面三角形の貼付高台をもつ。80は 日縁部は外反 し端

部は丸味をもつ。79は円盤高台の邦。

―
サ

ゐ  57

馬 関

Cm

第 17図 その他の出土遺物実測図 (1)  (S=1:4)

代

-20-



選 構 と遺 物
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釜ノロ遺跡 6次調査地

4.小 結

今回の調査では、弥生時代の遺構 と遺物を確認することができた。

遺構は、竪穴式住居址 1棟、溝 3条、土坑 1基、円形周溝状遺構 1基がある。

竪穴式住居址 SBlは 、出土遺物より後期後葉の円形住居址であり、床面からは多量の焼上が出土
している。 SBlは 焼上の検出状況より、焼失住居の可能性が考えられるものである。
上坑は 1基を検出した。平面形態は不整形であり、出土遺物 も少なく、住居、溝 と同時期 と考える

が関連性は確認できない。

溝は 3条を検出している。溝の方向は、3条 とも異なるが出土遺物からは時期的な差は見られない。

よって、溝は住居 と同じく弥生時代後期後葉の同時期に存在 していたと考えられる。

円形周溝状遺構の検出は、松山平野の中ぜは、愛媛大学構内の文京遺脚第10次調査 S X14に 検出例

がある。本調査の円形周溝状遺構 と比較すると文京遺跡第10次調査検出の円形周溝状遺構 S X14は直

径3.9mと 同規模ぜあるが溝幅70～ 90cm、 深さ45～ 50cmと 本調査の遺構より溝幅が広 く深いという違い

がある。また、本調査の円形周溝状遺構は一部分長さ70cm途切れる所がある。出土遺物についても本

調査の円形周溝状遺構からは弥生土器片が少量の出上であるが、文京遺跡第10次調査の円形周溝状遺

構 S X14か らは、完形の上器が多数出上 しており遺物出土状況にも違いがある。このような円形周溝

状遺構は現在までに松山平野での検出例は少ないものであり、その明確な性格はわかつていない。

このように本調査地では弥生時代後期前葉～後葉の竪穴式住居址 と円形周溝状遺構を検出したこと

より本調査地 も釜ノロ地区の集落内であることがわかった。

遺構・遺物一覧 ―几例―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧・遺物観察表は高尾・田崎が作成した。

(動 遺物観察表の各掲載について。
法  量  欄   ( ):復 元推定値
形態・施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)日→日縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄  胎土欄ぜは混和剤を略記した。
例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。( )中の数値は混和剤粒

子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 4)、 多→「 1～ 4 mm大の砂粒 。長石を多 く合む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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表 6 SBl出 土遺物観察表 土製品

遺 構 と遺 物

表 2 竪穴式住居址一覧
竪穴

(S B)
時   期 平 面 形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

主柱穴

(本 )

内 部 施 設
周壁清 偏 考

高 床 土坑 炉 カマト

SBI 弥生後期後葉 円形 71× 67× 15 ○

表 3 清一覧
溝

(S D)
地  区 断面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

埋   土 出土遺物 時  期 偏 考

SDI A14～ B9区 皿 状 14× 06× 015 弥 生 弥生後期後葉

SD2 A7～ F8区 舟底状 165× 06× 02 暗茶褐色
黒色土

弥 生 弥生後期後葉

SD3 C6～ E5区 55× 04 な し 不 明 C6区で消減する

SD4 A3～ B2区 皿 状 6× 06× 15 黒色土 弥 生 弥生時代

表 4 土坑一覧
土坑

(SK)
地  区 平面形 断面形

規   模
長さ×幅×深さ(m)

埋   土 出土遺物 時   期 備 考

SKI A8～ 9区 不整形 レンズ 31× 06× 01～ 024 弥 生 弥生後期後葉

表 5 周溝状遺構一覧
周溝】犬

遺構
地  区 平面形 断面形

規   模
√ミさ×中昌×升栗さ(m)

埋   土 出土遺物 時   期 備 考

B ll区 円形 「U」 字状 40× 045× 015 弥 生 弥生後期後葉 SDlに 切 られる

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽織|
生

成

胎
　
焼

備 考 図 b
外  面 内 面

| 甕
底径  52
残高  63

ギ底。底部内面に指頭痕が残る。器壁が

'享

い。
ケヽ(12本/m) マメツ(指頭痕 )

乳黄色
灰乳白色

石・長 (1～ 3)

◎

2 一笠
田径 (199)
残高  48

大きくラッパ状に開く口頸部。日縁端部

内面と端面は、ヨヨナデのためやや凹む。

(回端)ヨ コナデ

①⑬ハケ(5本 /
cm)

口⊃ヨコナデ
99マメツ

淡茶褐色
乳灰茶色

石。長 (1)

金

◎

3 士笠
II径 (103)
残高  51

直口気味に立ち上がる頸部。口縁部は、
短 く外反する。端部は先細りで丸味をも
つ 。

Эヨコナデ
⑭ハケ(8本 /cm)

③ ヨコナデ

⑭ ナデ

乳茶褐色
乳灰責色

石。長 (1)
◎

4 と笠 残高  48
頸部に断面三角形の貼付凸帯。凸待上に
ハケロ調整工具による斜行文を施す。小

片。

⑭ヨヨナデ

短レヽケ∞本/m)
→ナデ

ケヽ(7本 /cm)
淡灰茶色
淡子し黄色

石。長 (1～ 2)

◎

5 士空 残高  41 頸部
に貼付凸帯。凸帯 Lに ハケロ調整工

其による斜格子文を施す。小片。

約

文

本

施

ω

↓

ケ

デ

ケ

勧
骸
鯨

①ハケ(4～ 5本/
cm)

∩ ナデ

偶色
黄褐色

石・長 (1～ 4)

金

◎

士笠 残高  65
複谷口縁こ。日縁拡張部が剥落し、
縁を看取できる。頸部に貼付凸帯。
にハケロエ具による斜行文。

口
帯
擬

凸
本

　

デ

①

　

ナ

ケ
　
　
ヨ

鞘
蒔

ケヽ(9本 /cnI)
黄褐色
暗責褐色

石・長(1～ 5)

◎

7 霊 残高  40
複合口縁壺。接合部は芽ガ状。

四 櫛状工具による沈線6条以上。

四 櫛状工具による3条の山形文。

⑭ ナデ
→施文

② ヨヨナデ

⑭ ミガギ

建)ヨ ヨナデ
責褐色
橙掲色

石・長 (1～ 6)

金

◎

5

8 豆 残高  38 直
回気味に立ち上がる頸部。櫛状工具に

よる横沈線文 4条。
ナデ→施文 ナ デ

灰茶掲色
暗褐色

石。長(1～ 2)

◎

9 士笠 底径 (71) 平底。器壁が厚ヽ
①ハケ①本/側 )
→ナデ
⑩ハケ

① ナデ

⑩ ハケ(9本 /cm)

黄茶色
乳白色

石。長 (1～ 4)

◎

士笙
日径 (92)
残高  53

直口口縁重。端部は先細 りで指頭痕が並
どヾ 。

ナデ (指頭痕) ナデ(指頭痕 ) 暗灰茶色
石・長 (1)

金

◎

II 高不
径
高
口
残

浅いITN郡。口縁部 1ま短く、明瞭な段をも

って、そり気味に外反。端部は丸味のあ
る 「コ」字】大。

1不上)ヨ コナデ

ロ ハケ(10本

/cm)

ilTN上 )ヨ ヨナデ
→ミガキ

(邪 下)ミ ガキ

暗褐色
石・長 (1～ 3)

金

◎

鉢 残高  37 刻目凸帯を貼付。中位
に粘土接合痕。小

片。

oヨ コナデ→施
文

∩ 貝殻条痕

ナデ 暗灰貢褐色
石・長 (1～ 2)

◎
縄文
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表 9 SD2出 土遺物観察表 土製品

釜ノロ遺跡 6次調査地

表 7 SBl出 土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材 質

法 量

備  考 図版

長さ(cm) 中目(cm) )享 さ(cm) 重 さ (g)

石鏃 ほぼ完形 サヌカイ ト 0 896 凹基式。 5

石庖丁 ほぼ完形 緑泥片岩 22 388 側面に挟り 5

勾 玉 完形 碧玉 13 0 45 0 551 濃緑色。 5

表 8 SDl出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1合織|
生

成

胎

焼
備考 図 版

外  面 内  面

甕
口径 (■ 8)

残高  51
内外面 ともに稜をもたずゆるやかに外反
する短い口縁部。端部は丸味ある「コ」
字状。

ナデ (指頭痕)

口上 )ヨ ヨナ デ

(板状工具 )

働 板ナデ

灰茶色
灰茶褐色

石・長(1～ 2)

◎

士霊
国径 (256)
残高  14

大きく水平に近 く開く口縁部。端面は強
いヨヨナデにより凹む。

(口端)ヨ コナデ

Θ ハケ(6～ 7本 /
cm)

ハケ(6～ 7本/cm) 茶褐色
石・長(1～ 2)

◎

三 残高  55
胴部に2条の貼付凸帯。凸帯上に 1条の
沈線。凸帯間にはキザミをもつ 3本 1組
の棒状浮文。

(胴上 )ハ ケ(7本 /

cm)→ ナデ→施文

(胴下)ハケ→ナデ

板ナデ
責茶色
黒色

石・長 (1～ 3)

密
◎

5

空
底径 (56)
残高  26 丸味のある平底。器壁は厚

t マメツ マメツ
灰茶掲色
灰黄色

石 (1～ 2)・

長 (1～ 3)

金

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽君|
土

成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (181)
残高  94

口縁部は内面だけに弱い稜をもって直口
ぎみに立ち上が り、中位で外反。端部は
「コ」字状。内面に接合痕。

(国端)ナ デ

O⑩ハケ(7本 /
cm)。 (10本/cm)

ハケ(7本 /cm)
(10本 /cm〉

灰黄茶色
石・長 (1～ 4)

◎
黒 斑

甕
口径 (146)
残高 112

口縁部は内面だけに弱い稜をもって外傾
ぎみに立ち上がる。端部は丸味のある
「コ」字】大。 胴吉Bは張りがヨ司ヽ 。ヽ

oハケ(8本 /cln)
画 平行タタキ

(4本/cm)→ハケ

◎ハケ(8本 /cm)

⑩ハケ→ナデ
茶褐色

石。長(1～ 2)

◎

〓霊
口径 (148)
残高  31

ラッパ】犬に開く口頸部。強いヨコナデに

より端面は上下にやや拡張される。
ヨコナデ マメツ

灰茶黄色
責茶色

石・長(1～ 4)

◎

霊
口径 (184)
残高  28

複合縁壺。口縁端部は「コ」字状。

③輸状工具による横沈線文 5条。

② 櫛状工具による5条の山形文

マメツ

施文

マメツ

(工具痕 )
黄茶色

石。長 (1～ 3)

◎

壷 残高  46 肩部に
ハケロ調整工具による斜行押圧

文。

マメツ

施文
マメツ(指頭痕)

責茶色
灰責茶色

石・長 (1～ 3)

◎

重 残高  99
なで肩の胴部。内面だけに弱い稜をもつ

て頸部が立ち上がる。内面に粘上接合痕
が頭著。

平行タタキ(2本 /
cm)
→ハケ(9本 /cm)

ハ ケ(9本/伽 )→
ナデ

乳灰茶色
乳茶黄色

密

◎

士霊
径
高
底
残

丸味のある不安定な平底。 ミガキ ナデ上げ
淡乳責色
淡茶責色

石 (1～ 2)
長 (1～ 3)

金

③

黒斑

一霊
底径 (87)
残高 122 丸味のあ

る平底。

に動ハケ(4本 /伽 )。 (9
本/cm)→ナデ
⑩ハケ

◎ ナデ

延労ヽケ(4本 /cm)
淡乳茶色

石・長 (1～ 2)

金

◎

黒 斑

主
径
高
底
残
(77)
86 やや突出ぎみの平底。

Ш ナデ

⑩ ハケ(9本/cn
→ ミガキ

ケヽ(9本/cm)
灰茶掲色

黄茶色
石。長(1)
◎

黒斑

士空
底径  54
残高  59 やや突出ぎみの九味ある平底。

①ナデ

⑩ハケ(7～ 8本/
cm)

○ ナデ

⑩ ハケ(7～ 8本/
m)

茶褐色
石。長 (1)
◎

黒斑
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SD2出 土澄物観察表 土製品

表1l SKl出 土遺物観察表 上製品

出土遺物観察表

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整

色調
(外側 )

(内側 )

土

成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内  面

高邦 残高  26
口縁部は外面だけに弱い稜をもつて内湾
ぎみに立ち上がる。稜直上に3条の凹線。

マメツ マメツ
灰茶黄色
灰責色

石・長 (1)
◎

鉢
口径 (218)
残高  99 直口口縁鉢。端部は

「ヨ」字状。
静部F責 夢遜

き載iタタキ→
ハ ケ(6本 /cm)→
ナデ上げ
(指頭痕)

黄茶色
灰黄色

黒斑

鉢
口径 (148)
残高  45

1表鉢。口縁部は短 く外反する。端部は「コ」
字状。胴部 1ま 丸味をもつ。

① ヨヨナデ

⑩
ハケω～10本 /

cm)→ ナデ

ハケ(9～ 10本んm)
→ヨヨナデ

灰茶黄色
長 (1)
密
◎

鉢
径
高
底
残
(36)
45
くびれの上げ底。端部は先細 りで丸味を
もつ。底部周辺に指頭痕が並ぶ。

ナデ (指頭痕) ナ デ 灰黄色
石・長 (1～ 2)

◎
黒斑

鉢
径
高
底
残
21
47
突出した小さな上げ底。底部周辺に子旨頭
痕が並な。口縁部は緩やかに外反する。

ナデ (指頭痕 ) ナ デ
乳黄褐色
黄茶褐色

石・長 (1～ 3)

金

◎

壷 残高  5ユ 断面
三角形の難付凸帯が 1条残る。胴部
中位ぜの粘土接合面が看取できる。

マメツ マメツ 茶褐色
石。長 (1～ 2)

3。

密 θご 5

器 台
口径 (278)
残高  20

水平に近 く開く口縁部。端面下方をやや

拡張し、凹線 2条を施す。

口端)ヨ ヨナデ

(板状工具)

aミ ガキ

口JOヨ コナデ
(板状工具)
∩ミガキ

淡貢茶色
石・長 (1～ 2)

◎

器 台 残高  70
柱部から裾部に向かつて緩やかに広がる

器型になると思われる。径1 lcnIの 円孔が
3段残る。

ケヽ(6本 /cm)
t柱上)ナデ

1柱下)ハ ケ(6本 /
cm)

淡白褐色
乳茶褐色

石。長 (1～ 4)

◎

器 台 残高  48 柱部から裾部
にかけての小片。径1 3cmの

円孔が 2段残る。

ハケ(7本/cm)→
ナデ

ナデ 茶掲色
イF。 長 (1～ 4)
金

◎

支 脚
径
高
底
残

中空。円筒状の1同部がやや斜め方向に立
ち上がる。端部は丸味をもつ。指おさえ
による凹凸が激しい。

ナデ (指頭痕 ) ナデ (指頭痕 ) 灰茶黄色

伯 (1~Z,・

長 (1～ 3)

金

支脚
径
高
底

残
(82)
145
受部に角状突起(1本欠損)。 受部～底部
まで貫通する子しをもつ。

①廻ハケ●本/
cm)→ナデ

の ナデ (指頭痕 )

絞 り痕
暗橙茶色
(一部灰茶色)

石・長 (1～ 8)

金

◎

表10 SD4出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整

色調
(外側 )

(内側 )

生
　
成

胎

焼
備 考 図版

夕1  雇写 内 面

甕 残高  20
そり気味に大きく外反する口縁部。粘土
を貼付し端部を肥厚させる。端部内側に

は接合痕が明瞭に残る。

ヨヨナデ ヨコナデ
黒茶色
乳灰茶色

石・長 (1～ 2)

◎
煤付着

甕 残高  16
そり気味に大きく外反する口縁部。端部
内面がやや凹む。極めて小片。

マメツ マメツ
灰茶責色
灰色

石。長 (1)

金

◎

壺 残高  22 複合口縁三。拡張部に5条以上の波状文。
極めて小片。

● ヨコナデ
→施

文

の ヨコナデ

暗黄灰色
石。長 (1～ 5)

◎

鉢
径
高
底
残
(44)
19
突出気味の平底。内底も平坦な面を有す
る。

マメツ ナ デ 褐色
石。長 (1)
◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽織|
生

成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内 面

士霊
口径 (214)
残高  36

複合口縁重。端部は「コ」字状。拡張部
外面に施文のごく一部が残る。小片。

やメツ マメツ 茶褐色

石 (1～ 3)。

長 (1～ 2)

◎
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SKl出 土遺物観察表 土製品

表13 その他の出土遺物観察表 土製品

釜ノロ遺跡 6次調査地

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調絵棚十

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

士霊
径
高
底
残
34
32
かなり九味のある不安定な平底。器壁が

厚い。
マメツ ナ デ

黄褐色
乳黄褐色

石。長 (1～ 5)

金

◎

黒斑

高不 残高  93 径1 5cmの 円孔が 2ケ所残るが、全体 とし
ては 3方向に穿たれていたと思われる。

マメツ 絞 り痕 (指頭痕 )
淡褐色
乳褐色

石・長 (1～ 4)

金

◎

表12 円形周溝状遺構出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調浩棚|

胎 土

焼 成
備 考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (180)
残高  42

口縁部は短 く外反。端面を上下に拡張し、
櫛状工具による浅い凹線 4条を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
茶掲色
淡黄茶色

石・長 (1～ 3)

金

◎

鉢
径
高
底
残
(42)
35
くびれの上げ底。瑞部は丸味をもつ。底
部周辺に指頭痕が並ぶ。

① ナデ (指頭痕 )

⑪ ナデ上げ

⑥ ナデ

⑪ 板ナデ

灰茶黄色

灰色

石・長 (1～ 2)

◎

鉢
径
高
底
残
54
45 くびれの上げ底。端部は丸味をもつ。

Dナデ
⑩ハケ⑬本/cm)
→ナデ

⑬ ナデ

⑪ ハケ(4～ 5本/
cm)

灰黄色
灰茶責色

石 (1～ 7)・

長 (1)

◎

黒斑

器 台 残高  69
柱部から裾部に向かつて緩やかに広がる

器型 と思われる。径13伽の円了しが 3段残
る。小片。

ミガキ

(柱上)板ナデ

(柱下)ハ ケ(5本 /
cn)

淡掲色
褐色

石。長 (1～ 4)

金

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調冶81

土

成

胎

焼
備考 図版

外  画 内 面

甕
口径 (229)
残高 515

「く」字状に外反する国縁部。端面はヨ
ヨナデによりやや凹む。端面下方がやや

突出する。

(口端)ヨ ヨナデ

Θ⑪ハケ(12本
cn)→ヨヨナデ

oヨ ヨナデ

⑩ レヽケ(12本・
7cm: 暗茶褐色
淡灰掲色

石・長 (1～ 5)

金
◎

甕
径
高
口
残
(154)
21

口縁部は急角度ぜ外反。端部内側 と端面
の強いヨヨナデにより、端面は上下にや
や拡張する。

ヨヨナデ ヨヨナデ
暗灰褐色

貢灰茶色

石・長 (1～ 3)

金

◎

空
口径 (244)
残高  37

複合口縁壷。擬口縁 との接合面を看取で
きる。端部はやや肥厚し、丸味をもつ。

1口瑞)ヨ コナデ

②ヅヽケG本 /c→
→ヨヨナデ

(口端)ヨ ヨナデ

①ハケ①本/cn
→ヨコナデ

暗茶黄色
石。長 (1)
◎

壷
径
高
口
残
(154)
36

複合口縁壷。端部は「コ」字状。拡張部
に3条の波状文と2条 1組の縦沈線文。
器壁が厚い。

⑫ ヨヨナデ マメツ 淡白茶色
石。長 (1～ 3)

金

◎

す霊
口径 (230)
残高  40

複合口縁壺。擬口縁 との接合面を看取で
きる。短い拡張部。端部は先細 りで、や
や外反する。

ケヽ(8～ 9本 /cm)
ハケ(8～ 9本/cm)
(指頭痕)

淡茶色
白茶色

石。長 (1～ 2)

◎

士笠
径
高
口
残
(195)
22
複合口縁こ。短い拡張部に4条の波状文。
端部は「コ」字状。

ヨコナデ→施文 ヨコナデ 暗褐色
石。長 (1～ 3)

◎

士笙
径
高
口
残
(197)
26

複合口縁主。擬口縁 との接合面を看取で
きる。短い拡張部に横沈線 2条 と、 4条
1組の縦沈線。

ヨヨナデ→施文
ヨヨナデ(指 頭
痕)

淡茶色
石・長 (1～ 3)

金

◎

笠 残高  17
複合口縁壺。

C湾 条以上の湖 大文。
∩ タガ状に突出。端面に2条の沈線。

ヨヨナデ→施文 マメツ
淡灰褐色
淡茶色

石・長 (1～ 3)

金

◎

笠 残高  23 複合口縁霊。擬口縁
との接合面を看取で

きる。拡張部に3条の波状文。
ヨコナデ→施文

ヨヨナデ

接合面はハケ(8
本/伽 )

暗茶褐色
石・長 (1～ 5)

金

◎

笠

径
高
口
残
(200)
36

ラッパ状に開く口縁部に粘上を接合 し端
部を拡張する。端面には凹線 3条。器壁
が厚い。

(口端)ヨ ヨナデ
→ 施 文

① ハ ケ (6本/cm
→ ナ デ

ヨコナデ
乳褐色
淡褐色

石・長 (1～ 6)

金
◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽棚|
生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

士空
口径 (159)
残高  39

二重口縁壷。拡張部は短 く、ややそり気
味に外反する。端部は先細 り。接合部は
九味をもつ。

ヨヨナデ ヨヨナデ 灰茶黄色
石。長 (1)
◎

霊 残高  46
長頸重。頸部は直口ぎみに立ち上がる。

印 沈線10条以上。

1頸下)1尤線 2条以上。

ミガキ→施文
ハケ(10本/cm)→
ナデ

茶褐色
濃灰茶色

石。長 (1)
◎

霊 残高  33 頸部
に貼付凸帯。凸帯上にはヘラ状工具

による斜格子文を施す。小片。
①ナデ→施文
⑩ハケ①本/伽 )

マメツ
わずかにハケが

残る

色
色
茶
茶
黄
灰

石・長 (1～ 3)

金

◎

笠 残高  28 頸部に貼付凸帯。凸帯上には
ヘラ状工具

による斜行文を施す。
マメツ ⑬ナデ

⑩板ナデ
黄茶褐色

石・長 (1～ 2)

◎

霊 残高  47
⑭ l尤線 1条以上。斜行押圧文。断面三角
形の貼付凸帯。

のハケロ調整工具による斜行押圧文。

醐 ハケ(6本/cm)
→施文

∩ ナデ→施文

ナデ (指頭痕) 淡茶褐色
石。長 (1～ 4)

金

◎

5

壷 残高  37 頸部に断面三角形の貼付凸帯。小片。 ヨヨナデ 板ナデ
暗茶黄色
灰黄色

石 (1～ 4)・
長 (1)

金

③

重 残高  40 肩部小片。径 1 3cnIの竹管文めり
ハケ(4本/cm)(一
部ナデ)

ナ デ 茶褐色
石。長 (1～ 3)

◎

高邪
径
高
口
残

口縁部は短 く、直口気味に立ち上がる。
瑞面は水平で幅広。瑞部は明瞭な「コ」
字状。

(不上)ヨ ヨナデ

(邪下)ハ ケ(8本 /
cm)(指頭痕)

(口端)ハケ1本/cm)

◎ ハケ→ヨコナ

デ(指頭痕)

暗茶黄色
石 (1)・

長 (1～ 3)

◎

高不 残高  35 径
0 9cmの 円孔が 3ケ所に残る。全体 とし
て1ま 4方向に穿たれていたと思われる。

マメツ ナデ (正具痕)
乳茶灰色
孔黄茶色

石・長 (1～ 2)

金

◎

71 鉢
口径 (119)
残高 645

内面だけに弱い稜をもって外反する口縁
部。端部は丸味をもつが下方がやや突出
する。肩部が張る。

廼 ハケ(8

本/cm)→ ナデ

(胴下)ハ ケ

1口上)ハケ0本/cn

∈コDナデ(指頭痕)
1繍板ナデ

灰茶黄色
石。長 (1)
◎

甑
径
高
底
残

丸味のある平底。底部中央に径1 6cmの焼
成前の穿孔あり。器壁が厚い。 伽本剪防

↓ナデ

Dナデ

⑩ ハケ(6本 /cm)
→ナデ

淡責掲色
淡灰色

石・長 (1～ 7)

金
◎

ミエ

チュラ

径
高
底
残
(17)
24 丸味のある不安定な平底。

マメツ マメツ
淡黄茶色
茶褐色

石・長 (1～ 3)

◎

一一　

ユ

ミヽ

チ

径
高
底
残

くびれの上げ底。底部周辺に指頭痕が並
ぶ 。

ナデ (指頭痕) ナ デ 淡黄褐色
石。長 (1～ 4)

金

○

器 台
口径 (278)
残高  12

水平に近 く開く口縁部。端面は上下に擁
張され、 3条の凹線が巡る。

ヨヨナデ ヨヨナデ
乳茶色
茶褐色

石。長 (1)
密
◎

靱圧娠

支脚

上部径(48)
器高  53
底径 (58)

台形状。側面を面取 りする。上面下面 と
も中央部に径25～ 3 5cnの 凹みをもつ。

ナデ ナ デ 暗灰褐色
石・長 (1～ 4)

金

◎

支 脚
径
高
底
残
(84)
91 中実。受部に突起をもつ器型か ?

□ 板ナデ (ケ ズ

ヅ風)

∩ ナデ(指頭痕)

灰黄褐色
石・長 (1～ 5)

金

◎

径
高
底
残
68
27 断面三角形の貼付高台。

Θ ヨヨナデ (高

台内中央部ナデ)

内底に放射状 1

工具痕。
乳白色

密

◎

不
径
高
底
残
(62)
15
円盤状高台。内底に平坦面をもちヨヨナ
デによる稜が明瞭に残る。

ロ ナデ

(高台※Dヨ ヨナ
デ

ヨヨナデ 灰 色
石。長 (1～ 2)

◎

径
高
口
残
(148)
19
口縁部が外反。端部は丸味をもつ。内外
とも施釉。貿易陶磁器の可能性有 り。

施釉 施釉
淡灰緑色(釉 )
(半透明)

密

◎

その他の出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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第 3章 釜ノロ遺跡 7次調査地

1.調査の経過                       ‐

(1)調 査に至る経緯
1988(平成元)年 10月、夏ロハウジング株式会社より、松山市小坂町422-2・ 7の開発にあたって、

当該地における埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出さ

れた。当該地は、松山市の指定する埋蔵文化財包含地の『釜ノロ遺物包含地』内にあり、これまでに

も多くの調査が実施されており、周知の遺跡として知られている。同包蔵地内には、弥生時代後期の

集落遺構を検出した釜ノロ遺跡 1～ 6次調査地、拓南中学校構内遺跡などがある。

文化教育課は当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲やその性格を確認するため

1988(平成元)年10月 に試掘調査を実施した。

試掘調査は、調査地の数力所にトレンチを掘り、遺構と遺物の検出を行つた。その結果、竪穴式住

居址 4棟、柱穴24基、弥生土器を確認した。

この結果を受け、文化教育課と夏ロイヽウジン
ー
グ株式会社の二者は、違脚の取扱いについて協議を行

い、宅地開発によつて―失われる遺構について|、 記録保存のため1本格調査を実施することとなつた。

発掘調査は、弥生時代集落の範囲の確認を主目的とし、文化教育課が主体となり、夏ロハウジング

株式会社の協力のもと1988(平成元)年 5月 1日 に開始した。

本調査地は、国道11号線の石手川にかかる永木橋よう南方300m地点の標高25,70mに位置する。

o                 20m

(S=1:600)

第 19図 調査地位置図
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釜ノロ遺跡 7次調査地

(2)調 査組織
調 査 地  松山市小坂町4222・ 422-7

遺 跡 名  釜ノロ遺脚 7次調査地
調査期間  野外調査1988(平成元)年 5月 1日 ～同年 7月 13日

調査面積  707.17m2

調査協力  夏ロハウジング株式会社
調査担当  田城武志

高尾和長

員木 潔 (平成 4年 退職)
作 業 員  山邊伸也、志賀夏行、原田英則、高市英治、羽田野修三、肌野祐治、仙波 ミツコ、仙

波千秋、金子育代、高尾久子、池内カヨ子、田頭真喜、白井あさこ、乃万富美子、他

2.層  位 (第 20図 )

本調査地では、第 I層から第Ⅵ‖層までの土層を確認 した。第Ⅳ層以下は深掘 リトレンチでの検出で

ある。第Ⅵ層は 3層 に、第Ⅶ層は2層 にそれぞれ細分される。

第 I層 :造成上及び耕作上で30～ 40cmの堆積を測る。

第H層 :黄褐色上で調査地全域に 5～ 18cmの堆積を測る。

第Ⅲ層 :暗灰褐色上である。調査区北西部を除く全域で 4～ 12cmの堆積を測る。

第Ⅳ層 :黒褐色上である。調査区北西部を除く全域で 5～ 18cmの堆積を測る。

第 V層 :灰茶掲色上である。調査区全域ぞ20～ 35cmの堆積を測る。

第Ⅵ層はAT火山灰である。上色の違いにより3層 に細分する。
第Ⅵ①層 :責色土である。西壁・南壁で 2～ 18cmの堆積を測る。

第Ⅵ②層 :灰黄色土ぜある。調査区全域ぞ25～ 35cmの堆積を測る。

第Ⅵ③層 :暗灰黄色ぜある。調査区全域で 5～ 15cmの堆積を測る。

第Ⅶ層は粘性の違いにより2層 に細分する。

第Ⅶ①層 :青灰砂質上である。北西隅ぜ20～40cmの 堆積を測る。

第Ⅷ②層 :青灰粘質上である。調査区全域ぜ80cmの堆積を測る。

第Ⅷ層 :礫である。

第 I層 は造成上及び耕作上である。第Ⅱ層は床土ぞある。第Ⅲ層は弥生時代後期の遺構を覆う層で、

弥生時代後期以降の堆積層となる。第Ⅳ層・第V層 は弥生時代後期の遺構に切 られ、AT火山灰の上
層である。よって、弥生時代後期以前、AT火山灰堆積以降 (22,000年 )の堆積層となる。
第Ⅵ層はAT火山灰である。AT火山灰は、22,000年前に姶良・丹沢地方から噴出した火山灰が堆
積したものぜある。本調査地東800mに位置する束本遺跡 4次調査地からは、厚さ80～ 160calの 1次雄積

層を800mに わたり検出している。本調査地検出の第Ⅵ層は、束本遺跡 4次調査地検出のAT火山灰 と

堆積状況が類似 しており1次堆積の可能性がある。

第Ⅵl層 の礫層は、本調査地北300mを西流する石手川の旧氾濫域 と考えられる。第Ⅵl層 は、AT火山
灰層の下部層ぜあり、22,000年以前の堆積層である。

遺構は第Ⅳ層上面ぜ検出し、竪穴式住居址 4棟、柱穴24基である。
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釜ノロ遺跡 7次調査地

第21図 遺 構 配 置 図

(S=1:150)
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遺 構 と遺 物

3.遺構と遺物
本調査地で検出した遺構は、弥生時代の竪穴式住居址 4棟、柱穴24基である。遺構はすべて第Ⅳ層

上面での検出である。

(1)竪 穴式住居址 (SB)
SBl(第 22図、図版 7～ 11)
本調査地東側のE5～ 6区に位置する。平面形態は円形である。規模は長軸5.5m、 短軸5,lm、 壁高
20cmを 測る。埋土は黒色上である。内部施設は主柱穴、炉、高床部がある。主柱穴は 4基を検出し、

平面形態は円形を呈し、規模は径28～ 32cm、 深さ50～ 65cmを測る。 4基の柱穴内からは柱材が出土し

ている。その内の2基、SP① とSP②からは、柱材の下に柱材と同じ材質の板 (礎板)が 2点ずつ
出上 している。

炉は住居中心よりわずかに南に位置し、平面形態は楕円形を呈する。規模は長軸105cm、 短軸84cm、

深さ10cmを測 り、南側は楕円形状を呈しわずかに深い。埋土は黒色上である。炉内からは土器 とガラ

ス小玉が 1点出上している。

高床部は周壁に沿って幅25cm、 高さ12cmぜ、地山を削り出して作られている。

遺物は床面より甕形土器、重形土器、鉢形土器、高不形土器、器台形土器、石鏃、石斧、石庖丁が

出上している。さらに、床面からは焼土 と炭化材が出上している。焼土は主柱穴4基の上面及び周辺に

集中し、炭化材は住居の中心に向かって出土遺物を覆うように放身寸状に検出した。

出土遺物 (第23～ 28図、図版16～ 18)

甕形土器 (1・ 2) 1緩 やかに外反する日縁部の端部は「コ」宇状である。肩部に板状工具によ
る斜行文を施す。 2は突出した上げ底。底部周辺に指頭痕あり。

こ形土器 (3～ 7) 3の 日縁部は粘上を接合 し肥厚させる。 4は 日縁部に粘上を貼 り付け拡張し
端面に櫛状工具による山形文を施す。 5は複合日縁重。口頸部はほぼ直立 し拡張部に横沈線文 と刻目

文を施す。 6は大きめの平底。 7は 丸味のある平底。
鉢形土器 (8。 9) 8は くびれの上げ底。底部に粘上を充填する。 9は台付鉢。
高堺形土器 (10～ 12) 10は 邦部。充填技法である。日縁部は不都中位で段をもち外反する。■・

12は柱部。11は円孔が残る。12は さし込み技法か ?裾部 との境は不明瞭。

器台形土器 (13)日縁端面は上部を面取 りし、中位に稜をもつ。底部端面は 1条の凹線。胴には、
3条 と5条のヘラ描き沈線文を施す。

石製品 (14～ 16) 14は 凹基式の石鏃である。先端部を欠く。法量は長さ1.7cm、 幅1.5cm、 厚さ0.

3cm、 重さ0.73gを測る。石材はサヌカイトである。15は石斧。基部周辺の残存である。断面は隅丸方

形を呈する。法量は長さ3.7cm、 幅3.4cm、 厚さ1.5cmを測る。全体に丁寧な研磨を施す。石材は結晶片

岩である。16は杏仁形、法量は長さ8.9cm、 幅4.3cm、 厚さ0.6cm、 重さ38.80gを測る。 2ヶ所に穿孔有

り。穿孔は金属器を使用している可能性が高い。刃は両面から研がれている飼は甘い。背は面取 りが

行われ全体に丁寧な研磨を施す。片側は中央部付近に凹みがある。

装身具 (17) 17は ガラス小玉の完形品。法量は長さ0.39cm、 幅0.40釦、孔径0.12cm、 重さ0.075g

を浪1る 。色は青色ぜある。

本製品 (18～ 24) 18は SP①出上の柱材である。法量は長さ35.5cm、 直径13.7cmを 測る。木取り
は芯持ち材ぜある。表面には加工痕が見られる。柱の端部には柱穴の底に敷いていた礎板が付着して
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釜ノロ遺跡 7次調査地
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第22図  SBI測 量図
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遺 構 と遺 物

いる。礎板の法量は長さ9.2cal、 幅7.2cm、 厚さ4.Ocmを 測る。19は SP①出上の礎板である。平面形態
は方形を呈し断面形態は台形状である。法量は100× 9.8cm、 厚さ4.Ocmを 測る。20は SP②出土の柱材
である。法量は長さ36.4cm、 直径は長軸15,6cm、 短軸13.5cmを 測る。木取りは芯持ち材である。表面

に加工痕が見られる。21・ 22は SP②出土の礎板ぜある。21は平面形態台形状ぜ断面形態は三角形を
呈する。法量は13.4X■ .5cm、 厚さ5.Ocmを 測る。小日に加工痕が見られる。22の平面形態は長方形で

断面形態は台形状を呈する。法量は10.3X8,7cm、 厚さ3.lclnを測る。木取りは角が芯にかかっている。

23は SP③出上の丸い柱材である。法量は長さ36.OcHl、 直径128cmを 測る。小日は加工されており丸味
をおびる。24は SP④からの出上の丸い柱材である。法量は長さ48。 2cm、 直径13.Ocmを 測る。木取り
は芯持ち材ぜある。表面及び小日に手斧と思われる加工痕が見られる。なお、18～ 24の樹種はアカガ

シ亜属ぜある。

時期 :出土遺物 4・ 5の壷の日縁部は、弥生時代後期前葉の形態を示すものである。他の出土遺物

にも時期幅がないことより、SBlは 弥生時代後期前葉～中葉に廃棄・埋没 したと考えられる。

(≦と==」_!ささ、〉9

と可~下~「¬~早_____一二男
Cm

(S=1:4)

第23図  SBI出 土遺物実測図 (I)
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20cln

(伴 1:つ

第25図  S BI出土遺物実測図 (3)
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だ乱
22

20oln

(S=1:4)

第26図  SBI出 土遺物実測図 (4)
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遺 構 と遺 物

10

(Sil:4)

第27図  SBI出 上遺物実測図 (5)
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釜ノロ遺跡 7次調査地

(S=1:4)

第28図  SBI出 土遺物実測図 (6)
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遺 構 と遺 物

SB2(第 29図、図版12・ 13)

本調査地北側のCl～ E2区に位置し、北側は調査区外につづき、南西部は試掘 トレンチにより切
られる。平面形態は、コーナー部を 2ヶ所検出したため隅丸方形ないし隅丸長方形 と考えられる。規

模は東西6.2m、 南北2。 4m+α、壁高14cmを測る。埋土は黒色上である。内部施設には、主柱穴・炉・

周壁溝・高床部がある。

主柱穴は2基を検出した。平面形態は円形を呈し、規模はSP①は径35cm、 深さ64cm、 SP②は径
44cm、 深さ68cmを 測る。埋土は暗灰茶褐色粘質土ぜある。柱穴内からは柱材が出土している。SP①
の柱材は四角に加工されている。

炉は住居址の東西方向の中心に位置するが北側は調査区に切られる。平面形態は、コーナー部を2

ヶ所検出したため方形及び長方形と考える。規模は東西135cm、 南北80cm+α 、深さ24cmを測る。埋土は

黒色上に焼土 と炭が混入 しているものである。炉内か らは、弥生土器 とガラス小玉が 1点 出上 してい

る。

周壁溝は壁体 に沿って検出したが、南側の中央部か ら南西部まぜは途切れる。規模は幅 15cm、 深さ

8cmである。埋土は黒色上である。

さらに住居内には焼土 と炭が出土している。高床部は西側から南東部までぜ検出し、規模は幅30cm、

厚さ 4 cmを測る。高床部は削 り出して構築される。

遺物は、床面より弥生時代の甕形土器、高不形土器が出上している。

出土遺物 (第 30・ 31図、図版16～ 18)

萎形土器 (25) 突出した上げ底の底部片。内外面にハケ調整が見られる。黒斑有 り。

高邦形土器 (26) 充壊技法。充填部周囲に内面より粘土を補充している。

装身具 (27) ガラス小玉の完形品。法量は長さ0。 25cm、 幅0.39cm、 子し径0.15cln、 重さ0.053gを測

る。色は青色ぜある。

木製品 (28・ 29)28は SPlか ら出上の丸い柱材である。法量は長さ16.6cm、 直径13.3clnを 測る。
木取 りは、一部が芯にかかる取 り方である。表面 と小日に手斧 と思われる加工痕が見られる。29は S

P2か ら出上の角い柱材である。法量は長さ41.7cm、 長辺15,4cal、 短辺8.9cmを 測る。木取 りは芯をは

ずれた取 り方である。表面 と小日に手斧 と思われる加工痕が見られる。なお28・ 29の樹種はモチノキ

属である。

時期 :出土遺物の形態からSBlと 同時期の弥生時代後期前葉～中葉に廃棄・埋没したと考えられる。

SB3(第 32図、図版14)

調査区北西隅のAl～ B2区に位置し、北側 と西根1は調査区外につづき、南側はSB4に 切 られる。
平面形態は全容が不明であるが、コーナー部を検出したため方形ないし長方形 と考えられる。規模は

長軸4.56m+α、短軸3.57m+α、壁高8cmを測る。埋土は黒色上である。内部施設には主柱穴。炉・周

壁溝・溝がある。

主柱穴は東側に3基を検出している。 SP②、SP③は切 り合い関係にあり、SP②がSP③を切
っている。平面形態は円形ぜあり、規模はSP①は径28cm、 深さ52cm、 SP②は径30cm、 深さ55cm、
SP③は径30cal、 深さ30cmを測る。埋土は暗灰褐色粘質土砂質混じりである。SP①からは柱を固定
するためと思われる石が出上している。

炉は住居内西側ぜ検出し、西側は調査区外になる。平面形態は不整形な円形を呈する。規模は長軸

173cm、 短軸100cm+α、深さ15cmを測る。埋土は黒色上で、焼土 と炭が出土している。炉内からは弥生
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0               10             20cln

(S=1:4)

第31図  SB2出 土遺物実測図 (2)
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釜ノロ遺跡 7次調査地

上器 とガ ラス小玉が 1点出上 した。

周壁溝は東側に検出した。規模は長さ100cm、 幅10cln、 深さ3clxlを測る。断面形態は「U」 字状であ

る。埋土は黒色上である。

溝は南壁に平行して検出した。規模は全長230cm、 幅38clll、 深さ 3 cmを 測る。断面形態は皿状である。

埋土は黒色土ぜある。

遺物は、弥生土器の甕形土器、壷形土器、鉢形土器が出上している。さらに住居内では、焼土 と炭

が出上している。

出土遺物 (第 33図、図版16)

鉢形土器 (30) 台付の鉢の完形品。婉状のITh部 の日縁部はやや内湾し端部は丸味をもつ。脚部は

「ハ」字状を呈する。

装身具 (31)ガラス小玉の完形品。法量は長さ0.50cIII、 幅0.39cm、 孔径0。 17cm、 重さ0.094gを測る。

色は青緑色である。

時期 :出土遺物鉢30の形態 と埋土より、SBlと 同じく、弥生時代後期前葉～中葉に廃棄・埋没 し
たと考える。

黒色上

黄色土

暗灰茶褐色粘質土+黒色土
3に砂質を含む僻わらんヽ )ヽ

4に黄色土を含む

黒褐色土

茶褐色上に黒色上を含む)

7に黄色土を含む

暗灰褐色土に黄色土・黒色土

劇

第32図  SB3測 量図

)                         2m

(S=1:40)
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遺 構 と 遺 物

(S=1:4)

第33図  SB3出 土遺物実測図

SB4(第 34図、図版14・ 15)

調査区西側のA3～ B4区に位置し、北側はSB3を 切 り、西側は調査区外につづ く。住居内は近
現代坑に切 られている。平面形態はコーナー部を 2ヶ所検出しており、隅丸方形ないし隅丸長方形 と

考えられる。規模は長軸3.Om+α、短軸3.35m+α、壁高10cmを浪1る 。埋土は黒色土ぜある。内部施設

は柱穴 と炉を検出している。

柱穴は住居検出部分のほぼ中央部に位置する。平面形態は北側部分は消失しているが、円形 と考え

られる。規模は径 12cm、 深さ40cmを 測る。埋土は黒色土ぞある。柱穴の断面観察ぜは柱材の掘 り込み

はなく、柱材は直接打ち込んだ可能性が考えられる。

炉は住居中央の南側に位置する。平面形態は不整形な円形である。規模は長軸62cm、 短軸56cm、 深

さ20cmを 測る。断面形態はレンズ状である。埋土は黒色上に暗灰茶褐色粘質上が混入する土ぜある。

炉内からは壺形土器が出上している。遺物は住居床面より甕形土器、壺形土器、鉢形土器、高不形土

器が出上 している。弥生土器のほかに焼土 と炭が出上 している。

出土遺物 (第 35図 )

甕形土器 (32・ 33) 32は そり気味に外反する日縁部の端部内面及び端面は強いヨヨナデにより凹

みをもつ。33は短 く外反する日縁部。端面は強いヨヨナデにより上下に拡張する。

壷形土器 (34)長頸重。頸部は直立気味に立ち上がり口縁部付近で大きく外反する。端部は「ヨ」
字状である。

高琢形土器 (35・ 36)35は外傾気味に立ち上がる日縁部。端部は丸味をもつ。36は差 し込み技法。
邪部 との接合面を看取ぜきる。

時期 :SB4は 弥生時代後期前葉のSB3を切つていることと、出土遺物32・ 34の形態より他の住
居址よりわずかに新 しい弥生時代後期中葉 と考えられる。

(2)柱 穴 (SP)

柱穴は調査区南側に13基、北側に■基の計24基 を検出した。平面形態は円形及び楕円形である。規

模は径10～ 42cal、 深さ4～ 25cmを測る。埋土は黒色土である。遺物は出土していないが埋土は、住居

址埋土と同じであり、埋没時期は弥生時代後期と考える。

◎
六
Ｕ
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釜ノロ遺跡 7次調査地

I黒色土

2黒色上+暗灰茶褐色粘質土
3黄色土
4黒色土に黄色混り
5黒色土に暗灰茶褐色粘質上を少し含む

6黒褐色上

2m

Ｅ
Ｏ
Ｏ
帯
Ю
飩

正

↑

邑
|

第 34図  SB4測 量図           (S=1:40)

К―――‐比糊
＝

ヽ
ヽ
、
．
‐
‐
‥
！
′
′
′

′

′

Cm

(S=1:4)

第35図  SB4出 土遺物実測図
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小      結

4.小 結

本調査では、AT火山灰及び弥生時代の遺構 と遺物を検出することができた。
(1)AT人 山灰
AT火山灰は22,000年前に姶良・丹沢地方から噴出した火山灰である。AT火山灰は、本調査の東
に位置する桑原地区の博味遺跡、檸味四反地遺跡、束本追跡 4次調査地より検出されており、特に束

本遺跡 4次調査地からは、厚さ80～ 160cmの 1次堆積層を800mに わたり検出している。本調査の第Ⅵ層

は、束本遺跡 4次調査地のAT火山灰 と堆積状況が類似 しており1次堆積の可能性が考えられる。
このようにAT火山灰は、松山平野の中ぜは石手川左岸に位置する桑原地区から釜ノロ地区に堆積
していることが明らかになった。

(2)弥 生時代
本調査で検出した弥生時代の遺構は、竪穴式住居址 4棟、柱穴24基ぞある。検出した竪穴住居址の

中には注目すべき点が 2点ある。それは、 1)焼失住居 (SBl)の検出、 2)柱材の出土 (SBl・
SB2)で ある。
1)焼失住居 (SBl) SBlか らは多量の炭化材 と焼上が出上した。炭化材は出土遺物を覆う

ように住居の中心に向かつて放射状に検出した。炭化材は樹種同定の結果アカガシ亜属 (ブナ科)、 サ

カキ (ツバキ科)と 判明した。これらは出土状況より住居の建築部材 として使用されていたと考えら

れる。

焼土は、炭化材上部の主柱穴上面及び主柱穴の周囲ぜ集中的に出土した。焼上の分析では、ススキ

属に由来するものと考えられるネザサ節やウンクサ族が検出された。焼上は屋根を補強する補強材 と

して使用されたと考えている。

2)柱材の出土 柱材はSBlと SB2の柱穴内から6点出上した。SBlか らは4基の主柱穴内
から各 1点の柱材と、礎板がSP① とSP②から2点ずつ計 4点出上した。SP①から出上した 2点

の内 1点は柱材に付着して出上している。柱材は4点 とも丸材の芯持ち材である。表面と小日に加工

痕が見られる。SB2か らは、検出された2基の柱穴内から柱材が各 1点出上した。SP①出土の柱
材は丸材、SP②出上の柱材は角材である。 ともに表面と小日に加工痕が見られる。
このほかSBl・ SB2・ SB3の炉内からは、ガラス小玉が 1点ずつ出上している。また、SB
2・ SB3か らは、炭化材が少量出上しており焼失住居とも考えられる。
本調査では、多量の炭化材と柱穴内より6点の柱材、炉内よリガラス小玉が出上し、弥生時代の竪

穴式住居の上屋構造や、住居廃乗の様相を考える一資料を得ることになった。

〔文献〕

梅木謙―・宮内慎- 1992『桑原地区の追跡』「檸味遺跡」「檸味四反地遺跡」松山市教育委員会、側松山市生涯学習振興財団

高尾和長 1996 『束本遺跡 4次調査・枝松遺跡 4次調査』(財)松山市生涯学習振興財団
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釜ノロ遺跡7次調査地

遺構・遺物一覧 ―凡例―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧ぞある。

遺構一覧 。遺物観察表は高尾 。田崎が作成した。

修)遺物観察表の各掲載について。
法  量  欄   ( ):復 元推定値
形態・施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)日→日縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。
例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。( )中の数値は混和剤粒

子の大きさを示す。

例)砂・長 (1～ 4)、 多→「 1～ 4 Hull大の砂粒 。長石を多く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表14 竪穴式住居址一覧

表15 SBl出 土遣物観察表 土製品

竪穴

(S B)
時  期 平 面 形

規   模
fき さ×中昌×,呆 さ(m)

主柱穴

(本 )

内 部 施 設
月壁溝 備 考

高床 土坑 炉 カマド

SBI 弥生後期前葉
～中葉

円形 55× 51× 02 4 ○ ○

SB2 弥生後期前葉～中葉
隅丸方形 62× 24(+α )× 014 2 O ○ ○

SB3 弥生後期前葉～中葉
方形 Or長方形 456(+α )X357(+2)X08 2 O ○

南壁 と平行 に満があ
る。

SB4 弥生後期中棄 隅丸方形 30(+2)× 335(+α)X01 l O

番号 器種 法量 (cln) 形 態 。 施 文
調 整 色調

1禽棚|
生
　
成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

I 甕
径
高
口
残
(294)
38

内外画 ともに稜をつくらず、緩やかに外
反する口縁部。端部は「コ」字状。肩部
に板状工具の小口による斜行文。

ヨヨナデ マメツ
淡白褐色
暗茶褐色

石 (1～ 3)・

長 (1～ 4)

◎

甕
径
高
底
残
47
30
突出した上げ底。底部周辺には指頭痕が
並ぶ。

胴下)板 状正具

によるヨヨナデ

1胴上)ナデ上げ

ナ デ
暗茶褐色
黒色

石・長 (1～ 4)

金

○

と霊
口径 (186)
残高  81

口縁端部に粘上を接合し、肥厚させる。
端面に強いヨヨナデによる凹みが見ら伸
る。

竪坊ヽ ケ(12～ 13
本/cm)
∩ンヽケ→ナデ

1口端)ヨ コナデ

99⑩レヽケ(12
～13本/側 )→ナデ

橙掲色
石 (1～ 4)

○

4 壺
口径 (168)
残高  19

粘上を貼付し、拡張した端面に櫛状工具
により3条 1組の山形文を施す。

t口端)ヨ ヨナデ
→施文

(口下)ハケ●本/cll)

画 ヨヨナデ

画 ナデ

淡黄褐色
淡赤褐色

石 (1～ 4)・

長 (1～ 2)

◎

壺
径
高
口
残
(84)
53

複合口縁
=。
日頸部はほぼ直立。拡張吉「

に2条の横沈線文とハケロ調整工具によ
る刻みを施す。

)ヨヨナデ→施文

)ナデ

ンヽ ケ(7本 /cln)

∪ ヨヨナデ

◎⑬ナデ(工具
痕 )

淡掲色
石。長 (1～ 3)

◎

壺
径
高
底
残
(73)
68 大きめの平底。

ロ ナデ

⑩ ハ ケ(12～ 13

本/clll)→ナデ

叫 旨おさえ

は)ク ケヽ (12～ 1

本/cln)

白褐色
淡灰掲色

石 (1～ 4)・
長 (1～ 5)
金

◎

7 霊

径
高
底
残
44
90 やや九味のある平底。器壁が厚ヽ

①ナデ
⑪ハケ6～ 6本/
cm)→ ナデ

Dキ旨おさえ
⑩ナデ上げ

淡灰黄褐色
淡青灰色

石・長(05～ 3)

金

○

8 鉢
径
高
底
残
34
45

くびれの上げ底。底部中央に径1 5cmほ ど
の粘上を充填する。底端部に粘上を貼付
する。

⑫ナデ

⑪ ハ ケ(10本 /
cm)→ ミガキ

Б脂 おさえ

③板状工具によ
るナデ

乳白色・灰色
乳白色・茶掲
色

長 (1～ 2)

密
◎

黒斑

9 台付鉢
底径  84
残高  30 瑞部は「

コ」字状
板状工具による
ヨコナデ

脚⊃ナデ

画 板状工具
によるヨヨナデ

淡暗灰褐色

石・長(05～ 4)

金・密
○

高不
径
高
口
残
29 6

76

充填技法。充填部 との接合面を看取でき
る。口縁部は、不部中位ぜ段をもち外反。
瑞面に 1条の四線。

(口瑞)ヨ ヨナデ

(郭下)ハケ(5～ 6

本/cln)

tlTN L)ナ デ→ミガキ

題面∋ハケ(5～ 6
本/cm)→ ミガキ

茶褐色
石。長 (1～ 2)

金

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽協|
生
　
成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

|| 高邪 残高  74 5方向の円孔が 1段残る。
ハ ケ(8本/cm)→
ミガキ(?)

絞り痕
ナデ

淡白黄色
淡灰茶褐色

石・長 (1～ 4)

金

○

高不 残高 100
差し込み技法か ?不部 との接合面を看取
できる。柱部は「ハ」字状に広がり、裾
部との境は不明瞭。

ケヽ(4～ 5本/cm) 跡⑬ノ、ω

り痕、ナデ

ケ(4～ 5本 /
淡明茶掲色
淡灰茶掲色

石・長(05～ 3)

金

◎

黒斑

器 台

径
径
高

口
底

器

178
146
110

口縁中位に稜を有する。底部端面には 1

条の凹線。胴部には 3条 と5条のヘラ捕
き沈線文。

∪ ハケ(5～ 6本 /
cm)

鰤岡動ミガキ

キ
５．６本
ガ

ガ

独

コ

ミ
、
　
ハ
　
ョ

∪
⑩
∩

暗赤掲色

石。長 (1～ 2)

金
◎

表16 SBl出 土遺物観察表 石製品

SBl出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番 号 器種 残存 材質

法 〕重
備  考 図版

長さ(cm) 中目(cm) ナ享さ(cm) 重 さ (g)

石鏃
先端 と基部を
欠く。

サヌカイ ト 17 15 03 0 730 凹基式

扁平片刃石奔 基部周辺 結晶片岩 37 37 654
断面は隅九長方形。
丁寧な研磨。

石包丁 ほぼ完形 結晶片岩 43 38 801
2ケ 所穿fし。金属器で穿孔
されている可能性大。

表17 SBl出 土遺物観察表 装身具製品

番 号 器種 遺存状態 材質・色
法

備  考 図版

長 さ (cm) 中目(cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

17 小玉 完形 ガラス。青色 0 39 0 40 0 12 0 075 炉内出土

表18 SBl出 土遺物観察表 木製品

番 号 器種 遺存状態 樹 種

法  量
木取 り 備  考 図版

長 さ 幅 (cm)
'享

さ(cm) 直径 (cm)

柱材 アカガシ亜属 35 5 13 7 芯持材 SP①

礎板 アカガシ亜属 10 0
SP①
22と 同一

柱 材 アカガシ亜属 36 4
長軸156
短軸135

芯持材 SP②

礎板 アカガシ亜属 50 SP②

礎板 アカガシ亜属 87 31
SP②
19と 同一

柱 材 アカガシ亜属 36 0 芯持材 SP③

柱 材 アカガシ亜属 48 2 芯持材 SP④
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表19 SB2出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調油棚|

生
　
成

胎

焼
備 考 図 版

外  面 内  面

甕
底径  45
残高  34 突出 した上げ底。

0ナ デ、指おさ

∩ハケ(6本 /cm)

ハ ケ(6本 /cm)→
ナデ

茶掲色
暗責茶褐色

石 (1～ 3)。

長 (1～ 4)

○

黒斑

高不 残高  55 充填技法。脚部内面
より、充填部周囲 1

粘上を補充している。
マメツ

四 絞 り痕

画 ナデ
淡褐色

石 (1～ 3)。

長 (1～ 5)

○

表20 SB2出 土遺物観察表 装身具製品

番 号 器種 遺存状態 材質 。色
法 旦皇

備  考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

/1ヽ玉 完 形 ガラス・青色 0 25 0 39 0 15 0 053 炉内出上

表21 SB2出 土遺物観察表 木製品

番号 器種 遺存状態 樹 種

法  量
木取り 備  考 図版

長さ(cm) 中畠(cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

柱 材 モチノキ属 丸材

柱材 モチノキ属 41 7 角材

表22 SB3出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調浩樹|

生

成

胎
　
焼

備考 図版

外  面 内  面

争付

'

径
径
高

口
底

器

(132)
(55)
86

婉状の17N部。国縁部はやや内湾し、端部
は丸味をもつ。脚部は「ハ」字状。

マメツ
ミガキ
(マ メツのため不
明瞭)

淡茶掲色
石・長 (1～ 2)

◎

表23 SB3出 土遺物観察表 装身具製品

番号 器種 遺存状態 材質・色
法 ０重

備  考 図版

長さ(cm) 中昌(cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

小玉 完形 ガラス・青緑色 0 50 0 39 0 17 0 094 炉内出上

表24 SB4出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽棚|
生
　
成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

甕
径
高
口
残
(242)
90

そり気味に外反する口縁部。強いヨヨナ
デにより端部内面及び端面は凹みをも

uハ ケ(6本 /cm)
→ヨコナデ

のハケ

Θヨコナデ
⑩板ナデ

i炎責褐色
石。長 (1～ 3)
◎

媒付着

甕
径
高
口
残
(118)
56

短 く外反する国縁部。瑞面は強いヨヨナ
デにより上下にやや拡張。肩部に甘い稜
をもつ。

③ ヨコナデ
Θヨコナデ
⑩ ケズツ

暗灰茶褐色
明茶掲色

石・長(05～ 4)

金
◎

士霊
口径 (127)
残高 100

長頸壺。頸部は直立気味に立ち上がり口

縁付近ぜ大きく外反する。端部は「コ」
字状。

③ ヨコナデ

⑭わずかにハケ
Θヨコナデ
⑬ ナデ (指頭痕)

色掲

色

白

白

石・長 (1～ 3)

金

◎

黒斑

高邪
径
高
口
残
(218)
45
外傾気味に立ち上がる短い口縁部。端部
は丸味をもつ。

わずかにハケ・ミ
ガキ

(不上)ハケ

“

本/cm)

(不下)ハケ→ミガキ
淡白黄橙色

石・長(05～ 5)

金

○

高不 残高  45 充填技法。不部 との接合面を肴取できる。 ケヽ(5本 /cm) ④
ミガキ?
⑩ナデ

淡貢褐色
石。長 (1～ 3)

金

◎
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第 4章 釜ノロ遺跡 8次調査地

1.調査の経過

(1)調 査に至る経緯
1995(平成 7)年 10月 13日 、n松山ニューグランドホテノレより松山市小坂 4丁 目1-2、 8-1-1、
8-1-2内 における土地開発にあたり、埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、
文化教育課)に提出された。

本調査地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地「Nol13枝松 5丁目追物包含地」内に所在する。調

査地の北方には文京遺跡 〔西田栄 他1976〕、松山大学構内遺跡 〔梅木謙-1991〕 などの道後城北地区

が、南方には来住廃寺跡 〔小笠原好彦1979〕、久米高畑遺肋 〔西尾幸則1989〕 などの久米地区、東方に

は檸味遺肋 (愛娠大学農学部構内)〔宮本一大1990〕、束本遺跡 4次調査地 〔高尾和長1996〕 などの桑

原地区がある。このように周辺地域には弥生時代から中世にかけての集落が多数存在している。

釜ノロ遺跡は既に7次の調査が実施され、 とくに本調査地東側の 6次調査地からは、弥生時代後期
の竪穴式住居址、土坑、溝が検出されている。また、 7次調査地からは弥生時代後期の竪穴式住居址
4棟を検出し、このうちのSBlか らは、住居址床面より多量の炭化材が出上している。このように
釜ノロ遺跡は、弥生時代後期の集落関連遺構が多数検出されている遺肋である。

これらのことから当該地における埋蔵文化財の有無と、遺跡の範囲や性格を確認するため、1995(平

成 7)年■月13日 に文化教育課は試掘調査を実施 し、竪穴式住居址、溝、柱穴と弥生土器、有茎石鏃
を検出した。

この結果を受け、働松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)と 衛松山
ニューグランドホテルの両者は遺跡の取扱いについて協議を重ね、土地開発によって失われる遺構 と

遺物について、記録保存のため発掘調査を実施することとなった。発掘調査は、弥生時代から中世に

かけての当該地及び周辺地域の集落構造や、住居構造の解明を主目的 とし、埋文センターが主体 とな

り、ltl松山ニューグランドホテルの協力のもとに1995(平成 7)年 12月 1日 に開始 した。

(2)調 査の経緯
1995(平成 7)年 12月 7日 、試掘調査の結果をもとに土層確認を行い、地表下20～ 30cmま で重機によ
る禁Jぎ取 り作業を開始 した。排土はすべて調査地外に搬出したため表土劉ぎ取 りに3日 間を費やした。

調査は、北半部 と南半部に分け、12月 13日 より作業員を増員して北半部より本格的な調査を開始 し

た。包合層は調査区南半部の一部に存在する。12月 23日 に第Ⅵ a層 と第Ⅷ層上面にて遺構検出を行い、

竪穴式住居址、掘立柱建物址、溝、柱穴を検出した。 1月 10日 からSB2の掘 り下げと遺物検出を中
心に行 う。 2月 14日 に写真撮影を行い、北半部の調査を終了した。 2月 16日 より南半部の調査に着手

する。南半部には一部包含層が存在するため掘 り下げを行い、その後遺構検出を行う。遺構は、竪穴

式住居址、土坑、溝を検出し、 SB3か ら掘 り下げを行う。 2月 26日 に測量を行い、 SB3と SKl
の遺物を取 り上げ、サンプル採取を行う。 3月 2日 に現地説明会を行なう。 3月 21日 に出土遺物、調

査用具等を撤去 し調査を終了する。
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第36図 調査地位置図
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釜ノロ遺跡 8次調査地

(3)調 査組織
調 査 地  松山市小坂 4丁 目1-2, 8-1-1・ 2

遺 跡 名  釜ノロ遺跡 8次調査地
調査期間  1995(平成 7)年 12月 1日 ～1996(平成 8)年 3月 21日

調査面積  1485。 92m2

調査協力  lt~l松 山ニューグランドホテノン

調査担当  山本健一、相原秀仁

2.層 位 (第 38・ 3咽 )

本調査は、石手川中流域南岸、標高25.8mに 立地する。

基本層位は、第 1層灰色土 (耕作士 )、 第H層灰責色土 (床土 )、 第Ⅲ層灰黄褐色土 (遺物包含層)、
第IV層褐灰色土、第V層黒灰色土 (本田址埋土)、 第Ⅵ a層暗灰黄色土、第Ⅵ b層灰黄色土、第Ⅶ層茶

褐色土 (地山)、 第Ⅷ層淡黄色上、第Ⅸa層責掲色上、第IXb①層黄色土 (AT火山灰 2次堆積)、 第Ⅸ

b②褐色土 (AT火山灰1次堆積)、 第X層は灰褐色土、第�層青灰色上である。なお、第�層から

下層は、部分的な深掘りを行い堆積状況を確認したものである。

第 I層

第 H層

第 Ⅲ 層

第 Ⅳ 層

第 V層

第Ⅵ a層

第Ⅵ b層

第 Ⅶ 層

第 Ⅷ 層

第Ⅸ a層

近現代の造成工事及び農耕による客上である。造成上は調査地の西半部、耕作土は東半部

に堆積がみ られる (14～ 80cm)。

水田耕作に伴 う床土ぜある (5～ 20cll)。

調査地の東半部に堆積がみられる(8～ 17cm)。 弥生土器、土師器、須恵器の小片を包合す

る。

調査区の南西隅で検出された。水田址を覆う (3～ 12cm)。

本田址の埋土と考えられる (8～ 27cm)。

サクサクとした質感である。調査区の中央部に堆積がみられる(2～ 3 cm)。 本層上面にて

遺構を検出した (SB2・ SDl)。

調査区の中央部に堆積がみられる (3～ 6 cm)。 サクサクとした質感である。

西半部の一部を除くとほぼ全域に堆積がみられる(8～ 23cm)。 西半部は削平されているた

め東半部 との比高差は10～ 20cmである。本調査における最終の遺構検出面で、竪穴式住居

址や掘立柱建物址、溝、土坑などを検出した。無遺物層である。

北壁で堆積がみられる (18～ 26cm)。

北壁の一部 と東壁で堆積がみられる。東壁では安定した堆積だが、北壁では一部砂質上が

堆積し、部分的な堆積となる (10～ 35cm)。 AT火山灰の 2次堆積ぜある。
第Ⅸ b層はAT火山灰の 1次堆積ぜある。粒子の大きさにより2層に分層ぜきる。
第Ⅸb①層 :北壁で堆積する (21～ 28cII)。

第Ⅸb②層 :北壁と東壁に堆積する (8～ 26cm)。

第 X層 :北壁と東壁に堆積がみられる (10～ 43cm)。
第 � 層 :北壁と東壁に堆積がみられる。

遺構は、第Ⅵ a層及び第VII層上面で検出した。第Ⅵ a層上面ぜは竪穴式住居址1棟 (SB2)、 溝1条

(SDl)、 第Ⅶ層上面では竪穴式住居址 3棟、掘立柱建物 2棟、溝 6条、貯蔵穴 2基、柱穴31基 (弥
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第範1図 東壁上層図
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第39図 北壁土層図
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遺 構 と遺 物

生時代後期 )、 水田址 (中世)を検出した。遺構は、北に行 くにつれ削平が大 きく、深さが浅いもので

あつた。調査区北西部の深掘 りにて、自然流路 と考えられる砂の落ち込みを検出した。

遺物は、遺構内および第Ⅲ層から弥生土器、須恵器、土師器が出上し、特にSD3か らは破鏡 (中
国鏡)が出上した。第Ⅷ層上面の標高は調査区北東部が最 も高く、漸次南西へ向かつて傾斜 していると

なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグツットに分けた (第 37図 )。

3.遺構と遺物

本調査においては、弥生時代から中世の遺構を検出した。

(1)竪 穴式住居址 (SB)
本調査で検出した竪穴式住居址は 4棟ぞある。 SB2は 第Ⅵ a層上面、その他はすべて第Ⅷ層上面
での検出である。

SB2(第 41～ 46図、図版23～ 26)

調査区中央やや北寄 り、C5～ E6区 に位置する。住居址は中央部を溝 SD3(弥 生時代末～古墳
時代初頭)、 南東隅は溝 SDl(中 世)に より切 られている。さらに、住居址東半部及び西半部の一部
は試掘 トレンチにより削平されている。

i)調査工程と検出遺構

さて、 SB2は 住居の拡張 と拡張後の床面修復により計 2回の改築 。改修が行われている。よっ

て、平面形態の検出には困難をきわめた。ここぜは発掘調査時の工程をふまえながら、検出遺構を説

明する。

本住居址は第Ⅵ a層上面で検出した。検出時の平面形態は多角形を呈していたため、円形 と方形の

住居 2棟が重複 しているものと考え調査を進めた。

まず、住居址内に東西及び南北のトレンチを設定し、土層観察を行つた。その結果、黒褐色土 〔住

居址埋土〕と、黒色土と明褐色土の混合土 〔貼床土〕の2層 を確認した。なお、住居址南側ぜは住居

址埋土は検出されず、貼床上が露出する状況であった。

つぎに、住居址埋上である黒褐色上の掘り下げを開始した。埋土中からは弥生土器、石器、ガラス

小玉が出上した。ガラス小玉が出上したことから、住居址内および住居周辺をlm四方の小グリット

(①～①区)に区分け、埋土はすべて採取した (第42図 )。

埋上を完掘すると、貼床土及び周壁溝 〔建て替え後〕力ゞ検出された。貼床土上面では、径10cm前後

の小ピットSP① o②・⑥・⑥ (そ の後の調査で柱痕と判明)と 、住居址のほぼ中央部に不整形の炉

を検出し、張り出し部からは3基のピットSP⑨・⑩ o①が検出された。
つづいて、遺構の掘り下げをおこない、終了後は貼床上の掘り下げを進めた。貼床土内からは石器

とガラス小玉が 1点出上 した。

貼床土を完掘すると、住居の基底面が検出された。基底面には周壁溝 〔建て替え前〕と大小10基の

ピット (SP①～③・⑫・〇)力Sあ り、このうちSP① o②・⑥ o⑦ o③の5基 と、SP③ o④・⑤
の 3基は掘り方埋上が異なっていた。そのほか、炉の下面ぜ 4条の小溝が検出された。

ii)SB2(建て替え前)
構築当初の住居は遺存する周壁溝から平面形態は円形で、扇形の張り出し部を2箇所に付設するも
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釜ノロ遺跡 8次調査地

のであつた (第43図 )。 規模は円形部分が径6.4m、 北東部の張 り出 し部は幅0.7m、 長さ4.5m、 北西

部の張 り出 し部は幅1.5m、 長さ4.4m、 住居全体の床面積は40。 34m2でぁる。住居址床面は第Ⅸ層AT

火山灰に達 してお り凹凸が著 しい。

主柱穴は5本でSP① o②・③・④・⑤と考えられ、主綻穴の間隔は240～ 250clnであった。SP① 。

②は、建て替え時に柱穴を掘り直していることから、柱穴の構造は判断できない。SP③・④・⑤は

掘り方の平面形態が円～楕円形を呈し、規模は径25～ 50cln、 深さ30～ 70clnを測る。掘り方埋土は黒色

土と褐色上の混合土ぜある。 SP③では柱痕が検出され、径16cm、 深さ40cllaを測る。遺物はSP③・

④から弥生土器片が数点出土してぃる。

周壁溝は部分的に未検出部分がある。規模は幅10～ 28clll、 深さ3～ 7 cmを 測る。埋土は明褐色土 (黒

色土混入)で、貼床上に類似する。また、北西部の張り出し部からは周壁溝より内側にて2条の小溝
が検出された。埋土は周壁溝埋土と同じである。周壁溝からは弥生土器片とガラス小玉が 1点出上し

ている (詳細な出土地点は特定できず)。

炉は住居址中央やや南西寄りに位置する。貼床土上面で検出したが、基底面に炉と考えられる施設

がないことから、構築当初にも使用されていたものと考えられる。平面形態は不整な台形を呈し、規

模は長さ1.85m、 幅1.62m、 深さ22clnを 測る。断面形態はわずかに舟底状を呈する。炉の北壁部分に

は径22× 80cm、 深さ8 crnの楕円形のピットが検出された。

炉の埋土は上位に埋土①の黒色土(茶褐色土混入)、 埋土中位には南半部には黒褐色上が混入する埋

土②、北半部に灰黄色土と黄色上が混入する坦土③、基底面付近には埋土④黒掲色土 (茶掲色上に黄

色土混入)力Sみ られた。

炉出上の遺物は大半が埋土①から出上したものである。弥生土器片、石器、骨片のほか、ガラス小

玉が6点出上している(ガラス小玉の詳細な出土地点は不明)。 骨の細片は埋土①上面から2点が出土

しているが、種別は不明である。また、埋土①中からは40× 60cmの範囲に厚さ5 cln程度の焼上が検出

されている。

また、炉の下面では「コ」字状に配列する4条の小溝が検出され、小溝①と②はやや湾曲していた。

小溝①は長さ1.45m、 幅14～ 32cmを測り、基底面は2段掘りになる。したがって、溝の北半部は深さ10

cm、 南半部は深さ18cmを測る。小溝②は長さ1.18m、 幅14～ 20cIIlで、溝底は小溝①と同様に2段掘りに

なり、北半部は深さ8 clla、 南半部は15calを 測る。小溝③は長さ1.05m、 幅24～ 36clll、 深さ8 cIIlであり、

基底面は中央部付近がやや盛り上がる。小溝④は長さ1.12m、 幅 8～ 12cln、 深さ6 cllで、溝底は平坦ぜ

ある。いずれの溝も埋土は黒色土と褐色上の混合上で、遺物の出土はない。さらに、小溝の周辺では

小溝①の上面付近にて30× 40clnの範囲で厚さ3～ 5 clnの焼土と、小溝①と小溝②の下面に2基の小穴

が検出された (SP⑫・⑮)。 小穴の埋土はいずれも黒色上で、遺物の出上はない。これら4条の溝は

炉の下面にあることや焼上が検出されていることより炉に関係する施設と考えられる。

このほか、住居址中央部ではSP⑫ 。〇を検出した。埋土は黒色土と褐色上の混合上で、遺物の出
土はない。住居に伴うものかは判断できない。

�)SB2(建 て替え後 )
建て替え後の住居は、建て替え前の住居よりもやや大きくなる (第46図 )。  住居は、建て替え後に
貼床土 (黒色土 と明掲色上の混合土)を用い、床面一度改修 している。よって、建て替え当初の床面
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遺 構 と 遺 物

(S=1:60)

第42図  SB2区 割図

については判断がで きないため、本稿では改築後で貼床が施された住居の構造 と内部施設について説

明を行なう。

建て替え後の主柱穴はSP① o②・⑥・⑦・①の5本柱ぜ構成される。SP⑥・⑦・③は、建て替
え前の主柱穴よりやや壁体側に配置される。柱穴の掘り方は円・楕円形を呈し、規模は径25～ 40cm、

深さ45～ 70cmを測る。柱掘り方は建て替え前のものと比べてやや深くなつている。埋土は黒色上 (掲

色土粒含む)で、建て替え前のSP③・④・⑤とはやや異なる。主柱穴の間隔は260～ 270cmぜ、建て

替え前より10～ 20cm広 くなる。柱痕はSP① o②・⑥・⑥で検出され、径10～ 16cm、 深さ45～ 70cmを

測る。柱痕埋土は粘性の強い黒色上である。SP①の基底面付近には径10～ 15cm大の扁平な石が詰め

られ、SP②の基底部では柱痕の下に径8～ 12cln大の石が検出された。SP⑥の基底面には柱材 (腐
敗が著しい)がわずかに残っており、樹種同定より、ヨナラ属ヨナラ節の柱材ぜあることが判明した。

住居址北東部の張り出し部からはSP③・⑩・⑪のピット3基が検出された。埋土はいずれも黒掘
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釜ノロ遺跡 8次調査地

m

(S=1:60)

第43図  SB2建 て替え前測量図

色土で、住居址埋土と類似する。SPO内 からは弥生土器片が出上している。
このほか、焼土と粘土塊が検出された。住居址中央部やや北寄りの基底面では焼上を2箇所検出し

た(焼土Nα l)。 焼土は円～楕円形を呈し、15× 20cm、 15× 25clnの範囲で、厚さ3～ 5 clllを 測る。また、

炉の北西部床面においても焼土を検出した(焼土Nα 2)。 焼土は40× 60clllの範囲で、厚さは2～ 4 clnを

測る。粘土塊は住居址北西部の張り出し部基底面で検出した(米占土No l)。 粘土は黄白色を呈し、厚さ

3～ 5 cmを 測る。

住居内からの遺物は埋土中及び床面付近から出上し、弥生土器や石器のほかガラス小玉が大量にあ

る。土器は大半が破片であり、炉の南側付近や北半部の張り出し部付近に集中している。石器は炉の

周辺から石鏃が 2点、北東部張り出し部から砥石が 1点出土している。SB2出上のガラス小玉は埋

土中87点、周壁溝内 1点、貼床土内 1点で計89点 となり、完形品は82点である。
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遺 構 と遺 物

埋土出土品は、出土地点を特定しえるものは 6点 にかぎられ (第41図、第49・ 50図37～ 42)、 5点は

貼床土上面付近からの出上であり、残 りの 1点は住居址外からの出土品となる。また、43～ 90の48点

は小グリットの取 り上げ品で、91～ 117の 27点 は埋土からの出土品であるか、それ以上の詳細な地点は

判断できないものである。

ガラス小玉は出土地点の特定しうる54点 (37～ 90)を対象に、ガラス小玉の径 と色に注目して出土

状況を第49図 に掲載 した。径は、破片については復元により数値を求めている。ガラス小玉の出上状

況は住居址北西部の張 り出し部や炉周辺に多く分布する傾向がうかがえ、ガラス小玉廃棄の意図的行

為が考えられる。

黒色上(茶褐色土混入)〔埋土①〕
黒褐色土 〔埋土②〕
灰褐色土+黄色土  〔埋土③〕
黒褐色土(責色土混入)〔埋土④〕
焼土

0                    1m

(S=1:20)

第44図  SB2炉 沢」量 図
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釜ノロ遺跡 8次調査地

周壁溝出土 (■8)及び貼床土内出土 (■9)のガラス小玉は、詳細な出土地点は不明である。

また、貼床土内からは炉の西側ぜ石庖丁 1点 とガラス小玉 1点が出上している (詳細な出土地点は

不明)。 さらに、直径 1～ 2 cm大の球形の川原石が貼床及び炉内より2点出土している。

⑦

bぐ

¬
SD①

〇ロ
H2Si600m

ｇ
ゴSD③

|.黒色土と掲色上の混合土

:|

o              50crn

(S=1:20)

SD①～④測量図第45図  SB2
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遺 構 と遺 物

�)所見

まず、主柱穴は柱穴の形態や埋土から、建て替え前はSP① o②・③ o④・⑤の5本、建て替え後
はSP① o②・⑥・⑦ o③の5本 と考えた。このうちSP① o② o⑥・③は、貼床上上面で検出した
小ピットは柱痕で、基底面検出のピットは柱穴の掘り方であることが判明している。

つまり、構築時はSP① o② o③・④ o⑤の5本柱であったものが、建て替え後はSP① o②はそ
のままの位置で改めて柱穴を掘り直し柱をすえ、SP③～⑤は使用せず、新たにSP⑥・⑦ o③を主
柱穴として設置したのである。よって、改築は、一部の主柱穴と炉はそのままの位置で、貼床上によ

る床面改修をしたものと考えられる。

〇周壁溝 (建替後)

(S=1:60)

第46図  SB2建 て替え後測量図

2m
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釜ノロ遺跡8次調査地

v)SB2出 土遺物 (第47～ 50図、図版41・ 51)

構築当初の遺物はなく、遺物は貼床時 と廃絶時に伴 うものである。出土品には弥生土器や石器のほ

か、ガラス小玉が95点 ある。ガラス小玉のうち 6点 は炉内か ら出上 した ものである。出土地点には住

居址埋土中・炉・柱穴 と貼床土内がある。

甕形土器 (1～ 3) 2は主柱穴SP③、 3は SPOか ら出上した甕形土器である。 1は日縁端部
をやや拡張し、日縁端面に3条の沈線文を施す。頸部下に板状工具の木日による「ノ」字状文を施す。

2は日縁端面はナデにより面取りする。 3は「く」字状口縁で、頸部下端にヘラ状工具の押圧による

「ノ」字状を施す。胴部内面にケズリ調整を施す。

壷形土器 (4～ 12) 4～ 6は短頸壷の日縁部片である。 4は北東部の張り出し部、 5は東側から

出土したものである。 4は 日縁端部を上下方に拡張し、日縁端面に2条のイ先線文を施す。 5は 日縁端

面は強いヨヨナデにより凹み、 6は不明瞭な沈線文が 1条施される。 7・ 8は長頸 (直 日)壷の日縁

部片ぜある。 7は主柱穴SP④出土品。 8は 日縁端部をヨコナデし面取りする。 9は広日壷の日縁部

小片。10は複合日縁壺である。日縁部は折り曲げた後、上方に拡張する。日縁部外面に凹線文に類似

した沈線文を5条施す。11は肩部片である。上端にヘラ状工具による列点文とその下に櫛描波状文を

5条施す。12は弥生時代前期の胴部片である。ヘラ状工具による木葉文を施す。混入品。

鉢形土器 (13) 13は 鉢形土器の日縁部片である。日縁部下内面にケズノ調整を施す。

高斥形土器 (14～ 20) 14は北西部張り出し部の周壁溝内出上の高不形土器のlTh部である。日縁部

を折り曲げ、日縁端部を上方に拡張する。日縁端面に2条の沈線文を施す。jTh部下位内面にミガキ調整

を施す。15は主柱穴 SP④出上のjTh部小片である。外傾し、わずかに外反するものである。内外面とも
にミガキ調整を施す。16～ 20は高不形土器の脚部である。18は主柱穴SP④から出上したものである。
16・ 17は充填技法を看取した。19は脚端部を拡張し、脚端面に不明瞭な凹線文を2条施す。色調や胎

土が讃岐地方のものに類似することから、搬入品の可能性もある。20は大きく外反する脚裾部片であ

る。脚端面は「コ」字状に仕上げる。

底部 (21～ 26) 21～ 23は甕形土器、24～ 26は壷形土器の底部である。25は周壁溝から出上したも

のである。21・ 22は わずかにくびれる上げ底、23は平底となる。24・ 25は突出気味の平底である。

石鏃 (27・ 28)サヌカイト製の凹基無茎鏃である。
石庖丁 (29。 30) 29。 30は結晶片岩製の石庖丁ぜある。29は貼床土内出上したもので、背部をわ

ずかに面取りする。穿子しは2箇所に施ナヂ貫通七モ‐韓苧。30はわずかに穿孔が残るが不明瞭でる。

刃付は両刃ぜある。
し
       Tttυ

祗石 (31・ 32) 31は北東部の張 り出し部出土である。上端部は欠損する。扁平な石の両面を使用

している。32は手持ち使用の砥石である。砂岩製。

磨石 (33)重量37.22gで ある。
台石 (34) 34は主柱穴SP③出土ぜある。器表面が一部黒化している。

用途不明品 (35。 36) 35は片面、36は両面に研磨が施されている。両者共に器表面が一部黒化し

ている。
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第47図  SB2出 土遺物実測図 (1)
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遺 構 と遺 物

ガラス小玉 (37～ 119)埋土中出上のうち6点は細片であり図化せず、本稿ではこの 6点 を除 く83
点の実測図を掲載 した(第 50図 )。 83点のガラス小玉は、径の大きさで大きく3種類に分かれ、径 4 mm

以上が22点、径 3～ 4 mmが 45点、径 2～ 3 mmが 16点 となる。最大は径4.8mm(137)、 最小は径2,4mm(55)で

ある。また、北西の張 り出し部周辺では径 2～ 3 mmの小型品が多く分布する。         
´

色調は青色が55点、紺色が27点ぜ大多数を占め、 1点だけ緑色を呈するもの (117)がある。青色の
なかには、やや責緑がかったものが 3点あり (83・ 97・ 108)、 紺色ではやや薄紺色のものが 3点 (72・

86・ 90)、 やや濃紺色を呈するものが 4点 (81・ 99。 103・ 107)み られる。

長さは1.1～ 4.511unで、2～ 3 11Ml大が約 5割 を占めている。孔径は l llull前後、1.5Hull前後、 2 11ull前後の

3種類がある。重量は最 も軽いものが0.012g(74)、 最 も重いものが0.097g(59)と なる。
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釜ノロ遺跡 8次調査地

SB2炉 出土遺物 (第 51図、図版42・ 51)

炉内か らは弥生上器片や石器のほか、ガラス小玉が 6点出上 している。上器や石器はすべて炉内の

埋土①からの出上で、ガラス小玉は詳細な出土地点が不明である。

甕形土器 (120。 121)120・ 121は甕形土器の日縁部である。1201よ 日縁端部をやや拡張し、頸部下

に木日による「ノ」字状文を施す。胴部は内外面共に刷毛目調整を施す。121の 日縁端部はヨヨナデに

より面をなす。

壷形土器 (122・ 123。 126)122・ 123は壷形土器の日縁部片である。122は 日縁部を上方に拡張し、

日縁瑞面に 3条のイ先線文を施す。123の 日縁端面はナデにより凹みをもつ。126は平底である。

高邦形土器 (124・ 125) 両者共に脚端部は拡張し、脚端面はナデにより凹む。径 l cal大の円孔を

穿つ。内面はケズソ調整を施す。

石器 (127・ 128) 127・ 128は用途不明の石器ぜある。

0

|

①

68

◎
|

①

(息ど ,

O ③
l    クサ″′

T● |

①  Φ

(卜慰)'      X9/

◎

‐
①

３７

⑤

‐
①

５‐

③

‐
０
潮
　
③

ｌ

①
判

の

‐
Φ

５０

＠

‐

①

Ｍ

Ｏ

ｌ

ω

７８

∩

‐
①

９２

＠

‐
①

４９

◎

‐
⑭
、む

③

‐
①
単

○

‐
①
ｖ

Ｏ
‐
０
４８
⑥

‐
Ｄ
ｙ

◎
‐
⑬
Ｖ

ｏ
‐
σ
ｙ

◎

占

４７

⑥

迭

刈

◎

占

ν

？

Φ
話́

◎

‐
①

４６

③

‐

Φ
ｄ

③

‐

①
ν

◎

‐
Ｏ
〉
ヽ

ο

」

４５

⑨

‐
①

ｙ

③

‐

④

７３

③

迭

８７

⑥
‐
０
４４
　
０
‐
０
レ
③
ｌ
、」
途

②
卜
０
け

・⑨

‐
い

ｉ
ｔｉ４３

③
‐
∪
ν

⑤
‐
ο
▼

①

ふ

ご

〇

‐
①

４２

の

‐
σ
》

◎

１
０
ｙ

Ｏ

Ｉ
電

◎

占

４‐

⑥

迭

）

◎

‐
為

＠

ふ

Ｌが

②

‐

Ｑ

４０

０

‐

ω

５４

③

占

３９

③

と

５３

′
↑

‐
‐

Ｏ
ヤ
３８
‐‐
の
常

④

５２

⑤

‐、
ｏ
慰
　
Ｔ

‐
↑
備
＝

ο

‐
ｏ

ｇ

Ｏ

‐

胤

⑨

ｌ

ｏ

‐ｖ

④

‐
♭
ｙ

③

‐
ｏ
Ｍ

⑥

‐
０
つ
・

①

ｌ
④
９８

ひ

‐
覇

③

‐

①

〕

＠
‐
⑪
測

37～ |17:埋上
118:周 壁濤
I19:貼床土

◎ ⑨
l   l

①  ①
ぐJ!ブ イト|ll'

③  Θ ◎
|   |   |

Φ  ①  ④

104  105 (ド 胡 '

6③
Gl ↓

/

14‖移
3om

③
‐
り
ｙ

⑥

に，ａ
肘
　
ο
‐
ο
脚

＠

陣
∪
磁

◎

―
∂
マ

◎

ｌ
①

８０

０

１

①

９４

∩

―
∩
判
９３

(S=1:1)

第50図  SB2出 上ガラス小玉実測図
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ガラス小玉 (129～ 134) 炉内からは 6点のガラス小玉が出土している。径は2.1～ 4.lllullを測 り、

134がやや小型品である。色調は131のみ紺色であり、他はすべて青色を呈する。長さは約 2 11ull前後で

ある。孔径は最大のもので2.OIlull(129)を 測 り、他は1.0～ 1.241111である。重量は最 も軽いもので0.015

g(134)、 最 も重いものぞ0.042g(129)で ある。

最後にSB2出 上のガラス小玉89点 (炉内 6点 を含む)を一覧表にまとめた (表36・ 39)。
時期 :住居址埋土中や床面付近及び周壁溝内から出上した土製品は弥生時代後期前葉の特徴を示し

ている。溝 SD3(弥 生末)に切 られることや、出土遺物の特徴などから本住居の廃棄・埋没時期は
弥生時代後期前葉に比定する。

◎  ③ ◎  @
|   |   |   |

CD  C,  (p  O
131    132    133    134
0                 3om

(S=1:1)

第51図  SB2炉 出土遺物実測図
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釜ノロ遺跡 8次調査地

/

SB3(第 52～ 56・ 60・ 61図、図版27～ 31)

調査区中央やや南寄 り、C9～ E10区に位置する。住居址南西部は土坑 SK2(弥生末～古墳初頭)
に切 られ、北西部から南東部はSD3(弥生末～古墳初頭)及び 2本の試掘 トレンチに切 られる。 SB
3は 3回の改築がなされた住居址ぜあり、1回 日は床面を貼床により改修 し、2回 目は住居の規模を替

え、3回 目は貼床による床面の改修を行っている。なお、本住居は最終期に火災に道い、焼失している。

i)調査工程と検出遺構

ここでは発掘調査時の工程をふまえながら、検出遺構を説明する。

SB3は 第ⅥI層上面ぜ検出し、検出時の平面形態は隅丸方形を呈し、住居址南西部には長方形状の
張 り出しを確認した。まず、住居址の中央部に東西及び南北 トレンチを設定し、土層観察を行つた。

その結果、住居上面から埋土①黒掲色上、埋土②黒褐色土(灰黄色土混入)、 貼床土②黒褐色土と黄白

色上の混合上、貼床上①灰黄掲色土 (黒色土混入)の順に土層の堆積を確認した。

次に、住居址埋土と考えられる埋土①及び埋土②の掘り下げを行った。埋土②の掘り下げ時には炭

化材や炭化物、焼上が検出され、焼失住居ぜあることが判明した。また、埋土②からは土器、石器の

ほか、ガラス小玉が2点出上した。掘り下げ時にガラス小玉が出上したことから、出土後は、住居址

内をlm四方の小グノット (①～⑭区)に分け、埋土はすべて採取した (第 53図 )。 また、②区から径

2 cmの河原石が少量 (9点)出土した。

埋土②の掘り下げが完了すると、貼床土②及び周壁溝が検出された。貼床土②は床面ほぼ全域で検

出され、貼床土上面にて径10～ 25cm大の小ピットSP① o② o③・④を検出した (そ の後の調査で柱
痕であることが判明)。 このほか、住居址中央部に炉③とSPO、 南側の壁体沿いに上坑 SK⑤、北壁中

央部付近に径20～ 30cm大の礫を検出した(こ の礫の下面には、SP⑤が存在する)。 作業は検出遺構の

掘り下げにつづき、貼床土②の掘り下げを進め、貼床土②内からはガラス小玉が11点出上した (すべ

て採取した土壌内からの出上品)。

貼床土②を完掘すると、住居の基底面と、壁体の内側に貼床土①及び周壁溝が現れた。貼床上①上

面ぜはSP①～⑨と、住居址中央やや南寄りに炉②を検出し、ガラス小玉が2点出上した。また、貼床

土①内からは石庖丁や磨石のほか、ガラス小玉が■点出土している。

貼床土①を完掘すると、住居の基底面を検出した。基底面では住居址中央やや東寄りに炉①、南東

隅付近に上坑SK②、床面よりSP⑤ (径 25～ 35cm:柱穴掘り方)と ピット3基 (SP⑩～⑫)を検
出し、掘り下げを行つた。

以上が調査の工程である。本住居は調査の結果、3回の改築・改修がなされていたことが判明した。

〔建て替え前〕

I期 :SB3構築当初。基底面を床面とする。
H期 :床面の改修後。貼床①を床面とする。

〔建て替え後〕

III期 :規模を拡張した時期。床面はH期の床面と一部重複。

Ⅳ期 :床面の改修後。貼床②を床面とする。

以下、 I期からⅣ期に分けて報告を行うことにする。

なお、Ⅲ期の床面は一部が、Ⅱ期の床面と重複しているため、貼床上①上面で出土した遺物はIIな

いしⅢ期のものとなるが、報告ではこれ等の追物は便宜上Ⅱ期のものとした。
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遺 構 と遺 物

ii)SB3 1期 (構築当初 )
平面形態は不整の隅九方形を呈し、規模は北東―南西4.75m、 北西一南東4.60m、 床面積は21.9∬で

ある(第 54図 )。 壁体は住居の拡張に伴い遺存せず、周壁溝の検出に限られた。周壁溝はほぼ全周 し、

幅10～ 18cm、 深さ 5 cmである。

主柱穴はSP①～⑤の5本で構成されている。住居の主柱穴はSP①～④地点に存在した柱穴とS

P⑤の5本からなる。ただし、SP①～④の地点は拡張時に掘り直され、 I期の柱穴は焼失し、掘り
方の形状や規模は明確にはわからない。SP⑤は平面形態は楕円形を呈し、規模は長径32cm、 短径27cm、

深さ46cmを測る。掘り方埋土は灰黄褐色土(黄色土ブロック混入)である。柱痕は径14cm、 深さ66cm、

埋上は灰掲色土ぜある。

炉は住居址中央やや東寄りに位置する(炉①)。 平面形態は楕円形を呈し、規模は長径0.50m、 短径

0.32m、 深さ約 8 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、焼土と炭化物で埋まる。炉①上面には貼床上①が

覆っている。炉①からの遺物の出土はない。また、この炉には付帯施設としてSP⑩がある。SP⑩
は炉①の西隣にあり、平面形態は楕円形を呈し、長径28cm、 短径16om、 深さ約 6 cmを 測る。SP⑩か

らは遺物の出土はないが、焼上が少量検出された。

(S=1:50)

第53図  SB3区 割図
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釜ノロ遺跡 8次調査地
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4.灰黄褐色土(黄色上ブロック混入)0
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第54図  SB3建 て替え前測量図

痢

2m

↑

田

劇

円

聞

”

円

ｇＯＯ∽り「　工　　　　　　小！］

⑮

ユ毎のヒ高∬

コH25300m

第55図 SB3炉①測量図

1

(S=1:50)

-82-



遺 構 と遺 物

そのほか、床面では、土坑SK② と大小 7基のピット (SP⑥～⑫)を検出した。SK②は住居址
南東隅付近にあり、平面形態は長方形を呈する。規模は長さ1.9m、 幅0.6m、 深さ約 5 cmを浪1る。断面

形態は浅い皿状を呈し、基底面は壁体に向かって緩やかに傾斜する。SK②からの遺物の出土はなく、
SK②は貼床土①で埋まる。SK②は周壁溝に切られることからI期以前の遺構と考えられる。 

‐

SP⑥～③ oO・ ⑫は、埋上がすべて黒灰色上である。SPO・ ⑫は周壁溝に切られていることか
ら、 I期以前の遺構と考えられ、他の4基は住居に伴うものかは判断しえない。
また、SK②の基底面では土坑SK③を検出している。平面形態は定かではなく、長さ1.92m、 幅0.
2m、 深さ約10cmを測る。埋土は黒灰色土 (黒褐色土混入)であり、遺物の出土はない。SK③は周壁
溝より外側に続くことから、 I期以前の遺構と考える。

I期に伴う遺物の出土はない。

�)H期 (貼床①を床面とする)
H期は1期の床面と貼床により改修した時期である(第 54図 )。 主柱穴はI期 と同じ5本である。貼

床は灰責褐色土と黒色土の混合土からなり、厚さは3～ 5 cmで範囲は主柱穴SP⑤の柱部分と南東壁
付近を除き、ほぼ床面全域に施されている。これはSP⑥の柱が立ったままの状態で貼床がなされた
ことを示している。また、南西部の貼床上面において130× 90cmの範囲で炭化物を検出したが、この炭

は貼床全体に薄くみられた。

炉は住居址中央やや南寄りに位置する(炉②)。 平面形態は不整の円形を呈し、規模は長径0.88m、

短径0。 77m、 深さ約34cmを測る。基底面は二段構造ぜ、埋土は3層からなり、上位が灰掲色上と黒褐色

上の混合上 〔埋土①〕、中位が炭化物層 〔埋土②〕、下位が粘性の強い黒褐色土 〔埋土③〕である。埋

土上面には建て替え後の貼床土②が覆っている。なお、貼床上面で検出した炭化物層は埋土②に混入

していることから、炉②はH期に使用されていたものと判断した。

住居址北西隅ぜは土坑SK①を検出した。遺構の南半部は一部周壁溝と重複する。平面形態は長方
形を呈し、規模は長さ0,72m、 幅0.36m、 深さ約8calを測る。断面形態は浅い皿状を呈し、埋上は黒灰

色上である。SK①からの遺物の出土はなく、SK①上面は貼床土②が覆う。周壁溝と重複するが、
貼床土②が覆うことからII期以前の遺構と考えておく。

住居の埋土は黒色土 (褐色土混入)か らなる。

本期に伴う遺物は貼床土①及び炉②内から出土したものである。貼床上①内からは石器2点 とガラ

ス小玉11点、モモの核片5点が出上している。ガラス小玉は2点が貼床上①上面、 9点 は採取した土

壌内からの出上である。炉②からは弥生土器片が数点と、石器3点、ガラス小玉10点、モモの核片 3

点が出上している。石器は炉の埋土③から出土したものである。ガラス小玉は炉の埋土①上面付近で

3点が出上し、他の7点は採取した上壌から出上したものである。本稿ぜは出上したガラス小玉のう

ち8点 を掲載した (残 りの2点は細片のため未実測)。

貼床土①出土遺物 (135～ 147)(第 57・ 58図、図版42・ 51)

石庖丁 (135) 135は完形品で外湾刃半月形態をなす。穿子しは2箇所に両面から施き持孝づ貫通は

七者い。刃部の研ぎ出しは両面から行われている。結晶片岩製。           
し   71」

用途不明品 (136) 136は 出土地の特定できない石器である。用途は不明であるが、わずかに研磨

面を残す。
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2.

(S=1:3)

第57図  SB3貼床土①出土遺物実測図

ガラス小玉 (137～ 147) 137・ 138は貼床上①上面からの出土品である。他の 9点はグノット毎に

採取した上壌内からの出土品である。ガラス小玉の径の計浪1は破片については復元により数値を求め

ている。ガラス小玉は径より3種類に分かれ、径が 4111111以上のもの 4点 (137・ 140。 143・ 144)、 径 3

～ 4 11ullの もの 5点 (138。 139・ 141・ 142・ 145)、 径 3 11ull未満のもの 2点 (146・ 147)と なる。色調は

すべて青色であるが、146は薄青色となる。重量は最も重いものが0.051g(144)、 最も軽いものぜ0.011

g(146)で ある。

SB3炉②出上遺物 (148～ 161)(第 59図、図版42・ 51)

甕形土器 (148)148は甕形土器の日縁部片である。「く」字状日縁を呈し、日縁端部は丸みのある

「コ」字状を呈する。

⑬

釜ノロ遺跡 8次調査地
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第56図  SB3炉②測量図
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遺 構 と遺 物
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第58図  SB3貼 床土①ガラス小玉出土状況図及び実測図

支脚形土器 (149) 1491よ 支脚形土器の脚部片と思われる。脚端部は九く仕上げる。

ミニチュア土器 (150) 150は ミニチュア土器である。内外面共に爪跡を残す。

石庖丁 (151) 151は側部に再加工された痕肋があり破損 した石庖丁を作 り直したものと考えられ

る。結晶片岩製。

祗石 (152) 152の 平面形態は長方形を呈する。全面研磨され、使用の際の凹みが認められる。重

量は1.110kgである。

用途不明品 (153) 153は 用途は不明ぜあるが、中央部分に使用痕を残す。
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釜ノロ遺跡 8次調査地
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遺 構 と遺 物

ガラス小玉 (154～ 161) 154～ 156は 第56図 GNα l～ GNo3地点出土品であるが、

L島事言ユ:1れ!売IⅢ注:こ集亀称年置を:;盈義!亀繁盈
(:肇

打:そ彗ざ〕堅|
いものO.112g(158)、 最 も軽いもので0,017g(159)がある。

他の 5点 は採取

～ 4 mmの もの4点

る。重量は最 も重

�)Ⅲ期 (建て替え後)

Ⅲ期は、H期の北西隅及び南東部分を約40cm拡張した時期である(第 60図 )。 平面形態は比較的整っ

た隅丸方形を呈し、規模は北東―南西5.60m、 北西―南東5。 15m、 床面積28.8m2を 測る。床面積は I・

H期より約1,3倍大きくなる。埋土は上位の埋土①黒褐色土、下位の埋土②黒褐色土 (灰褐色土混入)か

らなる。壁体は鋭く立ち上がり、壁高は25cmを測る(貼床土②を合む)。 周壁溝はほぼ全周し、幅8～

22cm、 深さ3～ 7 cmを 測り、埋土は褐灰色土である。床面はH期の床面を利用し、拡張部分は第Ⅶ層
が床面となる。

主柱穴はSP①・② o③・④の4本 と考えられ、埋土はすべて暗黄掲色上である。H期 とほぼ同じ
位置にあるが、建て替え時には柱穴を掘り直し、新たに柱を据え替えたと推測される。SP①・②・

③ o④の柱穴掘り方は円～楕円形を呈し、規模は径20～ 50cal、 深さ30～ 55cmを測る。掘り方基底面は

第Ⅸ層AT火山灰層に及んでいる。柱穴間隔はSP①一②、③―④間が2.2m、 SP①一④、②―③間
が2.Omである。柱痕はすべての柱穴ぜ確認され、径12～ 16cm、 深さ65～ 75cmを測る。柱痕埋土は黒褐

色上である。いずれの柱穴にも柱材が残っており、遺存状況はSP①が最も良好で、遺存長61.5clnを
測る。なお、H期にあった主柱穴SP⑤は掘り方埋土がSP①～④とは異なることや、径20～ 30cm大
の扁平な石がSP⑤をふさぐ状況で検出されたことより、建て替え時にSP⑤は抜き取られ、埋めら
れたものと思われる。

炉は住居址ほぼ中央部に位置する(炉③)。平面形態は楕円形を呈し、規模は長径0.55m、短径0,43m、

深さ約15clnを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は粘性の強い黒褐色土ぜある。炉③からの遺物の出

土はない。なお、Ⅱ期の炉②は、本期の主柱穴SP③の掘り直しに際し一部が削平されていることか
ら、Ⅲ期には使用されていないものと判断される。

このほか、南壁中央にてピットSP⑭を検出した。平面形態は楕円形を呈し、規模は径33～ 46cm、

深さ約7cmを浪1る。埋土は貼床土②ぜ、遺物の出土はない。

Ⅲ期に伴う遺物の出土はない。

V)Ⅳ期 (最終使用期 )

Ⅳ期は規模には変化なく、床面を貼床②により改修したものである(第 60図 )。 主柱穴はⅢ期と同様

4本柱である。貼床土② (黒褐色土に黄白色土ブロック混入)は、主柱穴SP① o② o③ o④の柱痕
部分と炉③、および住居址中央部東寄りの地域を除き用いられ、厚さは3～ 5 cmと なる。炉はШ期に

引き続き炉③を使用している。

床面のうち貼床土②上面には、土坑1基 (SK⑤)と ピット2基 (SP⑬・〇)力Sあ る。SK⑤は
南壁中央付近にて検出し、遺構の南側は住居の周壁溝と重複する。平面形態は長方形プランを呈し、

規模は長さ0.76m、 幅0.35m、 深さ4 cmを測る。断面形態は浅い皿状を呈し、埋土は黒褐色上である。
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釜ノロ遺跡 8次調査地

● 土器

▲ 石

◎ ガラス小玉

● 柱材
H25500mB B′

轄 掲a■l哺彼 謝  珊 輔 餃  &黒 掲叡 SK⑤埋う       m
3 2に黄白色土ブロック混入〔貼床土②〕6 黒禍色上 (S=1:50)

第60図  SB3建 て替え後測量図

-88-



¬

H25300m

L黒髄 虫 判蜘     帥

(S=1:20)
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遺 構 と遺 物

SK⑤からの遺物の出土はない。
SP⑬は炉②を切る状況で検出された。平面形態は

楕円形を呈し、規模は長径52cm、 短径36cm、 深さ43cm

を測る。埋土は黒灰色土で、遺物の出土はない。SP
⑮は主柱穴SP④の付近で検出した径15cm大の小ピッ
トであり、埋土は黒灰色土である。SPOか らの遺物
の出土はない。

これら2つ のピットはⅣ期の住居に伴 う可能性はあ

るが、明確には半J断 しえない。

このほか、住居址南西隅には土坑SK④がある。平
面形態は長方形プランを呈し、遺構東側は周壁溝と重

複する。規模は長さ1.04m、 検出幅0.54m、 深さ18cmを

測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は住居址埋土

①に類似する黒掲色上である。

SK④からは埋上下位にて弥生時代後期前葉の甕形土器が1点 出土している。SK④検出状況や遺
構埋上、出土遺物からSB3に伴う遺構と考えられる。 ただし、時期はⅢ期かⅣ期か判断しがたい。
Ⅳ期の遺物は貼床土②内から、弥生土器片とガラス小玉が11点出上している。ガラス小玉はすべて

グノット別に採取した土壌内からの出土品で、埋土中や貼床土②上面及び周壁溝、土坑内からも弥生

土器や石器、ガラス小玉が出上し、貼床土②の採取した土壌内からはモモ核の破片が 6点出土してい

る。また、主柱穴内からは柱材が出上している。

ところぜ、SB3は IV期 に火災に道い焼失している。住居の中心部から壁体に向かつて放射状に炭
化材や焼土、炭化物が検出された (第67図 )。

貼床土②出土遺物 (第 62図 )

貼床土②からは弥生土器片やガラス小玉が出土たが、土器は細片のため図化しうるものはない。ガ

ラス小玉の径と色に注目して分布状況を図示した (第 62図 )。

ガラス小玉 (162～ 172) 162～ 172の 11点があり、170～ 172の 3点は出土グノットが不明なもので

ある。径が 4 mm以上のもの 1点 (167)、  3～ 4 mmの もの 7点 (163・ 164・ 166・ 168・ 169。 171・ 172)、

3411n未満のもの 3点 (162・ 165。 170)がある。色調は162と 168が薄紺色、他はすべて青色ぜある。た

だし、171はやや黄緑がかった青色 となる。重量は最 も重いものぜ0.056g(164)、 最 も軽いものぜ0.011

g(162)ぜ ある。

埋上 。周壁溝・土坑出上遺物 (第 63～66図、図版43・ 51)

埋土からは弥生土器、石器、ガラス小玉、モモ核が出上し、土器はほとんどが破片である。上器の中

には搬入品と思われるものも出上している。ガラス小玉は28点が出上し、出土地点が特定しえたもの

は2点で、他はすべて小グノット別に採取 した上壌内からの出土品である。ガラス小玉は19点 を掲載

した (残 りの 9点 は細片のため未実測)。 埋土からはこのほか、採取 した土壌内からモモ核の破片が 4

点出土している。周溝内からは石庖丁が 1点、土坑 SK④からは弥生土器が 1点出上している。
甕形土器 (173～ 177)173は 日縁端部を上下方に拡張し、日縁端面に3条の沈線文を施す。色調や

胎上が在地のものと異なることから、おそらく安芸地方からの搬入品と考えられる。174は 日縁瑞部を
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釜ノロ遺跡 8次調査地

ナデにより面取りする。175・ 177は SK④から出土したものである。175・ 176は日縁端部をわずかに

拡張し、177は先細 りする。

壷形土器 (178～ 181)178・ 179は広口壷の日縁部である。178は 日縁端部を上下方に拡張し、日縁

端面に 2条の沈線文を施す。179は周壁溝から出上したものぜ、日縁端部に沈線文 3条が施される。

180・ 181は短頸壷である。

高郭形土器 (182) 182は不部である。日縁部は大きく外反 し、日縁端面に沈線文を 1条施す。邪

部下位外面に丁寧なミガキ調整を施す。形態が在地にはみられないことから、搬入品の可能性 もある。
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B3貼床土②ガラス小玉出土状況図及び実測図第62図  S
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遺 構 と遺 物

器台形土器 (183) 183は 脚端部 Iよ上下方に拡張 し、脚端面に3条の凹線文を施す。内面には横方

向のケズノ調整を施す。

底部 (184～ 186) 184・ 185は甕形土器、1861ま壷形土器の底部である。184は わずかにくびれる上

げ底、185。 186は平底である。

支脚形土器 (187) 187は外面に指頭痕を顕著に残す。

上玉 (188) 188は 完形品。やや痛球形を呈 し、径0.6cm大の子しが貫通する。重量は9。 2gである。

石庖丁 (189。 190)189は周壁溝内出上の石庖丁である。形態は長方形を呈し、側部は使用により

磨滅 している。研磨は全面に施され、刃部の研 ぎ出しは両面から行われる。色調は暗赤褐色を呈し、

材質は結晶片岩ぜある。松山平野では、この石材による石庖丁の出土はあまり例がなく、愛媛県内で

看三言昌言言言三三三三言三昌昌三昌言昌昌言三;==こ
===三■=======「
二:三::J9

|'~~~~~~~「

il~~~~~~~~iィ

(10

～１
≫

‐ ８‐

，ノ

‘

＼

①

Ｑ

175。 177: SK④     0             1o            20cm
179:周 壁溝     卜¬

~下~下~‐引~~― ―――一―引
(S=1:4)

第63図  SB3出 土遺物実測図 (I)
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釜ノロ遺跡 8次調査地

は東予地方に多 く産出される石材であ り、瀬戸内海沿岸では徳島県にこの石材 を使用 した石庖丁が多

く出上 している。190は③区出上の石庖丁未製品ぜある。刃部の研ぎ出しは片面のみである。

石斧 (191) 191は 刃部は欠損する。結晶片岩製。重量は450gである。

磨石 (192) 192は 楕円形を呈 し、重量は140gを 測る。

祗石 (193) 193は 砂岩製の不定形状のもので、片面のみを使用する。重量は5,100gである。

用途不明品 (194)194は 石器ぜある。用途は不明であるが、わずかに研磨面を残す。

ガラス小玉 (195～ 213)195。 196は出土地点が明確である。202は出土地点不明なものぞある。他

の16点 はすべて小グノット別に採取 した上壌内からの出土品である。これらのガラス小玉は出上状況

と実測図を第66図 に掲載した。19点のガラス小玉は径により3種類に分類される。径が 4 11ull以上の も

の 4点 (195・ 196・ 205・ 209)、 径 3 11ull未満のもの 2点 (200・ 211)力 Sあ り、他の13点 はすべて径 3～

4 11ul大のものである。色調は紺色 と青色の 2種類があり、紺色には薄紺色 1点 (207)、濃紺色 1点 (212)

青色には透明感のある薄青色 1点 (200)、 黄緑がかった青色 1点 (203)と なる。重量は最 も重いもの

ぜ0.086g(205)、 最 も軽いものぞ0.009g(200)がある。

主柱穴出上の柱材 (214～ 217)(第 68・ 69図、図版44)

主柱穴 SP① o② o③・④内からは柱材が出上 してる。214は SP①出土の崖材ぜある。断面形態は

九みをもち、柱下半部から下端部にかけてケズノにより部分的に面取 りされている。上半部は腐蝕が

進んぜいるがわずかに樹皮を残す。現存長61.5cm、 現存最大径14。 lcmである。215は SP②出上の柱材

である。柱下端部は 3方向からケズノ出されている。下半部は自然面を残 し、一部樹皮や節を残す。

C,国

0          5         10Cm

(S‐ 1:3)
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リ

‐∩
）
〇

189:周 壁溝

第 64図  SB3 出土遺物実測図 (2)
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第65図  SB3出 土遺物実測図 (3)
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遺 構 と違 物

現存長45。 8cm、 現存最大径10。 3caだある。216はIS P③出上の柱材ぜめる。断面形態はやや痛平な橋円

形を呈する。柱上端部を除き、一部に樹皮が残る程度で、大半は樹皮がはげた状況である.。 下端部に

はケズリー痕を残す。現存長40,Oclll、 現存最大径■.6cmである。217は SP④出上の柱材である。断面形
態は丸みのある方形を呈する。柱上端部のみ一部樹皮が残るが、ほとんゼはケズノによう面取りされ

る。下半部には数力所に割れがみられる.。 現存長56.5cIIl、 現存最大径12,lclllである。樹種同定の結果、

SP①出上の柱材はサクラ属、SP②～④出主の柱材はいずれもヨナラ属オカガン亜属の本材である
ことが判明した。

◎ 焼土

鬱 炭化材

●媒化物
1黒褐色上
2黒撮色土(灰裾色上(際撮色上混入)
3黒褐色土+灰福色上(黄色土ブロツク滋代)〔貼床上②〕
4褐灰色土〔周壁溝埋上〕

0         1          2m

tS・呵:50)

第67図  SB3焼 上・炭化材・炭イヒ物検出状況図

試掘トレンチ
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釜ノロ遺跡8次調査地

�)SD3と 考えられる遺物 (218～ 223)

SB3か ら出土した遺物のうち明らかに時期が異なるものが数点ある。これらはSB3を切る溝 S
D3(弥 生末～古墳初頭)の遺物 と考えられるものである。

甕形土器 (218) 218は甕形土器の日縁部片である。日縁端部は九く仕上げられる。頸部下に刺突

文を施す。

壷形土器 (219・ 220)219は広日重の日縁部片である。日縁端部はわずかに上下方に拡張され、日

縁端面に3条の沈線文を施す。220は突出する平底の底部である。

鉢形土器 (221・ 222)221は台付鉢の脚部である。脚裾部は大きく外反し、端部は丸みをおびる。

高邦形土器 (223) 223は 高邪形土器の柱部である。器壁は厚い。

時期 :H期 とIV期の追物には大きな時期差は認められない。 SB3は おそらく短期間のうちに改築
が行われたものと推測される。 (わ えて出土遺物は概ね弥生時代後期前葉の特徴を示している。よっ

て、本住居址の廃棄 。埋没時期は弥生時代後期前葉 と考えられる。

― ―

―

214:SP①
215:SP②

第68図  SB3出 土柱材実測図 (1)

o         可0        20cln

(S=1:6)
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遺 構 と遺 物

第69図  SB3出 土柱材実測図 (2)

216:SP③
217:SP④

218

ヶラz==三===三
」

219

221

223

0               10              20cln

(S=1:4)

第70図  SD3と 思われる遺物実測図
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釜ノロ遺跡8次調査地

SBl(第 71図、図版32・ 33)

調査区北部、E2区に位置する。住居址の西側は試掘 トレンチに切 られ、中央部は近現代の造成に

より削平される。北半部は調査区外に続いている。壁体は削平され、柱穴 と周壁溝、土坑を検出した。

住居の平面形態は周壁溝の形状より円形を呈すると考えられる。

主柱穴はSP① o② o③・④の 4本を検出した。ただし、検出状況からすると北西部の調査区外に

1本が推定でき、主柱穴は計 5本 と考えられる。主柱穴の平面形態は円形を呈し、径22～ 25cm、 深さ

43～ 50cm、 柱穴間2.2～ 2.7mを測 り、柱穴埋土は茶掲色上である。柱痕はS P① o② o④で検出され、

径10～ 12cm、 深さ35～ 50cm、 柱痕埋土は黒褐色上である。

周壁溝は、南東部の検出に限られ、規模は幅15～ 30cm、 長さ596cm、 深さ4～ 8 cmを測る。断面形態

は「U」 字状を呈し、埋土は黒色土 (茶褐色土混入)ぜある。SP① o②の間では土坑 SK①を検出
した。平面形態は円形ぜ、規模は長径63cm、 短径60cm、 深さ 6 cmを測 り、埋土は黒色上である。 SK

①からの遺物の出土はない。

住居址の東根1に は不整形の落ち込みSK②を検出している。周壁溝に切 られ、規模は長軸2.80m、

短草由1.60m、 深さ 5 cmを 測る。埋土は黒褐色土 (茶褐色土混入)である。周壁溝に切 られているため

住居址に伴うものではないと考えている。

遺物は周壁溝から弥生土器の壷日縁部、住居址中央部の床面からは白色のガラス小玉 1点が出上し

ている。また、主柱穴SP①からは柱材 と礎板、SP②からは径16cmと 径25cmの根石が 2点柱穴基底

面付近から検出され、SP③ o④からは柱痕部分に木片が出上している。
出土遺物 (第 72図、図版44)

壷形土器 (224・ 225)224・ 225は周壁溝内出土品である。224は 長頸この日縁部片である。日縁端

部は丸く仕上げられ、ヘラ状工具により刻目が施される。225は 日縁部の小片である。器種は壺 とした。

日縁端部は九みをおびる。内外面に板状工具でのナデが看取される。

ガラス小玉 (226)226はガラス製小玉である。長さ3.Omm、 径4.8mm、 孔径 1.5mll、 重さ0.125gを測

る。色は白色ぜある。本調査で出上したガラス小玉で白色はこの 1点に限られる。

柱材 (227)227は 現存長193cm、 現存径160cmである。工具痕はみられない。樹種同定の結果、シ

ャシャンボ、ツツジ科 と判明した。

礎板 (228)228は 長さ18.Ocm、 幅10.4cm、 厚さ2.9cmである。木種はスダジク、ブナ科 と判明した。

時期 :出土遺物 と、柱穴・周溝の埋土より弥生時代後期に埋没 したと考えられる。

SB4(第 73・ 74図、図版34)

調査区の東部、A5～ B6区に位置する。壁体は削平され、住居の範囲は特定できないが、主崖穴
5本 と炉を検出したことより竪穴式住居址 と認定した。

主柱穴の平面形態は円形及び楕円形を呈し、径20～ 30cm、 深さ26～ 58cmを測る。柱穴間は1.95～ 2.

慨評
を測 り、ほぼ等間隔になる。掘 り方埋上は黒掲色土 (暗褐色土及び責色土ブロック混入)である。

柱痕はすべての柱穴で検出され、径10～ 15cm、 深さ30～ 50cmを 測る。柱痕埋土は黒褐色土である。

炉は住居址中央部の南寄 りに位置する。平面形態は円形を呈し、大小 2つ の穴からなる。規模は大

きい方が径35～ 40cm、深さ20～ 37cm、 小さい方は径25cm、 深さ15伽である。埋土は黒掲色土 (暗褐色土粒

混入)である。また、大きい方の炉からは径 14cm、 厚さ 5 cmの痛平な石が炉の壁体に沿って斜めに埋
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遺 構 と遺 物

◎sP④

・it力

^多
み

H  25′ 900m

○ 木

◎ ガラス小玉

I黒色土(茶褐色土混入)〔周壁溝埋土〕
2茶福色土
3黒褐色土
4黒禍色土(茶褐色土混入)〔 SK②埋土〕

0         1         2m

(S=1:50)

第71図  SBI測 量図

まった状態で出上した。さらに、この石の上面には焼土が一部覆つている。そのほか、焼上下面の埋

土中からは弥生土器の三日縁部が出土している。焼土は23× 28cmの範囲で、厚さ4～ 5 cmを検出した。

遺物は、SP①から弥生土器の三胴部、SP⑤から弥生土器の壷底部と礎板が出上している。
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釜ノロ遺跡 8次調査地
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第72図  SBI出 土遺物実測図

出土遺物 (第 75図、図版42)

230。 233は炉内、229。 231は SP⑤、232は SP③出土品である。

壷形土器 (229～ 231)229は 頸部片である。頸部に1条の断面三角形状の凸帯を貼付、ヘラ状工具

による斜格子目文の刻目が施される。230は広日壺の日縁部片である。日縁端部は粘上を貼り付けて、

上下に拡張されている。日縁端面に櫛描き波状文が施される。部分的に象1離 し、擬日縁が看取される。

231は厚みのある平底である。内外面はハケで調整されている。内面は日のつまっているものと、粗い

もの 2種類のハケ調整が看取される。

甕形土器 (232) 232は 日縁部から胴部にかけての残存である。折り曲げにより口縁部を形成する

もので日縁端部に刻日、胴部にヘラ描きによる洗線文 4条が施される。弥生時代前期の土器であり混

入品である。

石製品 (233)233は 台石である。側面に部分的に研磨痕がみられる。重量は1,950gぜ ある。

時期 :柱穴や炉から出土した重形土器が弥生時代後期後半の特徴を示している。よつて本住居址の

廃棄・埋没時期は弥生時代後期後半と考える。

(2)掘 立柱建物址 (掘立)

本調査で検出した掘立柱建物址は2棟である。いずれも第Ⅶ層上面での検出である。

掘立 1(第 76、 図版38)

調査区中央やや北、D3～ E4区に位置する。建物は6基の柱穴から構成されている。そのうちS
P⑩はSD3を切っている。建物は1間 ×2間の東西棟で、方位はN77°一Eである。規模は桁行長5.
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第73図  SB4測 量図

50m、 梁行長3.18mを 測 り、平面形態は長方形を呈する。各柱穴は円形及び楕円形を呈し、規模は径40

～60cm、 深さ15～ 20cmを 測 り、埋土は黒色土 (茶褐色土混入)である。柱痕はすべての柱穴ぜ検出さ
れ、径10～ 12cm、 深さ約10cmを測 り、柱痕埋土は黒色土である。

遺物は、SP⑨から底部片、SP⑩から高邪形土器の脚部片と石庖丁が出上した。いずれも埋土上
層からの出上である。

出土遺物 (第 77図、図版49)

234・ 237は SP⑩、235。 236は SP③出土品ぜある。
高邦形土器 (234)脚部片である。外面はハケで調整を行ったのちミガキがなされる。脚端部は九
みをおびた面をなす。

甕形土器 (235。 236)2351よ くびれの平底である。 (びれ部の突出部は貼り付けられている。外面

H26000m

I黒褐色上(暗褐色上及び黄色土ブロック混入 )
2黒褐色土
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1黒福色土
(暗褐色土粒含む)

○ 焼土

0上 器
▲ 石器

0              50cln

(S=1:20)

第74図  SB4炉 測量図

釜ノロ遺跡 8次調査地

に指頭痕が顕著に残る。236は器壁が厚い平底ぜある。

石製品 (237)石庖丁ぜある。両側面に浅い狭 りがあ

り、紐かけによる磨滅痕がみられる。扶 りはあまい。ほ

ぼ完形品である。                
‐

時期 :SP⑩が弥生時代後期末のSD3を切つている
ことから古墳時代以降の遺構 と考えられる。

掘立 2(第 78図 )

調査区西部、G4・ 5区に位置する。建物は 5基の柱

穴から構成されている。 1間 ×2間の南北棟で、規模は

桁行長4.08m、 梁行長2.32mを 測 り、方位はN-2° 30′―W
である。各柱穴は円形及び楕円形を呈し、規模は径24～

30cm、 深さ16～ 28cmを 測 り、埋土は灰褐色上である。柱痕

はすべての柱穴から検出され径10～ 15cm、 深さ10～ 25cm

を浪1り 、柱痕埋土は黒色上である。遺物はSP⑤から弥

5        10Cm

Ｅ
Ｏ
Ｏ
卜
の
出
三

生土器の細片が出上している。

時期 :遺物の出土は稀少であり、他の遺構 との切 り合いもなく時期は判断できない。

割 ＼
｀
＼
、

セ :|

悸≦誓
~T

232

0           1o           20Cm

(S=1:4)

229。 231i SP⑤
232: SP()

230,233: 炉

(S=1:3)

第75図  SB4出 土遺物実測図

(13)貯 蔵穴 (SK)
本調査で検出した貯蔵穴は2基である。第Ⅶ層上面での検出であつた。

SKl(第 79～ 81図、図版35)

調査区南部、C10区 に位置 し、SB3か ら東2.7mの地点にある。平面形態は円形で、規模は径78cm、

深さ56cmを 測 り、断面形態は「U」 字状を呈するが、基底面はわずかに起伏がある。なお、土坑に北

接し、径 7 cmの半円形小穴が検出された。埋土は 5層 に分層され、①層黒灰色土 (12cm)、 ②層黒色土

(責色土混入、23cm)、 ③層黒色土 (やや粘性強い、27cm)、 ④層黒色細砂 (l cm)、 ⑤層黒褐色土 (6 cm)

√
＼

本
＼，
ｒ
♪
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第77図 掘立 I出土遺物実測図

cm)である。

遺物は①～③・⑤層で出上し、④層からは遺物が出上してない。①層は弥生土器片が数点で②・⑤

層は完形品を含む大型破片が出上している。②層下部からは木片(W Nol、 幅 6 cm、 長さ30cm、 厚さ

認仁洗)P尼諺Ё揉¬騒「亀軍、縦蕩!辮冦愚
(毬

ポ梁響輔礁だ評扉亀
子が出上した。

③層上部から出上した完形の甕 (238)は 、日縁部が斜め上を向き土器そのものが押 しつぶされた状

況であつた。この甕の下には、241の壺 と239の甕が並んぜ出上している。欠損品は、意図的に割った

ものか、割れたものを転用したのかは判断ぜきなかった。なお、甕239と 壺241内 からはモモ核が出土

し、239に は完形1点、2411こ は完形33点、破片 9点がある。

また、③層の最下部では編み物が出上している。編み物は壁体付近にて2個体が重なる様に出上し

,′軒′t
/∫

´
/10

｀
エェ魁 

｀
逆

。ln 236       1

(S=1:4)

-103-



釜ノロ遺跡 8次調査地

SP③

H25700m
I灰褐色土
2黒色土

1      2m

第78図 掘立 2測量図 (S=1:80)

たが、上下の一部がつながつていたため、一個体であることを確認した。取 り上げは上部lAlと 下部lBl

に分けて行い、取 り上げ後に表面の精査をした。上部の個体には中央に把手と考えられる部分、下部

では縁材部分を確認 した。さらに、上部は下方向に湾曲、下部は上方向に湾曲してID・ り、編み物上部

は外面を上に、下部は内面を上にした状態で出土していたことがわかった。このほか、③層からはモ

モ核 (完形74点、半形15点、破片 8点 )、 ヒョウタン類の種子 (完形36点、破片■点)が出上し、特に

編み物の上部からは多数の出土をみた。

⑤層からは木製品(第 81・ 83図 )と 核 6点がした。木製品(245)は A面が上になり、前述の編み物の直下

にある。

このほか、SKlか らは埋土中及び土器内から、ヒョウタン類 とウノ類 (メ ロン種子、 1点)種子
が出土し、種実ではチ トメグサ属、カロツリグサ属が多く、241内 からはシロシクモ属の卵胞子も検出

されている。

出土遺物 (第 82・ 83図、図版45～ 47・ 50)

甕形土器 (238・ 239)238は甕形土器。完形品である胴部上位は何かに押されたような状況で凹ん

ぜおり底部はその形質で大きくゆがんでいる。日縁部はやや反 り気味にのびる。日縁端部はヨヨナデ

により少し下方に肥厚する。胴部上位に張 りをもつ。底部はやや小さい平底である。内外面にナデ後

ハケ調整が看取される。239は胴部から底部の残存ぜある小さい平底。内外面にハケロ調整が看取され

る。胴部最大径が胴上位にあり、小さい平底をもつ胴長の器形である。

壺形土器 (240～ 242)2401よ、頸部片ぜある。頸部は上方に向かつてのびるc貼付によるわずかな

段を有する。241は壺形土器である。日縁部を欠損する。胴部中位が張 り、底部は丸みをおびる平底で

ある。内面はケズツ後、ハケ調整が施される。242は壺形土器。肩部から上を欠損する。胴部中位が張

る。平底である。内外面はハケ調整が施される。

鉢形土器 (243) 243は鉢形土器の日縁部小片。口縁端部は丸みをおびる。日縁端部は先細 りであ

る。外面はハケ後 ミガキ調整が施される。

石製品 (244) サヌカイト製の凹基無茎式の石鏃である。重量は0。 957gで ある。

本製品 (245) 長さ46.7cm、 幅13.Ocm、 厚さ1.7cmを測る。形状は半楕円形を呈し、湾曲する部分
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遺 構 と 遺 物

J

J

I黒灰色上
2黒色土(黄色土混入 )
3黒色土(やや粘性強 )
4黒色細砂
5黒褐色上

①～④ :花粉分析試料番号

50cm

(S=1:20)

第79図  SKI測 量図

には突出する部分をもつ。直線部分は三角形状の切 り込みが見られる。A面には湾曲部に沿って2.0～

1.6cmの 幅で5mm程度の高まりをもつ。一部編み物の繊維が付着する。 B面 には直線部分にケズリ痕が

みられ、表面全体をハツリにより丁寧に整えている。樹種はヨナラ属、アカガシ亜属である。用途は

わからないが、樹種同定の結果から、農工具の再加工による転用品と考えられる。

編み物 (246A・ B)上 部A(図版46)は縁端が欠損するもので、長さ (緯方向)約 26cln、 幅 (経
方向)約 9 cllaを 測る。経方向に本質の棒状 (長 さ 7 cm)と 半円形の把手 (外径ぜ2.8cm)ヵ 編ゞみ物外面
に付 く。棒状・把手 とも縁 より約 1l clnの ところに付き、棒状のものは把手より縁側の部分で編み込

みされているかは不明である。それ以外は編み物本体には編み込まれておらず延長されるものと思わ

れる。把手は棒状のものを把手材で編み物本体 と固定させ、ねじりながら把手本体 としている。棒状

のものは、本体 と縁材や把手を固定するための補強材 と考えられる。下部B(図版47)は縁材が残る

もので、長さ24cm、 幅1lcHlを 測る。上下の総長は約50cmに なる。本質の縁材が編み物本体縁内面に付

く。縁材は板状で長さ13.5cm分、幅2.5cal、 厚さ0.3cmを 測る。編み方は縁から約1lcalま では経方向と

緯方向を編み込んだ後に、緯方向一本ずつを巻き込んで編み込んでいる。それ以外ぜは経方向2本 1

組を「 1本越え。1本潜り」、緯方向は1本を「 2本越え。2本潜り」で編み込んでいる。この縁材は

編み物本体と蔓状様のもので巻き込み固定される。確認ぜきる部分では約 8回巻き込みされており、

それから左 3 cmの所にも2回の巻き込みが認められる。
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釜ノロ遺跡 8次調査地
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黒灰色上

2黒色土(黄色土混入)
3黒色土(やや粘性強)
4黒色細砂
5黒褐色上
● 土器  途＼・∠＼:核同定試料番号
■ 木     □ :樹種同定試料番号
O核

50cm

第80図

葡

(S=1:20)
SKI遺 物出土状況図 (1)

H25500m

J

1 黒灰色土

2黒色土(黄色土混入 )
3黒色土(やや粘 1生強 )
4黒色細砂
5黒褐色上 ①～⑥ :種子同定試料番号
。 種子  △ ～△ :核同定試料番号
口 核

■ 木器

50cm

(S=1:20)

第81図  SKI遺 物出土状況図 (2)
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I出土遺物実測図 (I)第82図  SK
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釜ノロ遺跡 8次調査地

編み物の材質は、編み物本体は科学分析から植物珪酸体を残さない植物という結果が得られた。編

み物の種類は、箕の様なものではないかと考えている。

核・種子

モモ核は平均値ぞ長さ20.411ull、 幅17.OIlllll、 厚さ13.4111111、 色調は茶褐色～黒褐色ぜある。楕円形を呈

し、表面は比較的なめらかなものである。このうち、 1点のみ核の表面に小子とが多類あり、他の核と

は異なるタイプである。形態より中国原産とされる栽培植物であるという結果が得られた。SKl出
上のモモ核は、花粉分析過程において表皮毛が検出されなかったことから、果実ではなく核の状態で

堆積したものと考えられる。

⇒

o              H0              20cln

(S=1:4)

I出 土遺物実測図 (2)
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第83図  SK

―-108-



遺 構 と遺 物

貯蔵穴 (SKl)内 外の温・湿度測定 (第84図 )
貯蔵穴内から木・編み物の木製品が出上したことから貯蔵穴内外の温度。湿度に関係があると考え、

測定を行つた。測定は遺物が内部にある状態で行い。計浪I器を貯蔵穴内に設定し、ベニヤ板で蓋をし

た。さらに、その上には雨水が進入しない様にビニーノレシー トで覆いをした。外部の測定は雨が直接

かからない場所ぜ地表面から15cm上げた状態で計測器を設置した。

測定日時 :平成 8年 3月 6日 から平成 8年 3月 8日 9時15分 まぞ

天気 :3月 6日  晴、 3月 7日  雨、 3月 8日  晴
使用測定器 :⑭佐藤計量器製作所 ラトナ型電子式自記温湿度計 (MODEL R-704)
測定結果 :外気は温度・湿度 ともに変化がみられた。一方、貯蔵穴内は変化があまりなく、温度は

9℃ 前後、湿度は95%前後を保つていた。本測定資料は今後、貯蔵穴の温度・湿度 と木製品の関係を

研究する上での一資料 としたい。

時期 :出上した上器が弥生時代後期後葉 (弥生後期Ⅱ-2)の 特徴を示 している。よって、SKl
の時期 も弥生時代後期後葉と考えられる。

温度

    貯蔵穴内 温・湿度    上記録紙交換

訂

外気 温・湿度   [記 録紙交換

12:00

S K ,】盈・

18:00

湿度図第84図
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釜ノロ遺跡8次調査地

SK2(第 85～ 87図、図版36・ 37)

調査区南部、D～ E9区 に位置し、SB3を切る。平面形態は円形で、南東に半円形の小穴 (径 15
cm)力 検ゞ出された。規模は径91cHl、 深さ31cmを測 り、断面形態は逆台形状を呈し、底面はやや凸凹が

ある。埋土は3層に分層でき、①層黒灰色土 (赤掲色土粒混入)は厚さ20cln、 ②層黒色上 (粘性強い)

は厚さ 5 cm、 ③層黒色粘土 (褐色土粒混入)は厚さ 2 cmである。③層は基底部付近の壁体で、少量が

検出されたにすぎなtヽ。

遺物には土器。木片・種子がある。完形の甕 (253)は ①層下部の南東部壁体沿いで出土し押しつぶされ

た状況であった。また、①層下部では北東部と北西部に上器片が散在し、モモ核 1点 (No l)と 木片数点

も出上した。②層からは、土器片と石器1点、モモ核No 2～ 6(完形 1、 半形 3、 破片 2)、 本片及び

植物遺体が出上している。モモ核は南東部で出上し、本片は中央から北東部、植物遺体は北西部の基

最下部にあった。③層からは底面付近部から木片が1点出上している。

出土遺物 (第88図、図版48)

萎形土器 (247～ 253)247～ 253は甕形土器である。253は復元完形品である。球形の胴部に丸みの

ある底部をもつものぜある。これらの甕形土器は日縁部はすべて外反し、端部は丸く仕上げるもの

(247・ 251・ 253)、 面をもつもの (248・ 250)力Sあ る。249・ 251を除き、他はいずれも器壁が薄く仕

上げられている。247・ 253の外面には細かなタタキ調整、247・ 251・ 253は ケズノ調整を施す。内面は

すべて明瞭な稜をもつ。

壺形土器 (254～ 258)254は 直日日縁壺である。日縁部は外上方にのび日縁端部は強いヨヨナデに

より平坦面をなす。内外面ともハケメ調整が施される。255は広日重である。やや反り気味に外反する

ド

ヒ ゴ

L
H25400m

I 黒灰色土(赤褐色土粒混入)
2黒色土(*�l生強)
3黒色粘土(褐色土粒混入)
①・② :花粉分析試料番号

第85図  SK2測 量図
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遺 構 と遺 物

ド

L

第86図  SK2遺 物出土状況図 (1)

0              50oln

(S=1:20)

I 黒灰色土(赤褐色土粒混入 )

2黒色土(粘性強 )
3黒色粘上(褐色上粒混入 )
o上 器
● 木
0液
盆 :ゝ核同定試料番号

□□ :樹種同定試料番号

黒灰色土(赤褐色上粒混入 )

黒色土(粘1生強 )

黒色粘上(褐色土粒混入 )

土器  ○ 植物遺体
。 核

△ ～△ :核同定試料番号

□～□:樹種同定試料番号

①

工

中
い
委
υ
Ｏ
ヨ

H 25400m

ド

ヒ

L

第87図  SK2遺 物出土状況図 (2)

0              50om

(S=1120)

①

工

や
り
誉
υ
０
３

１

２

３

●

▲ 石

木
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254

267

Cm

(S=1:3)

第88図

釜ノロ遺跡 8次調査地

＼`驚磯逆とプを66

0建基≧⊆墓墓華垂基 0
268

6

o               10               20cln

(S=1:4)

SK2出 土遺物実測図
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遺 構 と遺 物

日縁部をもつ。日縁端部は、先細 りで丸く仕上げている。頸部の内面に明瞭な稜をもつ。256・ 257は

複合日縁重である。256は 日縁拡張部は外上方にのびる。257は大きく内傾 してのび、日縁端部は平坦

面をなす。外面に櫛描き波状文が 5条施される。258は肩部片である。ゆるやかに湾曲する。貝殻文が

8条施される。

鉢杉土器 (259。 260)259は外上方に短 くのびる日縁部をもつ。日縁端部は九く仕上げている。小
型品である。260は大型品である。

高不形土器 (261～ 264) 261は外反する日縁部をもつ。日縁端部は九 く仕上げられる。262は ITh部

下位に丸みを9D・ びた段をもつ。内外面にミガキ調整を施す。263・ 264は脚部である。263は器壁が厚 く

接合法は差 し込み技法ぜある。264は器壁が薄 く、径 8 11ull大 の円孔を穿つ。265・ 266は主の底部である。

265は小さい平底。266は丸底で外面にハケメ調整を施す。

石製品(267)267は 敲石である。器面の中央を機能面 として利用しており、わずかに凹んでいる。

重量は590gで ある。

cm奮藝黒督〔::icmぢ弼線F禁冤録二ぢ:f稗冤写層縮 #ゞ善尋奮冨モ穆挽ぽぴ要30≦蓄 iこ写李昂|!誓

取 りされる痕跡がみられる。

時期 :復元完形の甕形土器や、複合口縁壺、高邪形土器の形態が弥生時代末～古墳時代初頭の特徴

を示している。よって、 SK2は 弥生時代末～古墳時代初頭に時期比定される。

(4)溝 (SD)
本調査で検出した溝は7条である。SDlは第Ⅵa層上面、他の6条は第Ⅶ層上面で検出した。溝
の断面図のポイント (A一 Aア、B― Bア・・―・I_I′ )は、第40図遺構配置図に位置を記している。

1)弥生時代
弥生時代の溝はSD2・ 3・ 4・ 7の 4条である。

SD7(第 89図、図版38)

調査区南部、A13～ F■区に位置し、溝 SD3に切 られている。溝の西端は調査区外に続き、東端
は近 。現代の水田に切 られ消失している。南東から北西に向けて流れ、比高差10cmを測 り、溝底は比

較的平坦である。規模は検出長18.8m、 上場幅58～ 85cm、 深さ9～ 26cmを 測る。断面形態はレンズ状を

呈し、埋土は 2層 に分層され、上層は黒色土、下層は黒色土 (白色砂粒混入)である。遺物は上層か

ら弥生土器 と石器が出上した。

出土遺物 (第89図、図版50)

壷形土器 (269・ 270)269・ 270は壺形土器の底部である。雲つは内外面にミガキ調整がみられる。
,7じ

両者 とも厚い平底である。

甕形土器 (271) 271は甕形土器の日縁部小片である。日縁部は短 く

線文 1条を施す。

石製品 (272・ 273) 272は用途不明品である。273は伐採斧である。

時期 :土器の特徴 とSD3(弥 生時代後期葉～末)に切 られているこ
時代後期後葉 と考えておく。

のび外反する。日縁瑞部に沈

刃部が大きく欠損する。

とから、 SD7の 時期は弥生
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0              50clll
i黒色土
21に 白色砂粒含む   (S=1:20)

＼』 =筑
＼ 五

∇い
 271

Cm

(S=1:3)

o              10              20orl

(S=1:4)

第89図  SD7断 面図及び出土遺物実測図
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遺 構 と遺 物

SD3(第 90図、図版39・ 40)

調査区中央部、D2～ 13区 に位置する。 SB2・ SB3。 SD7を 切 り、SDlに切 られる。溝南
端は調査区外に続き、北端は消失する。北から南に向けて流れる溝で、比高差14clllを 測 り、溝底は凹

凸がみられる。規模は検出長44.5m、 上場幅30～ 48clla、 深さ3～ 18clnを 測る。断面形態はレンズ状を呈

し、埋土は上下 2層 に分層され、上層は黒灰色上、下層は黒灰色土 (暗褐色土微粒砂含む)ぜある。

下層は砂を合んでおり、本が流れていたと考えられる。遺物は上層から弥生土器 とガラス小玉 2点が

出上し、弥生土器はD7～ 8区に集中してみられ、ガラス小玉はSB3と 重複する部分からの出上であ
る。下層からはSDlと 交差 している地点から破鏡が出土している (第 93図 )。

H25700m

D D′

黒灰色土

Iに暗褐色土微粒砂含む

第90図  SD3断 面図

出上遺物 (第91～ 93図、図版49・ 50)

甕形土器 (274～ 280) 274～ 276は外反する日縁部をもつ。日縁端部は274・ 275が九 く仕上げら

れており、276は平坦面をなす。278は短 くのびて外反する日縁部をもつ。日縁端部は丸く仕上げてい

る。277・ 279は大型品ぜある。279は球形の胴部にL9る やかに外反する日縁部をもつ。日縁端部はやや

凹む。日縁部外面にタテ、内面はヨヨ方向のヘラミガキ調整を残す。胴部は外面はハケメ、内面は一

部ミガキ痕を残す。279は 内外面にミガキ痕が看取される。280は 日縁端部が欠損する。頸部の内外面

に明瞭な稜をもつ。

壷形土器 (281～ 289) 281か ら283は複合日縁壺である。281・ 282は 日縁拡張部が内傾 し、端部は

面をもつ。283は 日縁接合部がたが状にのびる。284は 直日壺、285は広日壼である。284は ゆるやかに

外反する日縁部をもつ。日縁端部は強いヨヨナデにより下方にやや拡張される。285は やや外上方に外

反する日縁部をもつものである。286・ 287は 日縁端部に3条の沈線文が施される。288は大型品である。

外上方にのびる日縁部をもち、頸部に断面三角形状の貼 り付け凸帯をもつ。289は無頸壷の日縁部で径

6 11ull大の円孔を穿つ。

高不形土器 (290～ 298)290か ら294は不部片ぜある。不部下位に稜をもつ。293は 日縁部が直立す

る。294は 日縁部が外方に短 くのびる。日縁端部に2条の沈線文をもつ。295か ら298は脚部である。い

ずれも円孔を穿つ。

鉢形土器 (299。 300) 299。 300は台付鉢の脚部 と考えられる。299は外面にミガキ調整を施す。

支脚形土器 (301) 301は支脚形土器の脚部片である。脚端部は丸みのある面をもつ。

器台形土器 (302・ 303) 302は 日縁端部がヨヨナデによりやや上方に肥厚する。303は 日縁端部に

2条の沈線文が施されている。

B  B′ c C′               H25600m
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第91図  SD3出 土遺物実測図 (I)
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遺 構 と遺 物

底部 (304～ 311)304～ 306は甕形土器、308～ 311は壷形土器、307は台付鉢の底部ぜある。304・ 306

は小さい平底である。305・ 308・ 3091ま わずかにくびれる平底ぜある。

土玉 (312)312は 土玉である。断面形態は球形でナデにより面をもつ。径 1.8clll、 重量24.2gを測
る。

石製品 (313～ 315) 313はサヌカイト製の凹基無茎式の石鏃である。3141ま用途不明である。完存

品。315は用途不明品である。遺存状況 4/5である。
ガラス小玉 (316・ 317)316は長さ2.OIlull、 径2.8111111、 子し径1.Ollull、 重さ0.015gを測る。 色調は青色
である。317は完形品で長さ2.Ollull、 径3.Ollull、 孔径1.2111111、 重さ0.022gを測る。色調は青色である。

― ⑫

‐〇
‐ｏ

＼ν
-0-
312

仁下百~「下4上_____埼
Cln

(S=1:4)

△‖血
-    313

∩

|

の 316

0 0       5       10Cm

(S=1:3)

SD3出 土遺物実測図 (2)

◎

|

0317
3om

(S=1:1)

第92図
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金属製品 (318)飼鏡の外縁部片ぞある。長さ6.5cIIl、 幅1.55clll、 厚さ0.255cmぜ外区には斜行櫛歯
紋帯がみられる。復元径8.7cln。

時期 :出上した上器には多少の時期差が認められるが、SD7(弥 生後期後葉)を切ることから弥
生時代後期末～古墳時代初頭の遺構 と考える。

(S=1:刊 )

第 93図 SD3出 土遺物実測図 (3)

SD2(第 94図 )
調査区東部、A～ B6区に位置し、倒木痕を切る。溝底は平坦であるが、南西部が北東部よりやや
高い。規模は検出長4.lm、 上場幅30～ 56cln、 深さ6～ 18clnを 測る。断面形態は「U」 字状を呈し、埋土

は黒灰色土ぜある。遺物は埋土中から弥生土器の壷底部と胴部片が出上している。
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:物 (第 94図、図版49)

と器 (319・ 320)3191ま平底の底部。320は胴部片である。320の外面

ぐ生前期。

遺物の出土は稀少ぜある。 SD3、 SB2、 SB3の 埋土 と類似 し
)遺構 と考えられる。

E′                           H25600m

Ⅷ■19ニ
I黒灰色土     

鰤            帥

(S=1:20)                                (S=1:4)

第94図  SD2断 面図及び出土遺物実測図
SD4(第 95図)                         F F′          H25700m
調査区中央部、D～ E3区 に位置する。溝底は平坦 となり、
規模は検出長3.6m、上場幅30～ 50cln、 深さ 3～ 6 cmを測る。

断面形態はレンズ状を呈 し、埋土は黒灰色上である。遺物   1黒灰色上  性す__ぞ室生撃
m

の出土はない。                              (s=1:20)
時期 :出土遺物がなく時期判断は困難である。あえて時      第95図  SD4断 面図

期を求めるならば、埋上がSD3と 類似することから、弥生時代後期末～古墳時代初頭以降の遺構 と
考える。

2)中 世
SDl(第 96図 )
調査区中央部、A～ F7区に位置し、SB2と SD3を切る。東から西に向けて流れ、溝の両端は
調査区外に続 く。規模は検出長17.lm、 上場幅40～ 90cm、 深さ2～ 8clla、 溝底の比高差は10cmを測る。断

面形態はレンズ状を呈し、埋上は 2層で、上層が灰褐色上、下層が灰褐色土 (砂混入)である。遺物
は下層から弥生上器、土師器、石庖丁が出上している。

出土遺物 (第 96図、図版50)

邦 (321) 底部を欠損する。体部はやや内湾気味に立ち上がり日縁端部は九く仕上げている。

鉢形土器 (322) 大きく外反する日縁部をもつ。日縁端部は九く仕上げる。

高不形土器 (323) 脚端面に凹線文が 1条施される。

石製品 (324。 325) 324は石庖丁である。外湾刃半月形態ぜ飼はあまい。325は石底石である。片面

を機能面 とし部分的に凸凹がみられる。重量は960gぜ ある。

時期 :322は 弥生時代後期末の特徴をもつ土器ぜあるが、SB2・ SB3と 切 り合い関係にあること
から混入品 と考えられる。邪が13世紀後半の特徴を示すことから、SDlは 13世紀後半の遺構 と考え
る。

3)時期不明
SD5(第 97図 )
調査区西部、F4～ 5区に位置する。規模は検出長80cm、 上場幅12～ 16cm、 深さ3～ 10cmを測る。
断面形態は「U」 字状を呈し、埋上は茶褐色土である。遺物の出土はない。

時期 :遺物の出上がなく、切り合い関係もないことから、溝の時期は判断できない。
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釜ノロ遺跡 8次調査地

H25700m

灰褐色土

1に砂混入

0             50cm

(S=1,20)

く三三::三三三三三三三三士______!:と さ
ミ
ミフ
323

orn

(S=1:4)

10cm

第96図  SD

SD6(第 97図 )
調査区西部、G5。 6に位置する。

溝底は平坦になり、北東部が南西部よ

り高く、比高差は 5 clnを 測る。平面形

態は不定形で、規模は検出長4.9m、 上

場幅10～ 28cm、 深さ 3～■cIIを測る。

断面形態はレンズ状を呈し、埋土は茶褐色上である。検出位置が近いことや、埋土が同じであること

から、SD5と 同一の溝 と考えられる。遺物の出土はない。
時期 :遺物の出上がなく、時期は判断ぜきない。

(5)そ の他の遺構 と遺物
1)ピ ット (SP)
本調査において検出したピットは32基ぞ、すべてが第Ⅷ層上面で検出した。

平面形態は円形23基、楕円形9基で、埋上の違いにより4つ に分類され、黒褐色±18基、暗掲色上7基、黒

色±2基、黒灰色±5基 となる。遺物は埋土中より弥生土器の細片や石器が出上した。

S P19は調査区西北端Gl区 に位置する。平面形態は円形で、規模は径25× 23cm、 深さ17.5cmを 測る。

(S=1:3)

I断面図及び出土遺物実測図

H25500m

I 茶褐色上

SD5               0         SD6   50cm

(S=1:20)

第97図  SD5・ 6断面図
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埋土は暗褐色土ぜ、遺物は埋土上面より石製品が出上している。326は器種不明品である。重量は226

gぜある。

2)倒木痕 1

本調査ぜは倒木痕を 1基検出した。

調査区東、B6区に位置し、SD2に切 られる。平面形態は楕円形で、規模は長径2.6m、 短径2.Om、
深さ1.Omを 測る。平面形態を確認 した後、長軸方向に半裁すると、下部にあるAT火山灰の2次堆積層
が東側に直立する状況で検出されたことから、北西方向に倒壊 したものと判断される。

時期 :SD2に 切 られており、弥生時代後期以前のものぜある。

3)水田址 (第98図、図版50)
調査区南東部、B10～ C13区 に位置し、SD7を切る。水田址の東 と西は調査区外に続 く。規模は
南北10m、 東西 6mを浪1る 。第V層の掘 り下げ後、第Ⅶ層上面で人の足肋を検出した。足跡は39個あ
り、長さ22～ 30cm、 幅 7～ 12cm、 深さ 7～ 12cmを測る。埋上は第V層黒灰色上である。遺物は石製品
2点が出土している。327・ 328は用途不明品ぜあり、一部研磨面が看取される。重量は327が50g、 328

が1.035kgである。

時期 :明確な時期判断はしかねるが、東壁の土層観察により、第Ⅲ層 (古墳時代～中世)堆積時よ
り古 く、弥生時代後期後葉よりは新 しい時期の遺構 と考えられる。

326 : S P19
327・ 328:水田址

Cm

(S=1:3)

第98図  ビット・水田llL出土遺物実測図

一

―　　　　　　　　　　　　　　　―〔

一

一

-121-



釜ノロ遺跡 8次調査地

4)第Ⅲ層出土遺物 (第99図、図版49)

329。 330・ 332は須恵器ぜある。329は ITh身片でたちあがりは欠損する。断面三角形状の受部をもつ。

330は短頸壷の日縁部片ぜある。直立 して短 くのびる日縁部をもつ。日縁端部は丸 く仕上げられる。332

は器台の柱部ぞある。刻み目と列点文、刺突文が施される。333～ 337は土師器である。333は 1同部片

でタタキ痕が頭著に残る。334は皿である。日縁部は内湾 し立ち上がる。日縁端部は九く仕上げられる。

335～ 337は三脚土釜である。335は ジバ部である。やや長 (横方向にのびる。336・ 337は脚部である。

336は直線ぎみにのび、337は湾曲しながらのびる。338～ 345は弥生土器である。338は甕形土器の日縁

部である。短 く外反 しのびる日縁部をもつ。339は器台形土器の日縁部である。円形浮文 と櫛描きの山

形文を施す。340は壷形土器の日縁部片。日縁端面に2条の沈線文が施される。341～ 342は高不形土器

である。341は邪部である。lTh部下位に段を有する。342は脚部である。短 峰ヽ柱部ぜ接合法は充填技法

である。343・ 344は甕の底部である。両者 とも厚い平底ぜ343はやや丸みをおびる。345は鉢の底部で

突出する平底ぜある。

‐
‐

日

Ｈ

Ｈ

，
‐

× 0         5        10Cm

(S=1:3)

ハ
日
口
９
３３７

334 塩

琢
‐｀

｀

＼

＼

＼
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奔
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ぃブ
３２９
T夢霞
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/戸

「

く、
r/

330

主《
~∞磨 覇

３

(S=1:4)

第99図 第Ⅲ層出土遺物実測図
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5)そ の他の出土遺物 (第 100図 、図版50)
346～ 350。 352は近代坑、351は試掘 トレンチからの出土品である。

346は須恵器の邦蓋である。断面三角形のシャープな稜をもつ。347～ 350は弥生土器。347・ 348は甕

の底部である。両者 とも平底である。347は小さい平底ぜ、348は ややくびれる上げ底である。349は主

の底部で平底である。350は高不の邦部で裾端部に凹線文 2条が施される。

石製品 (351・ 352) 351はサヌカイト製の石錐ぜある。頭部の一部 と先端部を欠 (。 352は敲石であ

る。片面を機能面 として使用している。

宴 ヽ

３４

＼♂ 幽Γ巡ノ
347             348                  349

帥

(S=1:4)

346～ 350・ 352:カクラン
351:試掘 トレンチ

ｌ①
Ｏ
　
Ｏ

0       5       10Cm
|

(S=1:3)

第 100図 その他の出土遺物実測図

4。 小 結

本調査ではAT火山灰と弥生時代、古墳時代、中世の遺構と遺物を検出した。
(1)層 位
本調査では、深掘り調査によりAT火山灰の 1・ 2次堆積層を検出した。 2次堆積は第Ⅸa層、 1
次堆積は第Ⅸb①層、第Ⅸb②層になる。

AT火山灰は松山平野では数力所で検出され、調査地の北東600mに位置する束本追跡 4次調査地
では、1次堆積層と2次堆積層を630mの長さで検出している。束本遺跡 4次調査地と本調査のAT火
山灰を比べると、2次堆積第Ⅸ a層 は束本遺跡第Ⅵ層風、1次堆積第Ⅸb①層は束本遺跡第Ⅵ①層、1

次堆積第Ⅸb②層は束本遺跡第Ⅵ②層に対応し、束本遺跡と同じ堆積状況であることが分かる。これは

当地が桑原地区、構味遺跡、檸味四反地遺跡、東本遺跡 4次調査地が立地する微高地の縁辺部にあた

り、AT火山灰の 1・ 2次堆積層が広い範囲に分布することを示している。
次に調査区内の地形形成であるが、AT火山灰以下の第X層 と第�層は現在の地形と同じく、北か
ら南に向かって緩傾斜している。これは当地がすでにAT火山灰堆積以前の22,000年前に現在と同じ
地形になつていたことが明らかになった。

また、調査区北西部にはAT火山灰を切る流路があり、砂層が87～■Ocm堆積している。AT火山灰
が部分的な検出であるのは、この流路が要因である。流路はAT火山灰を切り、弥生時代後期まぜの
堆積層 (第Ⅶ層)力S両端部を覆うことから、22,000年以後で弥生時代後期以前の時期となる。

-123-



釜ノロ遺跡 8次調査地

(2)弥 生時代
弥生時代の遺構は、竪穴式住居址 4棟 (SBl～ 4)、 貯蔵穴 1基 (SKl)、 溝 3条 (SD2・ 3・

7)である。
1)竪穴式住居址

竪穴式住居址には注目する点が 3点ある。 1つ には住居の改築、 2つ には柱材の検出、 3つ には多

量のガラス小玉の出上である。

①改築

改築はSB2と SB3で行われている。この 2棟は弥生時代後期前葉の住居址である。SB2は円
形住居で、長方形の張り出し部を付設し、花弁型住居に類似するものである。SB2の主柱は5本柱
で、北側 と東側の柱は移動せず、南狽1と 西側の 3本を西方に移動させ住居を改築したと考えられる。

また、SB3は、改築以前は5本柱で、西側に改築を行つた際、 4基は同じ柱穴を使用するが、北側
の 1基は石で蓋をし使用していない。これは竪穴住居の拡張に関する主柱穴の利用法を示めしたもの

である。さらに、SB2・ 3は ともに貼り床による改修を行っており、改築 。改修が繰り返されたこ

とを示す資料になる。よって、SB2・ 3は竪穴式住居の改築や改修の典型例といえる。

②柱材

竪穴式住居址 4棟 (SBl～ 4)の主柱穴からは柱材 6点、礎板 2点が良好な状態で出上した。柱

材と礎板はすべて火山灰層に包含されて、SBl・ 2か ら柱材 1点 と礎板 1点、SB4か ら柱材 1点、
SB3か ら柱材 4点が出上している。 ところで、このように主柱穴から保存状態が良い柱材が出上し
た例は周辺にいくつかあり、釜ノロ遺跡 1次調査地SB2の 4点、釜ノ回遺跡 2次調査地SB3の 4

点、釜ノロ遺跡 7次調査地SBl・ SB2の 6点があげられる。このうち釜ノロ遺跡 7次調査地の柱

材は釜ノロ遺脚 8次調査地と同じく火山灰に包合されていた (なお、 1・ 2次調査については詳細が

不明である。)

釜ノロ遺跡検出の柱材が良好な遺存ぜあるのは、柱材が火山灰で覆われていることと、湿地性の上

地であることが考えられ、興味深い現象といえる。

③ガラス小玉

竪穴式住居址の 3棟 (SBl～ 3)と 溝SD3か らは158点のガラス小玉が出上した。遺構別の点数
は、SB2が最も多く95点、それに続くのがSB3の 60点、以下SBlが 1点、SD3が 2点ぞある。
色調は、青と紺の 2種類があり、出土量は青色が多く、紺色は少ない。さらに、紺色は濃紺・薄紺に

分けられ、青色には薄青色と黄緑がかった青色がみられる。なお、SBl出上のガラス小玉は白色で、
稀少例といえる。

出土地点には、炉内、埋土及び貼床からのものがある。炉内出上にはSB2の 6点、SB3の 10点
があり、釜ノロ遺跡 2次調査SB3、 同 7次調査SBl～ 3に も出土事例がみられる。
さて、松山平野の弥生時代竪穴式住居址からのガラス小玉出土例は、釜ノロ遺跡 1次調査SBl、

同 2次調査 SB3、 同 7次調査SBl～ 3、 松山大学構内遺跡 2次調査SB7、 釈迦面山追跡SB4
があるが、これらの住居址では出土数は1～ 14点であり、本資料は桁外れに多いことになる (詳細は

第6章を参照)。

ところで、今回は調査中に87個、整理作業中に71個のガラス小玉を検出した。竪穴式住居址内から
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多量のガラス小玉が検出できたのは、住居埋上を採集 し、調査終了後にふるい作業を行う方法をとつ

た結果である。住居址の調査ぜは可能な限り埋上を採集 し、ふるい作業を行う必要があろう。

2)貯蔵穴

SKlは植物遺外 と完形にちかい土器の出土から貯蔵穴 と判断した。            
・

遺物はモモ核・ ヒョウタン・ウノ類の種子が多量に出上し、モモ核は埋土中に74点、甕内に 1点、

壷内に66点があり、総数141点 となる。ヒョウタン・ウノ類は埋上中に55点が出上している。これらの

モモ核・ヒョウタン・ウノ類の種子は、自然科学分析の結果から栽培植物 と判明した。弥生時代の遺

跡からモモ核が出上した例は、県内ぜは西条市八堂山遺跡 F号住居址、松山市内では祝谷アイノ遺跡、

祝谷土居窯遺跡、釜ノロ遺跡 7次調査地にみられ、釜ノロ遺跡 3次調査地 SK3か らは種子出上の貯
蔵穴が検出されている。

なお、 SKl・ 2と も土坑に接 して、半円形の小穴が検出された。この性格は今後の検出事例を待
って決めたい。

3)溝

SD3か らは破鏡 1点が出土している。平野では、文京遺跡10次包含層、水溝田遺跡 7次包含層、
東本遺跡 4次 S B3021こ 出土例があり、束本遺跡 4次 S B302ではガラス小玉を伴っている。本調査地

のSB2か らも多量のガラス小玉が出上しており、破鏡 とガラス小玉の廃棄は密接に関係 していると
思われる。

SD3・ 7は溝底から砂混じりの層が検出され、水が流れていたことを確認した。これは、SD3・

7が集落内の用水施設に利用されたとを示すものである。

(3)古 墳時代
1)掘立柱建物址・貯蔵穴

古墳時代に時期比定される遺構は掘立柱建物 1棟 と貯蔵穴 1基である。掘立 1は 1間 ×2間の規模

ぜ真北から大きく西に振つた方位をとる。釜ノロ遺跡では数少ない古墳時代建物ぜある。

SK2は 、出土遺物 と出土状況より古墳時代初頭の貯蔵穴 と考えられる。同時期の貯蔵穴は平野に
おいても数少なく、貴重な資料である。

(4)中 世

中世に時期比定される遺構にはSDlと 本田址がある。 SDlは 調査区のほぼ中央部を東～西に流
れる溝である。埋土は砂粒を含んでおり、水が流れていたものと考えられる。調査地の南には旧河川

の存在が確認されており(小坂八斗藪遺肋)、 SDlは この旧河川に向かって流れていると思われる。

以上、今回の調査結果を簡単にまとめた。本調査地からは桑原地区から続 くAT火山灰を検出し、
竪穴式住居の改築や、遺物には青銅鏡・多量のガラス小玉・柱材 。種子・植物等があり、数多くの資

料が得られた。特に青銅鏡の出土は、釜ノロ遺跡が弥生時代後期末において松山平野の主要な遺跡の

一つであることを推測させるものとなった。
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遺構・遺物一覧 ―凡例―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は相原が、遺物観察表は相原・宮内が作成した。

(動 遺物観察表の各掲載について。
法  量  欄   ( ):復 元推定値
形態 。施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→日縁部、胴部→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。
例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。( )中の数値は混和剤粒

子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 4)、 多→「 1～ 4 11ull大 の砂粒 。長石を多く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表25 SB2出 土装身具一覧

※径の欄は報告書掲載用のものだけを対象に1固数を表示している。また、破片については復元により径を求めたうえで、表示された個数の中

に含めている。

表26 SB3出 土装身具一覧

出土地点 出土個数 完形品個数 報告書掲載個数
径 色

4 mm以上 3^ψ 4mm 3 mm未満 〓
ロ 紺

I 埋 土 4 2 5

2 貼床土① 8 4 5 2

3 貼床上② 8 1 7 3

4 炉② 5 8 3 4 1

小  計 7

※径の欄は報告書掲載用のものだけを対象に個数を表示している。また、破片については復元により径を求めたうえぜ、表示された個数の中

に含めている。

出土地点 出土個数 完形品個数 報告書掲載個数
径 色

4 mm以上 3^ヤ 4 mm 3 mm未満 紺 緑 茶

I 埋 土 1 l

2 周壁溝 1 l 1 0 1 0 l 0 0

3 貼床上 1 l l 0 l 0 1 0 0

4 炉 6 6 1 4 1 1 0 0

小  計 l 1

-126-



表29 竪穴式住居址検出の上坑一覧

遺 構 一 覧

表27 竪穴式住居址一覧

竪穴
(SB)

時  期 平面形
規   模 (m)
長さ×幅×深さ
(長径)(短径 )

埋   土 床面積
(nf)

主柱炉

(本 )

内 部 施 設
同壁瀬 備 考

高床 土坑 炉 カマド

I 弥生後期 円形 ? 4.52× 452 159α 5 ○ ○ 第Ⅶ層上面検出。

2 弥生後期前葉 円形 640× 640× ? 黒色土 40 34 6 ○ ○

第 Ⅵ a層 上 面 検
出。 SDl・ 3に
切 られ る。改 築 前 、
日∴房に

弥生後期前葉 円形 6402× 6.40,× 01 黒色土 4034α 5 ○ ○
貼床
改集後

3 弥生後期前葉 隅丸方形 475× 4,60× 005 21.9 5 ○ ○ O 貼床
改集前

弥生後期前葉 隅丸方形 5.60× 515× 0.25
(上層)黒褐色上

⊂西動黒褐色土
r圧怒名 キ温 央ゝ

4 ○ ○ ○
貼床
改築後

4
弥生後期後葉
～末

不 明 36α ×36α 962 5 ○ 第ⅥI層上面検出。

表28 竪穴式住居址の炉一覧

竪穴

(SB)
時  期 炉 位   置 平画形 断面形

規   模

長さ×幅×深さ(m)
出土遺物 備   考

2 弥生後期前葉 炉
住居址中央やや南西寄

り
不整台形 舟底状 185× 162× 022 弥生・石・ガラス玉

3 弥生後期前葉 炉① 住居址中央やや東寄り 楕円形 皿 状 050× 032X008
炭化物・焼土

I期

3 弥生後翔前葉 炉② 住居址中央やや南寄り 不整円形 舟底状 088× 0,77× 034 弥生・石・ガラス玉 II期

3 弥生後期前葉 炉③ 住居址ほぼ中央部 脩円形 皿状 055× 043× 015 Ⅲ・Ⅳ期

4 弥生後期 炉 住居址中央南寄り 円形 レンズ状 065× 025× 0,37 石 焼 土

竪穴

(SB)
時   期 土 坑 位   置 平面形 断面形

規   模

長さ×幅×深さ(m)
出土遺物 備  考

3 弥生後期前葉 SK① 住居址北西壁コーナー 長方形 皿状 072× 036× 008 H期以前

弥生後期前葉 SK② 住居址南東壁コーナー 長方形 皿 状 190× 060× 005 I期

弥生後期前葉 SK③ 住居址南東壁コーナー 不定形 皿状 (1_92)× (020)× 01( I期以前

弥生後期前葉 SK④ 住居址南西コーナー 長方形 逆台形状 104× (054)× 018 Ⅳ期以前
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竪穴

(SB)
時  期 上坑 位  置 平面形 断面形

規   模

長さ×幅X深 さ(m)
出土遺物 備  考

3 弥生後期前葉 SK⑤ 住居址南壁中央 長方形 皿状 076× (035)× 004 Ⅳ期以前

I 弥生後期 SK① 住居址中央東寄り 不整円形 舟底状 063× 0.60× 006

I 弥生後期 SK② 住居址東側 不定形 レンズ状 280× 160× 005

竪穴式住居址検出の上坑一覧

釜ノロ遺跡 8次調査地

表30 竪穴式住居址検出の溝一覧

竪穴

(SB)
時  期 溝 位  置 断面形

規   模

長さ×幅×深さ(m)
出土遺物 備   考

2 弥生後期前葉 SD① 住居址中央部 レンズ状 145× 032× 018 2段掘り

2 弥生後期前葉 SD② 住居址中央部 レンズ状 118× 020× 015 2段掘り

2 弥生後期前葉 SD③ 住居址中央やや南寄り レンズ状 105× 036× 008

2 弥生後期前葉 SD④ 住居址中央やや南寄り レンズ状 112× 012× 006

表31 掘立柱建物址一覧

掘立
規模

(間 )
方 向

桁 行 梁 行
方位

床面積

(ド )
時  期 備  考

実長(m) 柱間寸法(m) 実長 (m) 柱間寸法(m)

I l× 2 東 西 5.50 2 80,2,70 3 18 3 18 N-77°一E 17 5
古墳時代

以降

SP⑩がSD3を
切る。

2 l× 2 南北 4 08 2 08・  2.00 2 32 2 32
N-2° 30′―

W
不 明

表32 土坑一覧

土坑

(SK)
地 区 平面 琵 断面形

規   模 (m)
長さX幅 ×深さ
(長径)(短径 )

床面積

(T)
埋   土 出上遺物 時  期 備   考

I C10 円形 U字状 078× 075× 056 0 283
ミ{ヨ
=L(讐
苺て色 L刊昆)()

亀色 上 (粘性 強 )

義岬¢

弥生、木器、
核、種子、編み

物、粘土
弥生後期後葉

4ヒ に半 円形 の 突

出部 あ り。

第 Ⅶ 層 上 面 検

2
E9
10

円形 逆台形) 091× 085× 031 0 113
粒 混 入 )
2.黒色 上 (粘性 強 )
3.黒 色 粘 上 (褐 色 上 粒

弥生、土師、木
片、核、種子、
粘土

弥生末～古墳
初頭

商 東 に 半 円 形 の

突 出 部 あ り。

第 Ⅶ 層 上 面 検
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表34 SB2出 土遺物観察表 土製品

遺 構 一 覧

表33 清一覧

溝

(SD)
地  区 断面形

規   模 (m)
長さ×幅×深さ

方 向 埋  土 出土遺物 時  期 備 考

I A7～ F7 レンズ状 171× 090× 0.08 東～西
(上層)灰褐色土

(下層)灰褐色土
rカト,E■ ゝ

上師
石包丁

13世紀後半

SB2、 SD3を 切
る。
第Ⅵ a層上面検出。

A6～ B6 逆台形状 41× 056X018 南西
～

イヒ房こ
黒灰色土 弥生 弥生後期

倒木痕を切る。第ⅥI

層上面検出。

D2～ D13 レンズ状 445× 048× 018 北～南 (上
層)黒灰色土

(下層)黒灰色砂質土

弥生
石 包 丁
ガ ラス玉
鏡

弥生後期末～

古墳初頭

７
切
面

Ｄ
に
上

Ｓ
ｌ
層
Ｄヽ
Ⅶ

３
Ｓ
第

２

る
る

。

Ｂ
切

れ
出

Ｓ
を

ら
検

D3～ E3 レンズ状 3.6※ 050× 006 北西
～

南東
黒灰色土 弥生後期末～

古墳初頭
第ⅥI層上面検出。

F4～ 5 U字状 080× 016× 010 北東
～

南西
茶褐色土 不 明 第ⅥI層上面検出。

G5。 6 レンズ状 49× 028× 011 北東
～

南西
茶褐色上 不 明 第Ⅶ層上面検出。

7 A13～ F ll レンバ状 188× 085× 0.26 束～西
(上層)黒色上

(下層)黒色上 弥生 弥生後期後葉
SD3に切 られる。
第ⅥI層上面検出。

番号 器種 法量 (cln) 形 態 。 施 文
調 整 色調

1禽樹|
生

成

胎

焼
備 考 図版

外  画 内  面

I 甕
口径 (180)
残高  67

口縁端部 1まナデによりわずかに拡張され
る。日縁瑞面に3条の沈線文あり。頸剤
下端に木口による「ノ」字状文。

Θ ヨヨナデ

⑩ マメツ
ナ デ

色

色

褐

褐

乳

乳
石。長(1～ 4)

◎
黒斑

甕
口径 (196)
残高  24

日縁端部はナデにより面をもつ。 マメン ヨヨナデ
色

色

掲

黒

石・長 (1～ 3)

金

◎

SPC

3 甕
口径 (180)
残高  91

口縁端部は丸みのある「コ」字状。頸部
下端に「ノ」字状文。

③ヨヨナデ
③ナデ

③ マメツ

⑪ ケズツ

色

色

掲

褐

乳

乳

石・長 (1～ 3)
金
◎

媒
S Pll

士霊
径
高
口
残
(160)
38
口縁瑞部は上下方に拡張される。口縁端
面に2条の沈線文あり。

③ ヨヨナデ

⑭ナデ
ヨコナデ

乳白色
乳白色

石。長 (1～ 3)
◎

張出部

と霊
口径 (186)
残高  25

短頸壷の回縁部小片。口縁端部は強いヨ
コナデ。日縁端面はナデにより凹む。

ヨヨナデ ヨコナデ
乳白色
乳白色

石。長 (1～ 4)

◎

壺
口径 (146)
残高  24

短頸壷の日縁部片。日縁端面に1条の沈
線文あり。

ナ デ マメツ
乳白色
乳白色

石。長 (1～ 3)
金
◎

④区

7 と霊
口径 (100)
残高  55

長頸壷。日縁部は外反し、口縁端部は丸
い
^

マメツ マメツ
乳灰色
乳灰色

石。長 (1～ 2)

◎
SP④

士霊
口径 (106)
残高  54

長頸直口重。口縁端面は強いナデにより
面をなす。

ハケ→ヨヨナデ ヨヨナデ
色
色
褐
褐
乳
乳

石。長 (1～ 2)

◎

士霊
径
高
口
残
(170)
18 広口壷。口縁端部はわずかに拡張される。ヨ

ヨナデ ヨヨナデ
乳茶掲色
乳橙色

密

◎

讐霊
口径 (342)
残高  38

複合口縁霊。口縁部外面に5条の沈線文
あり。口縁端面は九い。擬口縁を看取。

Эヨヨナデ
⑭レヽケ(7本/cn

ヨコナデ
色
色

自

白
石・長 (1～ 3)
◎
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SB2出 土遺物観察表 土製品

表35 SB2出 土遺物観察表 石製品

釜ノロ遺跡 8次調査地

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 銅

1饂 |

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

壷 残高  35 肩部片。上端
にヘラ状工具による列点文

みり。 5条の波状文あり。
マメツ ナデ (ケズノ)

乳茶褐色
乳黄色

密

◎

壷 残高  34 この胴部小片。木葉文あり。弥生前期。 ミガキ ナ デ
茶褐色
茶褐色

石・長 (1～ 3)
◎

⑦区

鉢
口径 (165)
残高  23

鉢の口縁部片。口縁端部は「コ」字状。
器壁薄い。

ヨヨナデ
団 ヨヨナデ

Э ケズヅ

色
色

白

白

密

◎ ③区

高郭
口径 (18.8)

残高  40
折り曲げ回縁。口縁端部は上方に拡張。
口縁瑞面に2条の沈線文あり。

◎ヨコナデ
①ハケ①�cml

デナ

キ

ヨ

ガ

ヨ

　

ミヽ

Θ
①

乳褐色
乳褐色

石・長 (1～ 2)

◎
帥
鱗
張

周

高不 残高  3.8 不
部小片。外傾 しわずかに外反する。屈
接部の擬口縁を看取。

(口瑞)ヨ ヨナデ

Θ ミガキ
ミガキ

色
色
橙
橙
乳
乳

石。長 (1～ 2)

◎
ＳＰ
④

高郭 残高  57 柱部片。充填技法。 ナデ
キガ

デ

・
ヽ
ナ

④
⑩

乳橙色
子し橙色

石・長(1～ 2)
◎

17 高不 残高  7.8 充填技法。柱部内面にシボツ痕あり。 マメツ ナデ (シボ ノ痕 )
橙色
乳橙色

石。長 (1～ 4)

◎
⑭区

高年 残高  52 焼成前円孔 (直径1 4clll)あ り。 ハ ケ ヶズフ
乳橙色
乳橙色

石・長 (1～ 5)

◎
ＳＰ
④

高不
底径 (104)
残高  22

脚端部は拡張され、脚端面に2条の凹線
文を施す。

ナデ ナデ
茶褐色
茶褐色

石。長 (1～ 2)

◎

高邦
底径 (200)
残高  31 外反する脚裾部。脚裾端部は「

コ」字状。 ヨコナデ ハケ(6本/cm)
乳灰色
乳灰色

石・長 (1～ 3)
金
◎

②区

甕
底径
残高

わずかにくびれ、上げ底の底部。 ハケ→ナデ ナデ
乳橙色
橙色

石。長 (1～ 3)

◎
黒斑

甕
径
高
底
残
(59)
33 わず

かにくびれ、上げ底の底部。
ハケ(7～8本 /cm)
→ナデ

ハケ→ナデ
暗赤橙色
暗赤橙色

石・長 (1～ 3)

◎

甕
底径 (54)
残高  28 わずかにくびれる平底の底部。

マメツ マメツ
乳灰色
乳色

石・長 (1～ 3)

◎

讐霊
底径  29
残高  1,9 突

出するやや丸みのある平底。 タタキ マメツ
乳白色
乳白色

石・長 (1～ 3)

◎

壷
径
高
底
残
(5,8)

3.8
突出ぎみで丸みのある平底。 マメン マメツ

乳黄色
黒色

石。長 (1～ 4)

◎
黒斑

周壁溝

壷
底径 (60)
残高  45 突出ぎみの平底。

ハケ→ナデ
ハケ→ナデ (指頭
IF電 )

乳白色
乳灰色

石。長 (1～ 5)

◎
黒斑

番号 器種 残存 材質

法  量
備  考 図版

長さ(cln) 幅 (cm) サ享さ(cm) 重さ(g)

石鏃 ほぼ完形 サヌカイト 0 25 0 507

石鏃 ほぼ完形 サヌカイ ト 1 960
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SB2出 土遺物観察表 石製品

表36 SB2出 土遺物観察表 装身具

出上遺物観察表

番号 器種 残存 材質

法  量
備 考 図版

長さ(cm) 中目(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石包丁 結晶片岩 7 40 4 30 0 70 32 441
穿孔 2箇所 (貫 通
せず)
貼床土内

石包丁 結晶片岩 5 20 2 90 0 40 8 539 ③区

砥 石 10 40 8 30 5 50 515 000 張出部

砥石 完 形 砂 岩 4 60 2 70 2 30 25 649 ④区

磨石 完 形 4 60 2 40 2 00 37 223 ④区

台石 9 00 8 20 4 90 360.000
一部黒化する。

SP③ 41

不明品 1210 8 20 5 20 716 000 一部黒化する。

不 明 品 7 40 8 30 5 80 485.000 一部黒化する。

番 号 器種 出土地点 残存 材質 邑

法 量

備  考 図版

長 さ (mm) 径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

/1ヽ玉 ⑩区 完形 ガラス 圭
日 16 0 074 GNO。  1

/1ヽ玉 ⑩区 % ガラス 10 0 024 GNO. 2
/1ヽ玉 ⑩区 完形 ガラス 三目 10 0 047 GNO. 3

/1ヽ玉 ⑩区 完形 ガラス 圭
蔦 0 043 GNO, 4

/1ヽ玉 ⑩ 区 完形 ガラス 圭
日 21 0 048 GNO. 5

/1ヽ玉 ⑦ 区 完形 ガラス 圭
日 0 025 GNO. 6

小玉 ②区 完形 ガラス 圭
同 15 0 070

小玉 ⑩区 完形 ガラス 圭
同 0 016

/Jヽ玉 ⑬区 完形 ガラス 三日 10 0 016

小玉 ⑬ 区 完形 ガラス 三日 11 0 024

小 玉 ⑬ 区 完 形 ガラス 紺 17 0 036

小玉 ⑮ 区 完形 ガラス 紺 0 017

小玉 ⑩区 完形 ガラス 圭
目 15 0 019

打ヽ玉 ⑩区 % ガラス 三
日 0 023

小玉 ⑩区 完形 ガラス 圭
日 0 063

小玉 ⑩区 %(強 ) ガラス 圭
日 0 044

小玉 ② 区 完形 ガラス 紺 0 019

/1ヽ 玉 ④区 完形 ガラス 圭
同 27 0 017

打ヽ玉 ④区 完形 ガラス 圭
目 10 0014

/1ヽ 玉 ②区 %(強 ) ガラス 圭
目 0 008

小玉 ④区 完 形 ガラス 〓
月 0017

打ヽ玉 ④区 完形 ガラス 三
日 23 0 017
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番号 器種 出土地点 残存 材質 色

法 量

備  考 図版

長さ(mm) 径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

小玉 ② 区 完形 ガラス 主日 0 0 097 最大重量品

/1ヽ 玉 ⑩区 完形 ガラス 紺 0 0 023

小玉 ⑩区 完形 ガラス 圭自 8 0 041

/1ヽ玉 ⑩区 完形 ガラス 紺 0 0 092

/1ヽ玉 ⑩区 完形 ガラス 紺 24 3 0 050

/1ヽ玉 ⑩区 完 形 ガラス 0 0 024

/1ヽエ ⑩区 完形 ガラス 21 0 0 013

/1ヽ玉 ⑫ 区 完形 ガラス 圭
目 5 0 022

小玉 ②区 完形 ガラス 22 8 0 020

/1ヽエ ⑫区 完 形 ガラス 17 l 0 015

小 玉 ⑫区 完 形 ガラス 三日 9 0 022

小 玉 ⑫区 完形 ガラス 25 0 0 026

小玉 @区 完形 ガラス 2 0 023

Jヽ玉 ⑫ 区 完形 ガラス 薄紺 12 3 0 017

卜玉 @区 完形 ガラス 3 001且

小玉 〇区 完形 ガラス 紺 13 3 0 012 最小重量品

可ヽ玉 ⑩区 完形 ガラス 圭
目 0 0 036

小玉 〇区 完形 ガラス 紺 5 0 016

Jヽ玉 ◎区 完形 ガラス 紺 2 0 063

|ヽエ ⑩ 区 完形 ガラス 3 0 027

/1ヽ玉 ⑫ 区 完形 ガラス 0 0 014

小玉 ⑫区 完形 ガラス 〓目 1 0 019

/1ヽ 玉 @区 完形 ガラス 濃紺 9 0 076

/1ヽ 玉 ⑬ 区 完形 ガラス 紺 1 0 026

小玉 ④区 完形 ガラス 責青 0 0 020

小玉 ⑬区 完形 ガラス 27 1 0 015

打ヽエ ◎区 完形 ガラス 6 0 047

/1ヽ玉 ⑩区 完形 ガラス 薄 紺 0 051

/1ヽ玉 ⑩区 完形 ガラス 19 0 0 030

/1ヽ玉 ⑩区 完形 ガラス 紺 0 0 034

/1ヽ玉 〇区 完形 ガラス 圭日 11 1 0 013

/1ヽエ ◎ 区 完形 ガラス 薄紺 5 0 026

/1ヽ玉 不 明 完形 ガラス 5 0 090

小 玉 不 明 % ガラス 圭日 0 0 025

/1ヽ玉 不 明 % ガラス 1 0 045

/1ヽエ 不 明 完形 ガラス 13 4 0 018

小玉 不 明 完形 ガラス 紺 4 0 032

小玉 不 明 完 形 ガラス 紺 40 5 0 049

/1ヽエ 不 明 完 形 ガラス 黄青 1 0 032

/1ヽエ 不 明 完形 ガラス 圭
目 3 0 027

小玉 不 明 完形 ガラス 濃紺 32 2 0 082

小玉 不明 完形 ガラス 紺 15 0 0 015

卜玉 不 明 完形 ガラス 主日 19 8 0 043

小玉 不 明 完形 ガラス 紺 40 1 0 063

小玉 不 明 完形 ガラス 濃紺 0 0 039

」ヽ玉 不 明 完形 ガラス 圭目 0 0 019

小玉 不 明 完形 ガラス 24 0 0 028

小玉 不 明 完形 ガラス 紺 15 33 2 0 027

小エ 不明 完形 ガラス 濃紺 5 0 048

SB2出 上遺物観察表 装身具

釜ノロ遺跡 8次調査地
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SB2出 土遺物観察表 装身具

出土遺物観察表

キ
(今
、R

�

番号 器種 出土地点 残存 材 質 色

法 皇皇
備  考 図版

長 さ (mm) 幅 (mm) 孔径 (mm) 重 さ (g)

/1ヽ玉 不 明 完 形 ガラス 黄青 12 0 030

小玉 不 明 完 形 ガラス 圭
月 17 0 044

小玉 不 明 完 形 ガラス 紺 20 12 0 039

III 小玉 不 明 完 形 ガラス 紺 17 0 058

H2 /1ヽ五 不 明 完 形 ガラス 主
月 22 0 037

/1ヽ玉 不 明 完 形 ガラス 紺 0 054

/1ヽ玉 不 明 完形 ガラス 主
日 0 068

小玉 不 明 完 形 ガラス 三
日 0 031

小玉 不 明 完 形 ガラス 圭日 0 015

H7 /1ヽ玉 貼床土 完形 ガラス 紺 0 038

小玉 周壁溝 完 形 ガラス 二
日 18 0 019

/Jヽ玉 ⑫区 % ガラス 緑 (35) (25) (10) 0 022

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1告棚|
生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

甕
径
高
口
残
(222)
79

口縁端部はナデにより拡張される。頸部
下端に板状工具の木口による「ノ」の字
状文を施す。

③ヨヨナデ
⑪ハケ(9本 /cm)

本け噛勝
乳褐色
黒色

石。長 (1～ 3)
◎

黒斑

甕
径
高
口
残
(203)
36
口縁端部はナデによりわずかに拡張され
る。口縁端面は面をもつ。

ヨヨナデ ヨコナデ
乳掲色
茶褐色

石・長 (1～ 4)

◎

士霊
口径 (268)
残高  18

口縁部は上方に拡張され、口縁端面に 3
条の沈線文を施す。

マメツ ヨコナデ
色
色
橙
橙

石・長(1～ 4)

◎

堕
口径 (146)
残高  29

口縁部は上方に拡張される。口縁端部は
ナデにより凹む。

ヨヨナデ ヨコナデ
乳黄灰色
手し黄灰色

石・長 (1～ 3)

◎

高ネ
径
高
底
残
(157)
63
焼戊前円孔 (直径1 0cm)。 脚端部は拡張さ
れ、脚端面はナデにより凹む。

Uハケ(10本 /cけ
→ナデ

1脚端)ヨ ヨナデ

ケズリ 乳橙色
乳橙色

密

◎

高不
径
高
底
残

暁成前田孔 (直径1 2cm)。 脚端部は拡張。
即端面はナデ凹み。

③マメツ
ロ ヨヨナデ

ケズリ
色
色
橙
橙
乳
乳

石。長 (1～ 4)

◎

讐霊
径
高
底
残
(57)
45 平底。 マメツ ナ デ

色
色
褐
灰
乳
乳

石・長 (1～ 4)

◎

表38 SB2炉 出土遺物観察表 石製品

番 号 器 種 残 存 材質

法  量
備  考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重 さ (g)

不明品 7 50

不明品
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表42 SB3炉②出土遺物観察表 土製品

釜ノロ遺跡 8次調査地

表39 SB2炉 出土遺物観察表 装身具

番号 器種 出土地点 残存 材質 色

法 旦
皇

備  考 図 版

長さ(mm) 径 (mm) 予し径 (mm) 重 さ (g)

/1ヽ玉 埋上中 完形 ガラス 主
目 41 0 042

小玉 埋上中 完 形 ガラス 貢青 0 031

小玉 埋土中 完形 ガラス 紺 0 039

卜玉 埋上中 完形 ガラス 0 029

小王 埋上中 完形 ガラス 圭
日 0 028

Jヽ玉 埋土中 完 形 ガラス 土
同 19 21 0 015

表40 SB3貼床土①出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残 存 材質

法  量
備  考 図 版

長さ(cm) 中目(cm) サ享さ(cm) 重 さ (g)

石庖丁 完 形 結晶片岩 8 90 4 70 0 60 37.849
穿了し2箇所、痛両

刃。

不 明 品 8 15 7 30 4 50 438 000 ⑫区

表41 SB3貼床土①出土遺物観察表 装身具

番号 器種 出土 地 点 残存 材質 色

法 旦皇
備  考 図版

長 さ (mm) 径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

小玉 ⑩区 厖 ガラス 二月 (30) (10) 0 037 GNO. 3

小玉 ⑮区 完 形 ガラス 圭
日 0 044 GNO。  4

/1ヽ玉 ③ 区
1/2 ガラス 圭

目 0 029

小玉 ⑩ 区 完形 ガラス 圭
目 0 046

小玉 ⑩区 完形 ガラス 圭
日 14 0 040

小玉 ⑩区 完形 ガラス 圭
日 0 048

/1ヽエ ④区 完形 ガラス 27 0 044

/1ヽエ ⑮区 完形 ガラス 圭
目 0 051

小玉 ⑫ 区 % ガラス 0 013

/1ヽ玉 ②区 完形 ガラス 薄青 0 011

小玉 不明 完 形 ガラス 12 0 028

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽丹|
生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

甕
口径 (168)
残高  48

外反する口縁部。口縁端部は丸みのある
「コ」字状。

Эヨコナデ
⑩ハケ●本/cml

③ヨコナデ
⑦ハケ●本/c⑪

乳白色
乳白色

石・長 (1～ 4)

◎

支脚
径
高
底
残
120
41 支脚形上器の脚部片。

マメツ マメツ
乳橙色
乳橙色

石。長 (1～ 3)

◎

ニ
　

ュ

、ミ

チ

径
高
底
残
(26)
25 丸みのみる平底。内外面

に爪跡あり。 ナ デ ナデ
色
色
黒
黒

石。長 (1～ 2)

◎
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表43 SB3炉②出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質

法  量
備  考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) ナ享さ(cm) 重 さ (g)

石庖丁 1/3 7.40 4 65 0.85 37.929 再加工品

砥 石 完 形 結 晶片岩 16,70 9,20 7.20 l.110 000

不明品 ほぼ完形 14.90 8.50 5 00

表46 SB3出 土遺物観察表 上製品

出土遺物観察表

表44 SB3炉②出土遺物観察表 装身具

番号 器種 出土地点 残存 材 質 色

法   量
備  考 図版

長 さ (mm) 径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

/1ヽ
玉 埋土中 ガラス 2.4 35 1 5 0 025

/1ヽ
エ 埋土中 完 形 ガラス 2 5 20 0,066

小玉 埋上中 完形 ガラス 29 3.5 15 0,058

157 打ヽ 玉 埋土中 ガラス 三日 (5.3) (30) (1.0) 0 048

小 玉 埋土中 完形 ガラス 4 1 0.112 側面に小円孔あ り

/1ヽ
エ 埋土中 完形 ガラス 1.5 28 1.2 0.017

打ヽエ 埋土中 ガラス 30 3.8 0,7 0 027

打ヽ玉 埋土中 完 形 ガラス 26 3.0 12 0.029

表45 SB3貼床土②出土遺物観察表 装身具

番号 器 種 出土地点 残存 材質 色

法 旦皇
備  考 図版

長さ (mm) 径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

Jヽ玉 ⑩区 完 形 ガラス 薄紺 15 0011

/1ヽ 玉 ⑭区 完 形 ガラス 三日 27 12 0 036

/1ヽ玉 ⑫区 完形 ガラス 三
日 0 056

/1ヽ 玉 ⑮区 完 形 ガラス 圭
房 0 020

1ヽ 玉 ⑮区 1/2 ガラス 主
目 0 021

Jヽ玉 ⑮区 ガラス 〓
目 07 0 026

/1ヽ
玉 ⑮区 完形 ガラス 薄紺 0 027

/1ヽ玉 ⑮区 完形 ガラス 圭
自 0 021

小玉 不 明 完形 ガラス 圭
日 0 021

/1ヽ玉 不 明 完形 ガラス 黄青 0 015

小玉 不 明 ガラス 主
自 (28) (10) 0 032

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽棚|
土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

簑
口径 (224)
残高  51

口縁端部は上下方に拡張。口縁端面に 3
条の沈線文あり。

③ ヨコナデ

⑩ミガキ
Dヨ コナデ
⑭ハケ(10本 /
cm)→ナデ

色

色
石・長 (1～ 7)

◎
⑩ 区

甕
口径 (196)
残高  22

口縁端部は九みのある「コ」字状。口惨
瑞面はナデ凹む。

囲 ヨコナデ

③ ナデ
ナデ

乳茶色
乳茶色

石・長 (1～ 4)

◎
⑮区

簑
口径 (140)
残高  78 外反する口縁部。口縁端部は拡張する。

マメン マメツ
乳橙色
乳橙色

石・長 (1～ 6)

◎

煤付着
SKC
出土
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1衡獄十
生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (140)
残高  29

「く」字状口縁。口縁端面はナデにより

凹む。口縁瑞部は拡張。
ヨコナデ ヨヨナデ

赤橙色
赤橙色

石・長(1～ 2)

○
⑪区

177 甕
径
高
口
残
(138)
51 外反する国縁部。口縁瑞部は先細 りする。

◎ ヨヨナデ

⑩マメツ
◎ ヨヨナデ

⑪ ケズツ

乳黄色
乳黄色

石・長(1～ 3)

◎

士笠
口径 (134)
残高  39

口縁端部は上下方に拡張。口縁端面に 2

条のi尤線文あり。
Θ ヨコナデ

⑬ハケ
◎ ヨコナデ

⑪ナデ
乳黄色
褐色

石。長(1～ 3)

◎
⑩区

一笙
口径 (190)
残高  1.5

広口重。口縁端部はわずかに拡張。口縁

端面に3条の沈線文あり。
ヨコナデ ヨコナデ

乳橙色
乳橙色

密
金
◎

周壁溝
内

壬笠
口径 (126)
残高  45 口縁端部は失り気味

に丸ヽ
◎マメツ
⑬ハケ

ヨヨナデ
乳黒色
乳褐色

石・長 (1～ 5)

◎

と笠
径
高
胴
残
(130)
68 短頸この胴部片。扁球形。

マメツ マメツ
乳黄橙色
乳灰責色

石・長 (1～ 5)

◎

高不
径
高
口
残
(298)
35

不部片。口縁部は大きく外反。口縁端部
は丸みのある「コ」字状。口縁端面に 1

条の沈線文あり。

題廼Dヨ ヨナデ

ロ ミガキ
マメツ

乳色
乳灰色

石・長 (上～2)

◎

器 台
径
高
底
残
(23 0)

38
器台の脚部。脚端部は拡張する。脚端面
に3条の凹線文を施す。

(脚端)ヨ コナデ

(脚裾)マメツ
ヶズゾ

色
色
茶
茶
乳
乳

石。長 (1～ 4)

金

◎

甕
底径 (42)
残高  34 わずか

にくびれ上げ底の底部。
ハケ(10本 /cm)
→ヨヨナデ

ハケ(10本/cm)
黒色
乳灰色

石・長(1～ 4)

金
◎

甕
径
高
底
残
(40)
30 わずかにくびれる平底の底部。 ケヽ→ナデ ヶズゾ

色
色
橙
灰
赤
乳

石。長(1～ 4)

◎
⑫区

重
径
高
底
残
(5 6)

88 平底の底部。
ハ
　
伽

ケ(9～ 10本 /
ケズリ

乳褐色
黒色

石。長 (1～ 5)

◎
②区

支脚
径
高
底
残
(50)
30 支脚か ?。 底部は凹む。 クヽ リ(指頭痕 ) クヽソ 乳色

石。長 (1～ 3)

◎

土 玉 さ

さ

幅
長
厚

焼成前穿孔 (径06c/m)。 ナ デ 乳灰色
密

◎

SB3出 土遺物観察表 土製品

釜ノロ遺跡 8次調査地

表47 SB3出 土遺物観察表 石製品

番 号 器種 残存 材質

法 皇
皇

備  考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) ,享 さ(cm) 重さ(g)

石包丁 ほぼ完形 10 30 81 852 周壁溝内出土

石包丁 1/3 結晶片岩 12 503
③区出土
未製品

石斧 1/2 結晶片岩 10 50 5 30 450 000 茎部未研磨

磨石 完 形 平6 40 140.000

砥石 4/5 24 20 X800 5,100.000

不明品 13 90 12 80 2,400 000
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表50 SD3と 思われる出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表48 SB3出 土遺物観察表 装身具

番号 器種 出土地 点 残 存 材質 色

法 Ｂ軍

備  考 図版

長さ(mm) 径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

/1ヽ玉 ⑫区 完 形 ガラス 圭
月 25 0 048 GNo l

/1ヽ玉 ④区 完 形 ガラス 主
目 0 075 GNα 2

/1ヽ玉 ②区 完 形 ガラス 主
日 11 0 024

/1ヽ玉 ⑤区 % ガラス 土
月 20 (20) (05) 0 013

/1ヽ玉 ⑦区 % ガラス 紺 0 017

小玉 ⑩区 完 形 ガラス 薄 青 12 21 0 009 透明感あ り

/1ヽ玉 ⑦区 完 形 ガラス 三
日

/1ヽエ 〇区 % ガラス 二月 24 0 017

/1ヽ玉 ⑬区 完 形 ガラス 黄青 0 045

/1ヽ玉 ⑩区 完 形 ガラス 紺 0054

205 小エ ② 区 完形 ガラス 〓日 0 086

小エ ②区 完形 ガラス 三
日 0 031

/1ヽ 玉 ⑮区 % ガラス 薄紺 20 0 018

小玉 ④区 完 形 ガラス 三
日 28 15 0 035

小玉 ④区 %(弱 ) ガラス 三
日 (10) 0 031

/1ヽ エ ④区 完 形 ガラス 圭
月 0 058

2H /1ヽ 玉 ⑩区 完 形 ガラス 紺 27 0 030

小玉 ①区 % ガラス 濃紺 27 10 0 016

小玉 不明 %(弱 ) ガラス 三
日 (35) (10) 0 019

表49 SB3出 土遺物観察表 木製品

番号 器 種 遺存状態 樹 種

法  量
木取 り 備  考 図 版

長さ(cm)

“

昌(cm) 厚さ (cm) 直径 (cm)

柱材 サクラ属 61 5 芯持材 SP①

柱材
ヨナラ属

アカガシ亜属
45 8 芯持材 SP②

柱材
コナラ属
アカガシ亜属

40 0 芯持材 SP③

柱材
ヨナラ属
アカガシ亜属

56 5 芯持材 SP④

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1待織|
胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (165)
残高  33

ゆるやかに外反する日縁部。口縁端部は
丸い。頸部下に刺突文、 4ケあり。 ◎ ヨヨナデ ◎ ヨコナデ

乳掲色
乳掲色

石。長 (1～ 3)
◎

霊

口径 (240)
残高  10

日縁端部はわずかに上下方に拡張される。
日縁端面に3条の沈線文あり。

Θハケ(6本 /ユ
伽 )

Θいケ(8本 /1
cm)→ ミガキ

乳茶褐色
子し茶褐色

石。長 (1～ 2)

◎

重
径
高
底
残

突出する平底の底部。底部に粘上つまみ
上げ痕が顕著に残る。胴中に張 りがある。

⑪ ハケ(6～ 7本/
1cm)→ナデ ⑩

ナデ 乳褐色
乳褐色

石・長 (1～ 5)

◎

鉢
底径 (20.0)
残高  23 台付鉢の脚部。脚裾端部は丸い

匝五⊃マメツ
ロ ヨヨナデ

○ ハケ(10本/1
cm)→ナデ

乳白色
乳白色

石・長 (1～ 5)

◎
黒斑
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釜ノロ遺跡 8次調査地

SD3と 思われる出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法豊 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調絵棚|

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内  面

222 鉢 残高  44 台付鉢の脚部 ③ハケ①～10
本/cm)

⑩ナデ
乳褐色
乳褐色

石。長(1～ 5)

◎

223 高不 残高 69 円柱状の柱部、器壁は厚い ⑧ マメツ Эマメツ
乳白色
乳白色

石。長 (1～ 5)

◎

表51 SBl出 土遺物観察表 土製品

表54 SB4出 土遺物観察表 土製品

表55 SB4出 上遺物観察表 石製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 色調
1待協|

生

成

胎
　
焼

備考 図版

外  面 内  面

224 士霊
口径 (80)
残高  41

外上方に直線的に伸びる口縁部。口縁端

部は丸 く、刻目を施す。
Θ ハケ(7～ 8本 /
cm)→ナデ Эヨコナデ

乳茶色

乳茶色
石・長(1～ 3)

◎

225 一霊
口径 (160)
残高  22 口縁部の小片。

口縁端部は九い。
(口瑞)ヨ コナデ

Θ ナデ
① ナデ

乳白色
乳白色

石。長 (1～ 3)

金
○

表52 SBl出 土遣物観察表 装身具

番号 器種 出土地点 残存 材質 色

法 量

備  考 図版

長さ(mm) 径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

小玉 床面 完形 ガラス 白 15 0 125 GNol

表53 SBl出 土遺物観察表 木製品

番 号 器種 遺存状態 樹種

法  量
木取り 備  考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 直径 (cm)

柱材 シャシャンボ 19 30 16 00 芯持材
SBl内
SP①

228 礎板 スダジイ 18 00 10 40
SBl内
SP①

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 色調
1告樹|

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

229 壷
頸部径 (182)
残高  42

頸部に1条の断面三角形状の凸帯を貼付、

斜格子目文の刻目を施す。
煙⊃ ハケ(8本 /
cm)

煙三Dハケ(8～
12本/cm)

乳白色
乳白色

石。長 (1～ 3)

金
◎

230 壬霊 残高  19 広日壷の
日縁部片。日縁端面に櫛描き波

状文を4条施す。 Dマメツ
囲 ヨコナデ

□匝⊃ミガキ
乳白色
乳白色

長 (1～35)
密

◎

黒斑

=
底径 (52)
残高  21 厚みのある平底 Θナデ ⑧ナデ

暗茶褐色

乳白色

石。長 (1～ 6)

金
◎

甕
口径 (202)
残高  31

折 り曲げ口縁。口縁端部に刻日、胴部に

4条の沈線文を施す。 ε※Dナデ ⑧⑭ナデ
子し白色
学し白色

長(1～ 2)

◎

番号 器種 残 存 材 質

法 日軍

備 考 図版

長さ(cm) 中邑(cm) サ享さ(cm) 重さ(g)

233 台石 12 30 1570 1,950.000
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表58 SKl出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表56 掘立 1出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽81

土

成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内  面

高邪 残高  19 脚端部は丸い
リ
ハケ(6本 /cm)
→ミガキ

1裾端)ヨ コナデ
① ナデ

乳橙色
乳橙色

石・長 (1～ 3)
◎

235 甕
底径 (54)
残高  32 わずかにくびれる平底の底部

(胴下)ナデ

Θハケ
〇ナデ

茶褐色
乳灰色

石・長 (1～ 2)

◎

甕
底径 (60)
残高  50 器壁は厚

い ハ ケ ハ ケ
乳褐色
乳褐色

石・長 (2～ 4)

◎

表57 掘立 1出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材質
法 旦

皇
備  考 図版

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石庖丁 ほぼ完形 8 00 4 90 47 61

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

i禽獄|
土

成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内  面

238 甕

口径
底径
器高

日縁部はやや反 り気味にのびる。日縁端

部は下方に肥厚する。胴部上位に張 りを

もつ。底部は、やや小さい平底。

① ヨコナデ

⑩ ナデ
→ハ ケ

(10本/cm)

① ヨコナデ

⑩ナデ→ハケ(
～10本/1 5cm)

暗褐色
暗褐色

石。長 (1～ 4)

◎

239 甕
底径  (34)
残高 232

日縁部を欠損する。底部は小さい平底で

ある。

〕同上)ハ ケ(10～
■本/cm)
胴下)ゲズ

'→

ハケ

ハケ→ナデ
乳茶色
乳茶色

石・長 (1～ 7)

◎

240 重 残高  41 上方に向かってのびる頸部片。
ハケ(6～ 7本/15
m)
→ヨコナデ

ケヽ→ナデ
乳黄掲色
乳責褐色

石・長 (1～ 3)

金

◎

士霊
底径 (32)
残高 245

口縁部を欠損する。胴部中位に張りをも
つ、底部は、丸みをおびた平底。

(月Π中)ハケ→ミガキ

鯛 下 )ケ ズ ソ→

ハケ→ ミガキ

ハ ケ(9～ 10本
cm)→ナデ

孔黄褐色
乳責掲色

石。長 (1～ 5)

◎

242 士霊
径
高
底
残
(46)
16 8

胴部中位に張 りをもつ。底部は丸みをお

びた平底。

】Π中)ハ ケ(5～ 6

本/cm)→ ミガキ

llΠ下)ハケ90本 /帥 )

(胴中)ハ ケ(5～ (

本/cm)

1胴下)ハケ→ナデ

乳茶色
乳茶色

長 (1～ 3)

◎

243 鉢 残高 (27)
口縁部小片。口縁端部は先細 りで丸みを
おびる

ハケ→ ミガキ ハケ(8本 /cm)
乳責色
乳責色

密

◎

表59 SKl出 上遺物観察表 石製品

番号 器種 残 存 材質

法

備  考 図版

長 さ 中目(cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g)

石鏃 完形 サヌカイト 2 10 2 00 0 35 0 957
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表61 SK2出 土遺物観察表 土製品

釜ノロ遺跡 8次調査地

表60 SKl出 上遺物観察表 木製品

番 号 器種 遺存状態 樹 種

法  量
木取り 備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) サ享さ(cm) 直径 (cm)

用途不明品
コナラ属

アカガシ亜属
46 70 13 00

A

編み物

B

本体部片 26 0

縁部片 24 0

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調冶料|

生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

甕
径
高
口
残
(166)
44
「く」字状日縁。日縁端部は丸い。内外

面に明瞭な稜をもつ。
③ヨコナデ
ロ ハケ

Эマメツ
匝廼Dケズソ

乳白色

乳白色
石・長 (1～ 2)

◎

甕
回径 (146)
残高  65

「く」字状日縁。日縁端部はナデにより

面をもつ。内外面に明瞭な稜をもつ
③ヨヨナデ
匝廼∋タケキ

Эマメツ
匝廼Dケズツ

乳黄色
乳黄色

石。長 (1～ 3)
◎

甕
口径 (140)
残高  28 「く」字状

日縁。内面に明瞭な稜をもつ ヨヨナデ ヨコナデ
乳茶色
乳茶色

石・長 (1～ 4)

◎

250 甕
口径 (170)
残高  30

日縁部はやや反り気味に大きく外反する。

内外面に明瞭な稜をもつ
ヨヨナデ ヨコナデ

乳茶色
乳茶色

石。長 (1～ 3)

金

◎

甕
口径 (136)
残高  29

日縁部はやや反り気味に大きく外反する。

内外面に明瞭な稜をもつ
ヨ コナ デ

◎ やメツ

(胴上)ケ ズヅ

乳責褐色
乳黄褐色

石。長 (1～ 3)

◎

252 甕
頸径 (124)
残高  41 「く」字状口縁。内外面

に稜をもつ
0マメツ

四 ハケ(8本 /
cm)→ナデ

ヶデソ
乳責色

乳黄色
長 (1～ 2)

○

253 甕
口径 (156)
器高 238

「く」字状日縁。日縁端部は丸い。球形
の胴部に丸みのある底部をもつ

Θ ヨヨナデ

⑧ 芽タキ(8～ 10

本/5cm)→ ナデ

∪ ヨコナデ

匝廼Dケ ズソ
加下ン ケヽ

乳黄褐色
乳黄褐色

石。長 (1～ 5)

◎

す霊
口径 (120)
残高  27

日縁部は上外方にゆるやかにのびる。日

縁端部は強いヨヨナデにより平担面をも
(口端)ヨ ヨナデ

◎ ハケ
→ナデ

ハケ(5本/m)→
ナデ

乳白色

乳白色
石・長 (1～ 2)

◎

255 と霊
口径 (■ 0)

残高  41

日縁部は反 り気味に外反する。日縁端剤
は先細 りで丸く仕上げる。内面に明瞭な

稜をもつ

ハケ(10～ 11本 /
cln)→ナデ

マメツ
赤橙色
赤橙色

石。長 (1～ 3)

◎

256 壷 残高  38 複合日縁主。拡張部
はゆるやかに上外方

にのびる。
ケズヅ→ナデ ミガキ

乳白色
乳白色

石。長 (1～ 3)

◎

257 壷 残高  39
複合口縁主。拡張部は大きく内傾 しての

びる。日縁端部は平担面をなす。 5条の
波状文あり。

ナ デ
豆璽⊃ハケ
拡⊃ミガキ

乳 色
乳灰色

石・長 (1～ 3)

◎

258 士霊 残高  50 肩
部片。19る やかに湾山する。貝殻文を

8条施す
ケヽ(4～ 5本/cm) マメツ

色

色
石。長 (1～ 4)

◎
黒斑

鉢
口径 (128)
残高  70

口縁部は外上方に短 くのびる。口縁端部
は丸い。小型品。

マメツ マメツ
乳白色
乳白色

石・長 (1～ 2)

◎
黒斑

鉢
口径 (184)
残高  56

日縁部は外上方にのびる。 マメツ マメツ
乳黄色
乳責色

石・長 (1～ 5)

◎

高不
口径 (260)
残高  30

やや反り気味に外反する。国縁端部は洵 (口端)ヨ ヨナデ

◎ ハケ
→ミガキ

ミガキ
色

色
石・長(1～ 35)

◎
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SK2出 土遺物観察表 土製品

表62 SK2出 土遣物観察表 石製品

表63 SK2出 土遺物観察表 木製品

出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽樹|
生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

高邪 残高  40 不都下位に丸みをおびた段をもつ。 ミガキ ミガキ
色
色
茶
茶
乳
乳

石・長 (1～ 3)
◎

263 高邪 残高  40 脚部片。器壁が厚
い。接合法は差し込み

技法である。
マメツ ナ デ

乳白色
黒色

石。長 (1～ 2)

◎

高不 残高  50 脚部片。器壁
が薄い。円子し(直径 8 null大 )

を穿つ。
ナ デ ナ デ

乳灰色
乳灰色

石・長 (1～ 2)

◎

265 壷
径
高
底
残
(30)
68 厚く小さ

い平底の底部。

胴上)タ タキ

胴⊃ ハ ケ→ タ

タキ

ロ ナデ

匝亘⊃マメツ
乳責褐色
乳黄褐色

石。長 (1～ 3)

◎

266 壺
径
高
底
残
(10)
17 丸底の底部。

ハ ケ マメン
黒色
黒色

石。長 (1～ 3)

◎

番 号 器種 残存 材質

法  量
備  考 図版

長 さ (cm) 幅(cm) )享 さ(cm) 重 さ (g)

敲石 完形 11 90 590.000

番号 器種 遺存状態 樹 種

法  量
木取 り 備  考 図版

長さ(cm) 中昌(cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

268 用途不明品 散孔材
(1500)

現存長

最大130

妄莞/1ヽ0 70

揖罠プ(0 65

最 /1ヽ 0 50

SK2

httα ll

表64 SD7出 上遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1合樹|
生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外 面 内  面

重
径
高
底
残
(102)
32 厚みのある平底。

マメツ マメツ
色
色

白

白

石。長 (1～ 4)

砂

◎

士笠
径
高
底
残
(80)
35 厚みのある平底。 ミガキ ミガキ

色

色
石。長 (1～ 3)

◎
黒斑

甕 残高  23
口縁部は反 り気味に外反する。口縁端部
に 1条の沈線文を施す。

ヨ コハ デ ヨヨナデ
乳白色
乳白色

石。長(1～ 2)

◎

表65 SD7出 土遺物観察表 石製品

番 号 器種 残存 材 質

法  量
備  考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) サ享さ (cm) 重さ(g)

272 不明品 2/3 12 40 220 085

273 伐採斧
刃部大きく

欠損
16 10 627 000
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表66 SD3出 土遺物観察表 土製品

釜ノロ遺跡 8次調査地

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調

1待棚|
土
　
成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 画

甕
口径 (170)
残高  22

やや反り気味に外反する口縁部。端部は

丸い。内外面に稜をもつ。
ヨヨナデ

(口端)ミ ガキ

Θ マメツ

色
色
褐
褐
乳
乳

石。長 (1～ 3)
◎

甕
口径 (13.9)

残高  31
やや反 り気味に外反する日縁部。端部は

九い。内面に稜をもつ。
ヨコナデ

Θヨヨナデ
(頸部)ケ ズツ

乳灰色
乳灰色

砂

◎

甕
口径 (140)
残高  39

やや反 り気味に外反する口縁部。端部は

面をもつ。
ヨヨナデ

◎ヨヨナデ
⑬ ケズノ

乳灰色
乳灰色

砂
金
◎

277 簑
口径 (195)
残高  28

ゆるやかに外反する口縁部。国縁端面は

ナデにより凹む。

(国端)ヨ ヨナデ

◎ ハケ(10本/cm
→ヨコナデ

ハケ(8本 /cm)→
ヨコナデ

乳黄色
乳黄色

長 (1～ 3)

◎

278 甕
口径 (136)
残高  56

短くのび外反する口縁部をもつ。口縁端
部は九い。

0マメツ
初同上)ハ ケ(9本 /
cm)

0マメン
画 ナデ

赤責色
赤黄色

石・長 (1～ 5)

◎

279 甕
口径 (140)
残高  78

ゆるやかに外反する国縁部。日縁端部は

ナデにより凹む。 D口≡Dミガキ
色

色

掲

掲

乳

乳
石・長 (1～ 5)

◎

甕
頸部径 (148)
残高  27 内外面

に明瞭な稜をもつ。 ヨ コナ デ
Эナデ
圧廼∋ケズソ

乳黄色
乳黄色

砂

◎

壬空
口径  (148)
残高  28

複合口縁壷。拡張部は内傾気味に立ち上

力Sる 。 日縁端部は丸い。

①ミガキ
銅 上 )ハ ケ (8～ 9

本/cm)→ ミガキ

ミガキ
乳掲色
乳褐色

石・長 (1～ 5)

◎

士霊
口径 (136)
残高  40 複合口縁=。

口縁端部は面をなす。 マメツ マメツ
乳黄色
乳黄色

石・長 (1～ 4)

◎

士霊
口径 (155)
残高  40

複合口縁重。回縁接合部は芽ガ状にのび
る。国縁端部は面をなす。

ナ デ ナ デ
乳責色
子し黄色

石。長 (1～ 3)

◎

284 士霊
径
高
回
残
(136)
42

ゆるやかに外反して立ちあがる回縁部。
国縁端部はナデにより下方にやや拡張す
る。

(口端)ヨ ヨナデ

Θ ハケ(7～ 8本/
cm)

デナコ

デ

ヨ

ナ

Э

⑭
乳灰色
乳灰色

石・長 (1～ 2)

金

◎

285 士笠
口径 (120)
残高  40 やや反り気味

に外反する口縁部。 ヨコナデ
デ

ツ

ナ

望
々
　
コ

マ

　

ヨ

Э
⑭

乳灰色
乳灰色

石 (1)・

長 (1～ 3)

○

286 士霊
口径 (223)
残高  27 口縁端部に3条の沈線文あり。 ナ デ マメツ

乳黄色
乳橙色

石・長 (1～ 2)

◎

壷
口径 (230)
残高  28 口縁瑞部

に 3条の沈線文あり。 マメツ マメツ
乳黄灰色
乳黄灰色

石 (1～ 15)・

長 (1～ 3)

◎

288 士笠 残高  87 大型品。頸部に凸帯 1条。 Эマメツ
⑭ヨコナデ

① マメツ

⑬ いケ(10本 /cm)

乳黄橙色
乳茶色

石。長 (1～ 3)

◎

289 霊 残高  33 口縁部わずか
に内湾。国縁端部は面をも

つ。円孔 (直径6dlll)
マメツ ナ デ

乳黄色
乳黄色

石。長 (1～ 3)

◎

290 高辱
径
高
稜
残
(188)
33 不部片。不部下位に稜をも

つ。 ミガキ
ハケ(6～ 7本/cm)
→ミガキ

乳灰色
乳灰色

石・長 (1)

金

◎

高不
稜径 (152)
残高  22 不部片。

lTN部下位に稜をもつ。 マメツ マメツ
乳灰色
乳色

砂

金

◎

292 高不
稜径 (144)
残高  29 邦郡片。

lTh部下位に稜をもつ。 マメツ

1邪上)マメツ

ロ ハケ(5本 /

側)→ナデ

色

色
石。長 (1)
◎
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽料|
生

成

胎
　
焼

備考 図版

外  面 内 面

高邦
径
高
稜
残
(144)
23 直立気味に立ち上がる口縁部。 ヨヨナデ

ハケ(8本 /cm)→
ナデ

乳責色
乳黄色

長 (1～ 35)
◎

高邪
径
高
口
残
(150)
35
短 く外反する口縁部。国縁端部に2条C
沈線文あり。

マメツ
四 ヨヨナデ

Dマメツ
乳灰色
乳灰色

長(15～ 3)
◎

高不 残高  65 脚部片。円子し
(脚上 )やメツ

⑩
いケ∞本/側)
→ナデ

ナ デ
乳黄灰色
乳黄灰色

石 (1～ 2)
長 (1～ 4)
金

○

高不 残高  60 脚部片。円孔
凹 マメツ

(脚下)ハ ケ(8本 /
cm)

マメツ
乳黄色
乳黄色

石・長 (1～ 5)
◎

297 高不 残高  52 脚部片。円子し 本♪
ノ、ヶく
廼
④
ω

やメツ
色
色
橙
橙
赤
赤

石。長 (1～ 4)

◎

高不
径
高
底
残
(124)
60 脚部片。円孔 (直径1 lcm)

(脚下)ハ ケ(6本 /
cm)→ナデ

(脚端)ヨ ヨナデ

ケズノ
乳灰色
乳灰色

石 (1～ 2)
長 (1～ 4)
金

◎

鉢
径
高
底
残
14 6

48 台付鉢の脚部。円孔 (直径1 5cm)4ケ 。
t脚上)ハ ケ(5～

本/伽 )

繍 ミガキ
本一

デ

ヶ

ナ

ハ

醐
④

ｍ

乳褐色
乳褐色

石・長 (1～ 3)
◎

鉢 残高  30 台付鉢の脚部。円孔 ⑩いケ→ミガキ⑩
ナデ
Эマメツ

色
色
黄
責
乳
乳

石。長 (1～ 3)

◎

支脚
底径 (120)
残高  25 脚部片。脚端部は丸みのある面をもつ。 ヨ

ヨナデ ナ デ
色

色

密
金

◎

器 台
口径 (274)
残高  15

口縁部片。口縁端部はナデによりやや上

方に肥厚する。
ヨヨナデ ヨコナデ

色

色

石 (2～ 3)・

長 (1～ 3)

◎

器 台
口径 (214)
残高  17 口縁部片。口縁端部に2条の沈線文。

マメツ
(回上)ナ デ

(口下)マ メツ

色
色
橙
橙
乳
乳

長 (1～25)
◎

甕
径
高
底
残
(34)
33 厚みのある平底。

ヨヨナデ→ハケ Θ↓旨頭痕
色
色
責
黄
乳
乳

長 (1～ 2)

◎
黒斑

甕
径
高
底
残
(52)
25 厚みのあるややくびれの平底。 マメツ マメツ

乳褐色
乳灰色

石。長 (1～ 3)

◎

306
径
高
底
残
(24)
29 小さ

い平底。 マメツ マメツ
乳黄色
黒色

石・長 (1～ 3)

◎

鉢
径
高
底
残

台付鉢の底部。 くびれの上げ底。
ハケ(8本/cm)→
ナデ

⑧ナデ
延甍Dナデ

暗灰褐色
暗灰褐色

石 (1)
密
◎

士空
径
高
底
残
(54)
31 くびれの上げ底。

マメツ マメツ
色
色
灰
灰
乳
乳

砂

○

士霊
径
高
底
残
(81)
48 くびれの上げ底。

ヨコナデ ナ デ
乳橙色
黒色

長 (1～ 4)

◎

壷
径
高
底
残
(4 8)

24 厚みのある平底。 ケヽ(7本/cm) やメツ
黒色
乳灰色

石・長 (1～ 3)

◎
黒斑

士霊
径
高
底
残
(40)
92 立ちあがりをも

つ平底の底部。 ハ ケ (7～ 8本 /cm)
ケヽ(5本 /cm)
ケヽ(8本 /cm)

乳灰色
乳黄色

石・長 (1～ 4)

◎

SD3出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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SD3出 土遺物観察表 土製品

表67 SD3出 土遺物観察表 石製品

表 6 SD3出 土遺物観察表 鉄製品

釜ノロ遺跡 8次調査地

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽81

生

成

胎
　
焼

備考 図版
外  面 内 面

土 玉 残高  20 ナデにより面をもつ。 ナ デ 乳責色
石・長 (1～ 3)
◎

番号 器種 残存 材質

法 量

備 考 図版
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石 鏃 ほぼ完形 サヌカイト 0 688

不明品 完形 96.420

不明 品 1100 1,116 000

表68 SD3出 上遺物観察表 装身具

番号 器種 出土地点 残有 材質 色

法 量

備 考 図版

長さ(mm) 径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

打ヽエ 埋 上 1/2 ガラス 0 015

打ヽ玉 埋 土 完形 ガラス 0 022

番号 器種 残存 材質

法 量

備  考 図版

長さ(cm) 中昌(cm) )享 さ(cm) 重さ(g)

鏡 小 片 銅製 騨

缶、9ο 講
奮

0ヽ 》う,
11 610

表70 SD2出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1告棚|
胎 土

焼 成
備 考 図版

タト  屁ヨ 内 面

士霊
底径 (68)
残高  34 大き

い平底。 ナ デ マメツ
乳褐色
暗茶掲色

石・長 (1～ 4)

◎

壷 残高  49 月Π言日,キ。ヘラ描き沈線文 3条。
ミガキ ミガキ

色

色
石。長 (1～ 3)
◎

表71 SDl出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽棚|
土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

17N
径
高
口
残
(150)
39
口縁部はやや内湾気味に立ちあがる。
口縁端部は丸い。

マメツ マメツ
黒灰色
黒灰色

石。長 (1～ 3)

◎

322 鉢
口径 (215)
残高  30

大きく外反する口縁部。
日縁端部は丸い。

団 ヨコナデ

徊レヽケ
ロンヽケ

色

色

茶

茶

乳

乳
石。長 (1～ 3)
◎

323 高郭
径

高

底

残
(138)
30 脚端面に 1条の凹線文を施す。

Эマメツ
ロ ヨヨナデ

②マメツ
乳色
乳茶色

石。長 (1～ 3)
◎
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表75 第Ⅲ層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表72 SDl出 土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材質

法  量
備  考 図版

長さ(cm) 中昌(cm) サ享さ(cm) 重さ(g)

石庖丁 約 1 塩基性片岩 27 202

325 砥 石 3/4 12 10 960 000

表73 S P19出 土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材質

法  量
備  考 図版

長さ(cm) 中目(cm) 月語さ(cm) 重さ(g)

不明品 完形 13 2 266.000

表74 水田址出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材質

法  量
備  考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 月言さ(cm) 重さ(g)

327 不 明 品 50,000

不明品 12 00 10 80 1,035.000

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調

1待獄|
生
　
成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

不 身
受部径 (124)
残高  25

たちあがりは欠損する。断面三角状の受
部をもつ。

i体上)回転ナデ

胚⊃ 回転 ヘ ラ

曹Jり

回転ナデ
青灰色
灰色

密

◎

士笙
径
高
口
残

短頸重。口縁部は短 く直立し、端部は丸
ヽ`。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

橋鉢 残高  40 口縁端部は上方
に拡張する。

内面に8本の櫛描条線あり。
回転ナデ 回転ナデ

赤茶褐色
赤茶褐色

長 (1)
砂
◎

332 器 台 残高  26 器台の柱部。
刻み目と列点文、刺突文を施す。

青灰色
灰色

密

◎

333 簑 残高  38 タタキ痕が頭著。 夕芽 キ ケヽ(7本 /cm)
責灰色
責褐色

石。長 (1～ 2)

密
◎

皿
口径 (110)
残高  18

口縁部は内湾気味に立ち上がる。
端部は丸い。

マメツ ヨコナデ
乳橙色
乳橙色

石。長 (1～ 2)

◎

羽釜 残高  13 ツ
バ部はやや長く横方向にのびる。
瑞部は丸い。

ヨヨナデ ヨヨナデ
色

色

里
小
里
小

密

◎

上 釜 残高 102 三足付土釜の脚。
直線的にのびる。

マメツ
乳責褐色
乳黄掲色

石。長 (1～ 2)

◎

上釜 残高  82 三足付上釜の脚。
湾曲しながらのびる。

マメツ
乳責褐色
乳責褐色

石。長 (1～ 2)

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調油棚|

土

成

胎

焼
備 考 図版

外 面 内 面

338 甕
径
高
口
残
(20.4)

32 「く」宇状口縁。端部は面をもつ。
(口端)ヨ ヨナデ

◎ハケ(10本 /
Clll)

◎ ハケ(10本/
cln)

赤橙色
赤橙色

長 (1～ 4)

◎

器 台
回径 (242)
残高  27 円形浮文 1ケ。山形文。 ナデ ナデ

乳橙色
乳橙色

長(05～ 15)

◎

壷
径
高
口
残
(226)
2.0
口縁部片。口縁端面に2条の沈線文あり。ナ デ マメツ

色
色
褐
褐
責
黄

石。長 (1～ 3)
◎

高郭 残高  39 不部小片。口縁瑞部は欠損。
郭部下位に段をもつ。

マメン ハケ→ミガキ
乳黄灰色
乳黄灰色

石・長 (1～ 4)

◎

高不 残高  28 充填技法。 マメツ ナ デ
乳責灰色
乳黄灰色

密

◎

甕
径
高
底
残
(4.6)

25 厚い平底。 ナデ ナデ
乳責褐色
乳褐色

石。長(1～ 3)
◎

甕
径
高
底
残
(28)
19 平底の底部。 マメツ ハ ケ

黄褐色
乳褐色

石・長 (1～ 4)

◎

鉢
底径 (58)
残高  24 突出ぎみの平底。 マメツ マメツ

乳褐色
乳褐色

石・長 (1～ 4)

◎

第Ⅲ層出土遺物観察表 土製品

釜ノロ遺跡 8次調査地

表76 その他の出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調

1禽樹|
土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 画

邪蓋
径
高
稜
残
(102)
2.4
断面三角形の稜をもつ。 回転 ナデ 回転ナデ

青灰色
青灰色

長 (1)
◎

甕
底径 (26)
残高 34

立ち上がりをもつ平底。
指頭痕顕著。

ナデ ヨヨナデ
乳橙色
乳橙色

密

◎

348 甕 朧
姉
(38)
23 ややくびれる上げ底。 ヨコナデ マメツ

乳貢色
乳黄色

長 (1～ 2)

◎

霊 離
嫡
(60)
30 立ち上がりをもつ平底。 ナデ ナデ

色
色
橙
橙

砂
金
◎

高邪
脚底径 (140)
残高  19 裾瑞部に2条の凹線文を施す。 ヨヨナデ ヨヨナデ

乳橙色
乳橙色

長 (1～ 3)

金

◎

表77 その他の出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材質

法  量
備  考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石錐 ほぼ完形 サヌカイト 5 007

352 敲石 完形 163.910
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第 5章 自然科学分析
株式会社 古環境研究所

I.釜ノロ遺跡 7次調査柱材の樹種同定

1.試 料
試料は、釜ノロ遺跡(7次)調査の柱材、礎板の 9点ぞある。いずれもPEG処理が施されていた。
試料はNα l～ 9ぜあり、結果表に示す。

2.方 法
試料の表面に水を付けた後、カミツノを用いて新鮮な基本的三断面 (本材の横断面、放射断面、接

線断面)を作製した。切片は生物顕微鏡によって60～ 600倍ぜ観察し、解剖学的形質および現生標本と

の対比によって同定した。

3.結 果
結果は表78に示し、分類群の頭微鏡写真を示す。以下に同定根拠となつた特徴を記す。

1)コ ナラ属アカガシ亜属 9躍γctt s2bgo%。 ●ιん肋物η9かた グナ科 (第 101図 1・ 2)
横断面 :単独の道管が放射方向に配列する放射孔材である。大型の広放射組織が存在する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列と大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリヨナラ属アカガシ亜属に同定される。イテイガシ、アラカシなどがあり、本州南部、

四国、九州に分布する。照葉樹林の主要高木である。高さ30m、 径1.5mに 達する。材は強靭ぜ弾力に

富み、主に農工具に用いられる。

表78 釜ノロ遺跡 7次調査出土柱材の樹種同定結果

遺物番号 料言」t 樹 種  (不日名/学名)

18

19

20

21

22

23

24

28

29

No l 増三オオ SB loSP l  力し,財

No 2 礎板  SB l・ SP l

Nα 3 柱材 SB l・ SP2 丸材

Nα 4 礎オ反 SB l・ SP2

陥 5  礎板  SB l・ SP 2

No 6 柱材 SB l・ SP 3 九材

Nα 7 柱材 SB l・ SP 4 丸材

Nα 8 柱材  SB 2・ SP l 丸材

Nα 9 柱オオ SB 2・ SP 2 角材

アカガシ亜属 ●ιみ物力%ψSλ
アカガシ亜属 ●¢乃肋力%ψSλ
アカガシ亜属  の河沸励%ψsλ

アカガシ亜属 のσんbα力%ψsぬ

アカガシ亜属 のθんbαカカψsλ
アカガシ亜属 のじみ♭α肋%9クsA
アカガシ亜属 のσみbα励禦かλ
モチノキ属  五テ傷
モチノキ属  五テ防
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自然科学分析

2)モ チノキ属 司餌 モチノキ科 (第 101図 3)

横断面 :小型ぜやや角張つた道管が、単独あるいは数1回放射方向に複合 して散左する散孔材である。

道管の径はあまり変化 しない。

放射断面 :道管の穿子しは階段穿孔板からなる多子し穿了しで、階段の数は20～40ぐ らいぜある。道管の

内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は平伏細胞 と直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型ぜ、直立細胞のみからなる単列のものと、 2～ 6細胞幅で上

下の縁辺部の 1～ 3細胞高が単列の多列のものからなる。

以上の形質よリモチノキ属に同定される。モチノキ属は常緑または落葉性の高木または低木で、モ

チノキ、クロガネモチ、イヌツグなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。常緑のものは

照葉樹林の主要構成要素である。高さ15m、 径50calに達する。やや堅硬な材で、器具などに用いられる。

4.所 見
釜ノロ遺跡 (7次)調査の柱材、礎板はヨナラ属アカガシ亜属 とモチノキ属であった。いずれも照

葉樹林の主要構成要素で照葉樹林から容易に供給される。SBlは アカガシ亜属ばかりで、SB2は
モチノキ属である。遺構ごとに異なる樹種が用いられており、建築の単位や時期などが異なると考え

ら,化る。

〔文献〕

佐伯浩・原田浩 1985 広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,P49-100.
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樹 種 同 定

第101図 釜ノロ遺跡 7次調査柱材の顕微鏡写真

横断面      :0 2mm
l.No l コナラ属アカガシ亜属

放射断面      :0.2mm

横断面      :0 5mm
2.No 5 コナラ属アカガシ亜属

放射断面      :0 2mm

横断面      :0,2mm
3. No 9 モチノキ属

れ堪
鞄

接線断面      :0.2mm

接線断面

放射断面      :0 1mm 接線断面      :0 1mm
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Ⅱ。釜 ノロ遺跡 8次調査における花粉分析

1.試 料
調査対象は、弥生時代の上坑SKl、 SK2の堆積物である。試料は、SKlのサンプ/b/Nα l(取

り上げNα 2、 ②層)、 サンプ/L/Nα 2(取 り上げNα 3、 ③層)、 サンプ7L/Nα 3(⑤層)、 サンプノレNα 4(③

層、400cc)、 サンプノレNα 5(土器238内 )、 サンプ7L/Nα 6(上器241内上層)、 サンフ
°
71/Nα 7(土器241内

下層)、 SK2のサンプ7L/No l(①層)、 サンプ71/Nα l(②層)の計 9点である。

2.方 法
花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を 参考にし、試料に以下の順で物理化学処理を施し

て行つた。

1)5%水酸化カノウム溶液を加え15分間湯煎する。
2)水洗した後、0,5mmの舗で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗した後、水酢酸によって脱水し、アセトツシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸のエノンドマン氏

液を加え1分聞湯煎)を施す。

5)再び水酢酸を加えた後、水洗を行う。         |
6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グノセツンゼノーぜ封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、1500rpm、 2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てると

いう操作を3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに、生物顕微鏡によって300～ 1000倍ぜ行った。花粉の同定は、島倉

(1973)および中村 (1980)を アトラスとし、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベノレ

によって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級ぜ分類した。複数の分類群にまたがるものはハイ

フン (― )で結んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分ぜきる場合は
十

それらを別の分類群とした。イネ属に関しては、中村 (1974、 1977)を参考にし、現生標本の表面模

様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して分類し、個体変化や類似種があることからイネ属型とし

た。

3.結 果
出現した分類群は、樹木花粉28、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 4、 草本花粉25、 シダ植物胞子 2

形態の計59ぜある。これらの学名と和名および粒数を表 1に示し、主要な分類群を写真に示す。以下

に出現した分類群を示す。

〔樹木花粉〕

モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、カラマツ属―トガサワラ属、スギ、コウヤマキ、イテイ科―

イヌガヤ科―ヒノキ科、クノレミ属、サワグノレミ、ハンノキ属、カバノキ属、クマンデ属―アサダ、クノ

ーシイ属、ブナ属、ヨナラ属ヨナラ亜属、ヨナラ属アカガシ亜属、エレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、

アカメガシワ、サンショウ属、ウノレシ属、ニシキギ科、カエデ属、 トチノキ、クロウメモドキ科、ブ
ドウ属、 トネノヨ属、ニワトコ属―ガマズミ属
〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕
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クワ科一イラクサ科、バラ科、マメ科、

〔草本花粉〕

ガマ属―ミクノ属、オモダカ属、イネ科、

ギシギシ属、ツバ属、アカザ科―ヒユ科、

ワレモヨウ属、アズキ、セノ科、シノ科、

亜科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

花 粉 分 析

ウコギ科

イネ属型、カヤツノグサ科、タデ属、タデ属サナエタデ節、

ナデシヨ科、キンポウゲ属、カラマツノウ属、アグラナ科、

ナス科、オオバコ属、オミナエシ科、タンポポ亜科、キク

1)SKl
SKlの 試料から得られた花粉群集は、車本花粉の占める割合が高い。草本花粉では、イネ科 とヨ
モギ属の出現率が高く、セツ科、アブラナ科、カヤツノグサ科などの出現率もやや高い。樹木花粉で

はヨナラ属アカガシ亜属 とクノーシイ属の出現率がやや高 く、スギやマツ属複維管束亜属などが伴われ

る。なお、1-②層、2-③層、3-⑤層、4-③層ではアカザ科―ヒユ科の出現率がやや高く、No12では

ヨナラ属アカガシ亜属とヨモギ属が多い。栽培植物としては、各試料からイネ属型、 2-③層と238か

らアズキ、241下層からノバ属が検出された。

2)SK2

②層では草本花粉の占める割合がやや高く、イネ科、ヨモギ属が優占する。また、草本のカナムグ

ラに類似する形態をもつクワ科―イラクサ科の出現率も高い。樹木花粉ではクノーシイ属、ヨナラ属ア

カガシ亜属の出現率がやや高い。なお、②層からは回虫卵がわずかに検出された。

①層ではイネ科、ヨモギ属が優占し、アブラナ科などが伴われる。樹木花粉はやや低率であり、ク

ノーシイ属、ヨナラ属アカガシ亜属、マツ属複維管束亜属などが主に出現する。

4.花粉分析から推定される植生、環境、農耕
SKlの周囲は、イネ科、ヨモギ属、セノ科、アグラナ科、カヤツノグサ科、アカザ科一ヒユ科、
クワ科―イラクサ科などの人里植物あるいは農耕雑車の性格をもつ車本が繁茂し、排水のよいやや乾燥

した環境が推定される。また、周辺ではイネやアズキ、ノバなどを栽培する水田や畑が営まれていた

と考えられる。

SK2ぜはイネ科、ヨモギ属、アグラナ科がより卓越し、SKlの周囲より乾燥した環境であった
と推定される。出現率のやや高いクワ科―イラクサ科は乾燥した改変地に生育するカナムグラと考えら

れる。

森林要素としてはヨナラ属アカガシ亜属、クノーシイ属が優占するため、周辺地域にはカシ類やシイ

類の照葉樹林が分布していたとみなされるが、本遺跡の周辺では孤立木のような疎な状態で生育して

いたと考えられ、森林はやや遠方に分布していたと推定される。

上器内の堆積物である238、 241上層、241下層ではアカザ科―ヒユ科の出現率がやや低 く、238でヨナ

ラ属アカガシ亜属とヨモギ属の出現率がやや高いが、構成される分類群には埋土の試料と大きな差異

がない。また、特殊な用途に使用される植物に起因する花粉は見いだせない。このことからみて、こ

れらの上器内の堆積物は土坑内の埋上に起源すると考えられよう。
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5。 小 結

弥生時代の上坑SKlと SK2お よび土器内の堆積物について花粉分析を行つた。その結果、周辺
はイネ科、ヨモギ属、セツ科、アグラナ科、カヤツリグサ科、アカザ科―ヒユ科、クワ科―イラクサ科

などの人里植物あるいは農耕雑車の性格をもつ車本が繁茂し、排水のよいやや乾燥した環境が推定さ

れる。また、周辺ではイネやアズキ、ツバなどを栽培する本田や畑が営まれていたと考えられる。
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表 釜 遺跡

花 粉 分 析

口遺跡 8次調査 SKlに おける 果

分類群 埋 土

２３８帥
241土器内

学名 和 名 ②層 ③層 ⑥層 l⑨唇409α 上層 下層

Arboreal ponen
ノ生うウ¢s

磁
身%熔 s防弛9η.D妙′οりんη
Lα知力翌Xο %冴οね%ξα
(チ空堵,わ %珍ι夕物2チ妙οηウ"駐力
'9タ

ゲ妙Sυつ知″訪′筋カ
Taxaceae‐Cephalotaxaxeae‐ Cupressaceae

勉 肱熔

クル約磁り
'//2ο
あわ励

4肋盗
Bο紘カ
のゆ″盗てる″)り 〕砂″ 2
Cps力ηω εttηクカ‐C岱力ηψs為

婢
働 ″αtt s夕 bFaη Lψゲブοう′励%郷
⑫ 9″仇企 sク塊影η.Oιん肋力%οクsλ
S血疵 勤 朗 s珍夕%″筋
O′瀦‐々 励″,″肋9 αψ珍胞
肋 肋燃 肋 ο″ゲ銘
劾猾t崩り物η
R力熔
Cι】偽″9θ9,9
ッ4θ診″
4盗碗′郷 ″ん力α″
Rhamnaceae
防溢
Fttη熔
S,ηιb″ひιttS‐ 7わクタηι″タタケ

樹木花粉
モミ属
ツガ属
マツ属複維管束亜属
カラマツ属―トガサワラ属
スギ
コウヤマキ
イチイ科―イヌガヤ科―とノキ科
クルミ属
サワグルミ
ハンノキ属
カバノキ属
クマンデ属―アサダ
クノーンイ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
エレ属―ケヤキ
エノキ属―ムクノキ
アカメガシワ

サンショウ属
ウノンシ属
ニシキギ科
カエデ属
トチノキ
クロウメモ ドキ科
ブドウ属
トネツコ属
ニワトコ属―ガマズミ属

1

1

4

1

14

4

1

l

l

1

1

1 2 1

1

1

1

1

1

Arboreal o Nonarboreal pollen
WIoraceae‐ 〔」rticaceae

Rosaceae
Legu■linOsae

Araliaceae

樹木・車本花粉
クワ科―イラクサ科
バラ科
マメ科
ウコギ科

２４

１

　

８

１

　

４

　

２

１

４

２８

一
　

２

３

1

一
　

　

　

・１

１

５

1

7

12

29

Nonarboreal pollen

効 協―勤αηαη力物

勲 紘物

Gramineae
6》νzα 抄 ¢

鋤 診絡 θσα♂

帰 娩聖η″η Sι

'乃 み4雙″クvsヮ航 虎 容ゲω物
Rク物傷

物 9クノ協物

Chenopodiaceae‐ Amaranthaceae
Caryopnyllaceac
Rcη %″θク」多盗

η物施婉 η

Cruciferae
肋赫 οんα

Azι加力 ,鍵フ彦力s

Urnbelliferae

Labiatae

Solanaceae
Pttηチ空郵ο

Valerianaceae
Lactucoideac
AsterOideae
X¢η″力″

4滋η港カ

車本花粉
ガマ属―ミクノ属
オモダカ属
イネ科
イネ属型
カヤノツグサ科
タデ属
タデ属サナエタデ節
ギンギシ属
ノバ属
アカザ科―ヒユ科
ナデンコ科
キンポウゲ属
カラマツノウ属
アブラナ科
ワレモコウ属
アズキ
セツ科
シノ科
ナス科
オオバコ属
オミナエシ科
タンポポ亜科
キク亜科 _

オナモミ属
ヨモギ属

7

5

2

4

1

13

2

1

Fern spore
�lonolate type spore

Trilate type spore

シダ植物胞子
単条溝胞子
三条溝胞子

4

ArbOreal po■ en
Arboreal・ Nonarboreal pollen
Nonarboreal pollen
Total ponen
UnknoM/n po■ en
Fern spore

樹木花粉
樹木・草本花粉
草本花粉
花粉総数
未同定花粉
シダ植物胞子

Helminth eggs 寄生虫卵 (― ) (― ) ←) 件) ()
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表00 釜ノロ遺跡 8次調査SK2における花粉分析結果

分類群 SK2

学名 和 名 ①層 ②層

Arboreal ponen

ノ生b,9s

Ts額ク

2ηtt s″勉物.Dわ Jοηんη

C夕″ん物¢カ ア砂ο″ゲε
`Z

Sc・力冴9クゲ級o%蒻
'′

力″

Taxaceae‐Cepha10taxaxeae‐Cupressaceae

のゅ勿盗a″)η ヵゅοηえワ
C老浴オαηια翻診%駐′α‐C老浴ザ,η9っ6λ

Qク%αtt Mう解η.Lψゲあうαttη熔

蝕 ιγαtt Sク bgo%.⑫ιわ肱力ηοかλ

1/‐」2ι
`s‐
'Z;ο

力ο%`猟タタ与箔ι影筋

4盗協′雰 ″んケηα″

樹木花粉

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

スギ

コウヤマキ

イテイ科―イヌガヤ科―とノキ科

クマンデ属―アサダ

クノーシイ属

コナラ属コナラ亜属

ヨナラ属アカガシ亜属

ニレ属―ケヤキ

トチノキ

5

1

10

18

1

2

1

27

3

16

1

Arboreal・ Nonarboreal pollen

WIoraceae‐ Urticaceae

樹木 。革本花粉

クワ科―イラクサ科

Nonarboreal pollen

島少物―勤 額α″物η

働炉純物

Gramineae

物 Z,みψ♂

9″¢ηttα¢

Chenopodiaceac‐Amaranthaceae

Caryopnyllaceae

Cruciferae

S,ηgク港ο″bp

U�belliferae

Solanaceae

Lactucoideae

AsteFoideae

4滋物ゐカ

草本花粉

ガマ属―ミクソ属

オモダカ属

イネ科

イネ属型

カヤツノグサ科

アカザ科―ヒユ科

ナデンコ科

アブラナ科

ワレモコウ属

セ′科

ナス科

タンポポ亜科

キク亜科

ヨモギ属

120

1

11

5

2

24

6

4

11

59

79

1

9

3

1

10

1

5

3

3

10

69

Fern spore

Monolate type spore

Trilate type spOre

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

3

6

7

6

Arboreal po■en

Arboreal o Nonarboreal pollen

Nonarboreal pollen

Total pollen

Unknown pollen

Fern spore

樹木花粉

樹木・草本花粉

革本花粉

花粉総数

未同定花粉

シダ植物胞子

85

15

243

343

3

9

51

77

194

322

1

13

Helminth eggs

As切幻s

寄生虫卵

回虫卵 l
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草
木
花
粉

樹
木
花
粉

ヨ モ ギ 属

オ ナ モ ミ 属

キ ク 亜 科

タ ン ポ ポ 亜 科

オ ミ ナ エ シ 科

オ オ バ コ 属

ナ ス 科

ンヽ ツ 科

セ リ 科

ア ズ キ

ワ レ モ コ ウ 科

ア プ ラ ナ 科

カ ラ マ ツ ツ ウ 属

キ ン ポ ウ ゲ 属

ナ デ シ ヨ 科

ア カ ザ 科 ― ヒ ユ 科

ツ パ 属

ギ シ ギ シ 属

タ デ 属 サ ナ エ タ デ 属

タ デ 属

カ ヤ ツ リ グ サ 科

討 講 】 常

― ｌ μ 釦 伽 Ｉ Ｉ

イ ネ 科

オ モ ダ カ 届

ガ マ 属 ― ミ ク リ 属

ウ ヨ ギ 科

マ メ 科

バ ラ 科

ク ワ 科 ― イ ラ ク サ 科

ニ ヮ ト コ 属 ― ガ マ ズ ミ 属

ト ネ リ コ 属

ブ ド ウ 属

ク ロ ウ メ モ ド キ 科

ト チ ノ キ

カ エ ≡ ア 属

ニ シ キ ギ 属

ウ ル シ 屋 中

サ ン シ ョ ウ 属

ア カ メ ガ シ ワ

エ ノ キ 属 ― ム ク ノ キ

ニ レ 層 ― ケ ヤ キ

ヨ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属

ヨ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 科

ブ ナ 属

ク リ ー シ イ 属

ク マ シ デ 属 ― ア サ ダ

カ バ ノ キ 属

ハ ン ノ キ 属

サ ル グ ル ミ

ク ル ミ 属

イ チ イ 科 ― イ ヌ ガ ヤ 科 ― ヒ ノ キ 科

コ ウ ヤ マ キ
ス ギ

カ ラ マ ツ 属 ― ト ガ サ ワ ラ 属

マ ツ 属 複 雑 管 東 亜 属

ツ ガ 属

モ ミ 匡 一

シ ダ 植 物 胞 子

草 本 花 粉

を 含 む 花 粉

樹 木 と 草 本

樹 木 花 粉
Ｋ
Ｓ

ロ
イ
ネ
属
型

表
81
 
釜
ノ
ロ
遺
跡
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査
SK
lに
お
け
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花
粉
組
成
図
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粉
総
数
が
基
数
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「

樹
木
花
粉

  
  
  
 |

殴 沸 摯 峠 ⇒ 第

ヨ モ ギ 属

キ ク 亜 科

タ ン ポ ポ 亜 科

ナ ス 科

セ リ 科

ワ レ モ コ ウ 属
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Ⅲ。釜 ノロ遺跡 8次調査ぜ検出された植物遺体 (編み物)の植物珪酸体分析

1.試 料
試料は、SKlの③層下部で検出された植物遺体 (編み物)か ら採取された植物片 (サンプノンNα①、
②)ぜある。肉眼観察では、サングルNo①は木本類、サンプノレh②は車本類の植物片と見られていた。

2.分析法
植物片を洗浄して付着した上壌を取り除いたのち、電気炉灰化法 (550℃・ 6時間)で灰化して灰像

プレパラートを作成した。なお、植物片の内部を観察するためプレパラート作成時に灰像の一部を破

壊した。観察は400倍の偏光頭微鏡下ぜ行った。

3。 結果 と考察

観察の結果、各試料とも植物組織内からは植物珪酸体は検出されなかつた (第 103図 1, 2)。 植物

組織の周囲ではススキ属やネザサ節、クマザサ属などの植物珪酸体が検出されたが(第 103図 3～ 6)、

これらはいずれも植物片の表面に付着していたものと考えられる。

イネ科やタケ亜科、カヤツノグサ科は、葉、茎、地下茎などに何らかの形で植物珪酸体が形成され

ていることから、編み物に使われていたのはこれら以外の植物と考えられる。

表03 植物珪酸体の顕微鏡写真

Nα 分 類 群 試料名 倍率

1

2

3

4

5

6

植物片の灰像

植物片の灰像

ススキ属型

ネザサ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

100

100

400

400

400

400
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4 ネザサ節型

5 ネザサ節型
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種 実 同 定

Ⅳ.釜ノロ遺跡第 8次調査における種実同定

1.試 料
試料は、現地ぜ取り上げられた試料と水洗選別用の堆積物がある。取り上げ試料は、SB3の 9点
とSK2の 6点、掘立 1の 1点、SKlの 73点の計89点である。SKlの うち15点は種子として分け
られており、他は核として選別されている。水洗遇別用の堆積物SKlのサンプノレNo 4(③層)、 サン
プブレNα 6(土器241内上層)、 サンフ

°
ルNα 7(土器241内下層)の 3点である。ここでは、SKlの試料

名を4-③層、238内、241上層、241下層とする。

2.方 法
取り上げ試料は肉眼により観察を行つた。堆積物は0.25111111の 舗ぜ水洗選別を行い、肉眼および双眼

実体顕微鏡で観察を行った。同定は形態的特徴および現生標本との対比によって行つた。SKlの堆
積物は種実の密度がやや少なかったため採取量のほぼ全量を用い、4-③層で400cc、 241上層ぜ900cc、

241下層で600ccを 水洗選別に用いた。結果は同定レベ7L/に よって科、属、種の階級で示した。

3.結 果
(1)同定された分類群

同定の結果、樹木 1、 草本16の計17の分類群が同定された。学名、和名および粒数を表に示し、主

要なものを写真に示した。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

a。 モモ P筋%器 夕ι対2 Batsch 核 (内果皮)バ ラ科
責褐色～黒褐色ぜ楕円形を呈する。側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起 としわがあ

る。比較的丸いものが多 く、表面はなめらかである。 SKlサ ンプノレNα18のみ表面に小子しが多数あり
異なる。モモは中国原産 とされる栽培植物である。

〔草本〕

b. イネ科A・ B Gramineae A・ B 穎
形態により、A・ Bに分けられた。

Aは灰褐色～茶褐色で楕円形を呈す。長さ1.511ull、 幅1.Ollllll。

Bは淡褐色～茶褐色で長楕円形を呈す。長さ1.lllllll、 幅0.911ull。
C.ホタ71/イ 属 駐ゲゅ熔 果実 カヤツノグサ科
黒褐色ぞやや光沢があり広倒卵形を呈する。断面は両凸レンズ形である。表面には横方向の微細な

隆起があり、基部に4～ 8本の針状の付属物を持つ。長さ1.7～ 1.81mll、 幅1.1～ 1.211ull。

d.カ ヤッジグサ属A・ B の″夕ηtt A・ B 果実 カヤツノグサ科
形態により、A・ Bに分けられた。

Aは黒掲色～黒色で狭倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。長さ1.5～ 1.611ull、 幅
0.4～ 0.511ull。
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Bは黒褐色で倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は偏平である。長さ1.0～ 1.211ull、 幅0。 711ull。

e.ヨ ナギ И力θttοttα υゅ αtt Presl var,plantaginea Solms― Laub.種子 ミズアオイ科

淡褐色で楕円形を呈す。表面には縦方向に 7～ 9本程度の隆起があり、その間を横方向の密な隆線

がえる。長さ0.8～ 1.211ull、 幅0.4～ 0.541111。

f.タ デ属 捻み即%%物 果実 タデ科

茶褐色で卵形を呈す。表面にはやや光沢があり、断面は三角形である。長さ1.311ull、 幅1.Ollull。

g.ア カザ属 働ι%ψθJ物物 種子 アカザ科
黒色で光沢があり、円形を呈す。片面の中央から周縁まで浅い溝が走る。径 1.lllull。

h.ヒ ユ属 賜 紹励 餌 種子 ヒユ科
黒色で光沢があり、円形を呈す。一ヶ所が切れ込み、へそがある。断面は両凸レンズ形である。径

1.1～ 1.2Ш 4。

i.ザクロツフ ν砺頻 ″η彦妙力′力 L.種子 ザクロツウ科
黒色でやや光沢がある。円形を呈し、 lヶ所が切れ込み、白い種柄がある。表面には微網な網状斑

紋がある。径0。 411ull。

j. ナデシヨ科 Caryophyllaceae 種子

黒色で円形を呈し、側面にへそがある。表面全体に突起がある。径0.6111111。

k.チ ドメグサ属 夏ヶヴ知θθ炒力 果実 セツ科
淡褐色～黄褐色ぜ一端が切形となる半円形を呈す。縁と中央に縦方向の稜が走る。長さ0.9111111、 幅0.

7mm。

1.カ タバ ミ属 物 ぬ 種子 カタバ ミ科

茶褐色で楕円形を呈 し、上端が とがる。両面には横方向に 6～ 8本の隆起が走 る。長さ1.411ull、 幅0.

911■ ll。

m。 ウノ類 9朋紗ぬ 陶っん L。 種子 ウノ科

淡褐色～黄褐色で長楕円形を呈 し、上端の側面は「ハ」字状にくぼむ。長さ6.llnlll、 幅3.lllllllであっ

た。インド原産 とされる食用 となる栽培植物でマクワウノなど栽培種が多い。

n. ヒョウタン類  L鱈物αttα sん盟別α Standl.種 子  フノ科

淡褐色で楕円形を呈す。上端にはへそと発芽孔があ り、下端は波 うつ切形を呈す。表面には縦に 2

本の低い稜が走る。アフノカ原産 とされる栽培植物で ヒョウタン、トウガン、フグベの栽培種があ り、

トフガン、フクベは食用になる

O.キ ク科  Compositae 果実 キク科

茶褐色で楕円形を呈 し、両端は切形 となる。表面には縦方向に 8本程度の筋が走 る。長さ2.511Ml、 幅

1.Ollull。

p.シ ャジクモ属  物 紹 卵胞子 シャジクモ科

黒色で楕円を呈す。断面は円形で、表面には右下が りの螺旋状の隆起が12本程度ある。長さ0,7～ 0。

911un。

(2)取 り上げ (出土)試料 (表 84～ 89、 91、 93)

1)SB3
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核サンプルNα l～ 9はモモ核の破片ぜある。

2)SKl

核サンプ7L/No l～ 58はモモ核であ り、ほとんどが完形であるが半形 (半分に割れた もの)と 破片 も

ある。

種Nα l～ 15は ヒョウタン類種子ぜ、Nα12のみウノ類種子である。

3)SK2

核Nα l～ 6はモモ核ぜあ り、完形、半形、破片がある。

4)掘立 1

核Nα lは モモ核である。

僧)SKIの 水洗選別における検出結果 (表 90、 92)
各試料 ともやや種実の合有密度は低かった。

1)サ ンプノレNα 4(③層、400cc)

4-③層の400cc中から58個の種実が検出された。チドメグサ属、カヤツノグサ属が多く、キク科、

アカザ属などが伴われる。

2)サンプノレNα 6(土器241内上層)
241上層の900cc中から55個の種実と卵胞子が検出された。チドメグサ属、カヤツノグサ属が多く、

ヨナギなども出現する。他にシャジクモ属の卵胞子がやや多い。

3)サンプノレNo 7(上器241内下層)
241下層の600cc中から139個の種実が検出された。樹木ぜはモモ核がやや多く検出された。草本では

イネ科 とカヤツノグサ属が多く、チドメグサ属、カタバ ミ属、タデ属、ヒユ属、キク科が主に出現す

る。

4.考 察
(1)栽培植物

特に弥生時代のモモ核が多く出土し、ヒョウタン類、ウノ類 も出土した。これらは明らかな栽培植

物である。

モモ核は、SKlを 中心に多く検出されたが、SKlサ ンプ/b/Nα 18を 除いて、いずれも形が丸 く、
比較的表面がなめらかぜある。モモ核の形態をまとめた金原 (1996)に よると、核 (内果皮)の表面
に維管束の通る小了しがなく、表面が比較的なめらかぜ、形が丸いかやや長めぜ先端がほとんど尖らな

いかやや尖るものがあり、平均的な形状 としては長さに対 して幅 と厚さが大きく丸いとされるA類に

あたる。長さ、幅、厚さを計数したが (表 91、 92)、 その長さ/幅、長さ/厚さ、幅/厚さの比率の平
均値は、A類に最 も近い。A類は縄文時代からも出土例があり、弥生時代から古墳時代を通して存在

するされるモモ核である。なお、SKlサ ンプノレNo18の モモ核は特徴が異なり、異なるタイプのモモ
核ぜある。

SKlか らヒョウタン類の種子が多数出上した。大きさの計測値を表10に示す。遺跡から出土する
ヒョウタン類 (ヒ ョウタン仲間)は大きさにより時代による出上傾向が調べられており (藤下、1992

など)、 それに従 うと、本遺肋出上のヒョウタン類種子は弥生時代から古墳時代にかけて出土する範囲
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のものにあたる。また、SKlサ ンプノレNα12のウノ類 (メ ロン仲間)は、藤下 (1996な ど)に より調
査研究がなされており、長さ6.1～ 8.OIlullの 中粒種子 (マ クワウノ・シロウノ型)に あたり、弥生時代

の遺跡からもつとも普通に出土するものにあたる。

(2)種実同定から推定される弥生時代の植生と環境

SKlの水洗選別試料は3試料あるが、いずれも革本のチドメグサ属、カヤツノグサ属が多く、サ
ンプノレNα 7(土器241内下層)ではイネ科も多い。他にカタバミ属、タデ属、アカザ属、ヒユ属、キク

科などが出現しており、これらは人里植物 Bb・ よび農耕雑草の性格をもつ植物で、いずれも人為的要素

の強い遺体群である。このことから、SKlの周辺はこれらの革本が生育し、比較的排水のよいやや
乾燥した環境が広がつていたと推定される。モモ核以外の樹木の種実が検出されておらず、樹木の少

ない開けた景観が考えられる。

サンプノレ醜 6(上器241内上層)力 Bら は、ヨナギとシャジクモ属の水湿地性の植物が出現しており、

滞水が示唆される。他の試料から検出されていないことから、一時的な滞水であった可能性がある。

サンプノレ配 7(土器241内下層)か らはモモ核が特徴的に検出される。SKlの掘り下げ途中にも多
量のモモ核が検出されているため、土器241内 に本来入つていたのか埋没段階に取り込まれたのか判断

できない。なお、花粉分析過程において、モモの表皮毛の観察も行つたが、いずれの試料からも検出

されなかった。このことからみて、モモは果実ではなく、核の状態でSKlな いし上器241内 に堆積さ
れたものと考えられる。
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表04 SB3 モモPrunus persica Batsch核の同定結果

表85 SK2 モモPrunus persica Batsch核の同定結果

表 86 掘立 1 モモPrunus pers'ca Batsch核

サンプル

Nα

取 り上げ

No

位

構

層

遺
個   数

埋 土 破片 1

９

， 埋 土 破片 3

つ
υ 炉② 破片 1

4 炉② 破片 1

5 炉② 破片 1

6 貼床土② 破片 1

7 貼床土② 破片 5

8 貼床土① 破片 4

9 貼床土① 破片 1

サンプル

Nα

取り上げ

No

位

構

層

遺
個   数

1層 半形 2

2 Ｏ
υ 2層 半形 2

Ｏ
υ 5 2層 半形 1

4 完形 1 破片 1

5 不明 1

6 破片 1

サンプル

No

取り上げ

Nα

位

構

層

遺
個   数

SP⑥内 完形 1
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隷
' SKl 

ヒョウタン類Lagenaria sttraria Standl層子の同定結果―

サン|ブル

血

取り上げ
醜
離
離

個  数

1 3層
う
０

2 2 3層 281破片6

3 3 3.層 1

4 4 3層 1

５

・
5 5層 ■

■

6 6 3層 3

7 9 破片3
8

■
■

9 2

お
Ｖ
ヽ
■

１
■
１
■ 3

・２ 栄フノ類 G協物ぬ物力 醜 子 l

13 破片2

14

15          ( 1
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表88 SKl モモPrunus persica Batsch核の同定結果

サンプル

No

取り上げ

Nα

層位

遺構
個   数

サンプル

Nα

取り上げ

No

位

構

層

遺
個   数

1 1 2層 完形 1 30 30 3層 完形 l
９

“

９

″ 3層 完形 1 つ
０

Ｏ
υ 3層 完形 1

つ
０

つ
υ 3層 完形 1 32 ９

，

つ
け 3層 完形 1

4 4 3層 完形 1 つ
０
つ
０

つ
０
つ
Ｄ 3層 完形 1

5 5 3層 完形 1 34 34″ 3層 完形 1

6
資
υ 3層 完形 1 35 35 3層 半形 1

7 7 3層 完形 1 36 36 3層 完形 1

8 8 3層 完形 1 37 37 3層 完形 1

9 9 3層 半形 2 破片 2 38 38 3層 完形 1

10 10 3層 完形 1 39 39 3層 完形 1

3層 完形 1 40
（
υ 3層 完形 ユ

12
９

， 3層 完形 1 刀
■

刀
仕 3層 完形 1

つ
υ

つ
け 3層 半角 2 42 刀

仕 3層 完形 1

14 14 3層 完形 1 つ
０
カ
生

つ
０
刀
仕 5層 完形 1

15 15 3層 完形 1 44 44 5層 完形 1

16 16 3層 完形 1 45 45 5層 完形 1

17 17 3層 半角 1 破片 1 46 46 5層 完形 1

18 18 3層 完形 1 47 47 3層 完形 1
６
ｙ 19 3層 完形 1 48 48 5層 完形 1

20 20 3層 完形 1 49 49 3層 完形 1
９

守

つ
々 3層 完形 1 50 完形 1

22 22 3層 完形 1 買
υ 完形 1

23 つ
０
９

守 3層 完形 1 52 破片 3
０
と

９

， 3層 完形 1 つ
０
医
υ 完形 1

25 25 3層 完形 1 54 完形 1

26 26 3層 完形 1 55 完形5半形4破片1

27 27 3層 完形 1 56 完形 1

28 28 5層 完形 1 57 完形18半形5破片4

29 29 3層 完形 1 58 完形 1
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自然科学分析

表90 釜ノロ遺跡 8次調査SKl水 洗選別 (0.25mm舗 )に おける種実同定結果

表80 釜ノロ遺跡 8次調査出土種実同定結果

分 類 群 SB3 SKI SK2
掘立 |

Sヨ0内

学名/和名 部位 埋 土 炉②
貼床

土②

貝占床

上①
2層 3層 5層

土器

241
I層 2層

物 η多婿少9姑ゲθα助 偽肋

モモ

L聖望ηαηα sゲθゼ解殉,S惚%″Й

ヒョウタン類

C%,v%ぬ ″ι力 L.

ウ ツ類

核 完形
半形

破片

種子

破片

種子

5

ユ 38

6

3

36

6

6

1

1 29

9

8

20

5

1

l

勘

"蝕
θωη (不明) l

分 類 群 牛③層
400cc

241上層

900cc

241下層

600cc
学名 和名 部位

arbor

P/2%泳 っι終ケθ
'Bα
ぬ肋

樹木

モモ 核

破片

３３

　

９

herb

Granllneae

駐妙 熔

Cbttι伽 4

0ν夕密B
ル砂ηοθ力ο々 α)は%,ぬ 醜 S′

%夕生′)協
'2カ
ζゲηω S9′タタ婚 Lαクう.

P9み轡οηク%

C力ιη9少ο″ゲクタタワ

Aη筋短η肋熔

フ
'め

と斃 θ″崩妙力′力 L.

助″即ク妙協宅αゼ

物 ぬ

島げ℃ω炒カ

L鍵争ιttα狗
'Sゲ
θι紹陶αS″ηプス

Cο ,物少θs,協っ

C協紹

車本

イネ科A

イネ科B

ホタルイ属

カヤツツグサ属A
カヤツツグサ属B
ヨナギ

タデ属

アカザ属

ヒユ属

ザクロノウ

ナデンコ科

カタバ ミ属

チドメグサ属

ヒョウタン類

キク科

シャジクモ属

頴

穎

果実

果実

果実

種子

果実

種子

種子

種子

種子

種子

果実

種子

果実

卵胞子

1

１

　

１

　

３０

　

　

　

５

2

16

1

4

1

2

1

14

３７

　

３

３‐

　

１

3

1

3

1

4

9

1

3

Total 合計
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91 釜ノロ遺跡 8次調査 SKl出 土モモ核計 の み

サ ン フ
Pル No 長 さ (mm) 叫ヨ(mm)

'早

さ (mm) 記さ /中扇 長 さ/厚 さ 幅 /厚 さ
19.2 16.7 12.5 1.15 1.54 1.34

3 19.2 14.0 12.5 1.37 1.54 1.12
23.6 19,4 15.0 1.22 1.57 1.29

5 19.0 16.1 13.9 1.18 1.37 1.16
6 24.7 19.0 14.6 1.30 1.69 1,30
7 20.4 16.9 13.5 1.21 1.51 1.25
8 19,7 16.3 13.1 1.21 1.50 1.24

19.4 17.9 14.5 1.08 1.34 1.23
19.5 16.1 14.2 1.21 1.37 1.13
21.6 18.5 13.8 1.17 1.57 1.34

15 21.1 17.1 13.3 1.23 1 59 1.29
18 30.4 23.5 18.7 1.29 1.63 1.26
19 19,0 16.3 12.9 1.17 1.47 1.26
20 18.5 15.8 13.5 1.17 1.37 1.17

20.2 17.8 13.4 1.13 1.51 1.33
22 20.8 17.2 14.7 1.21 1.41 1.17
23 18.7 15.5 12.9 1.21 1 45 1.20

20.0 16.0 12.8 1.25 1.56 1.25
25 21.3 17.9 13.7 1.19 1.55 1.31
26 20.3 17.1 13.8 1.19 1.47 1.24

19.8 17.4 13.5 1.14 1.47 1.29
28 18.8 15.5 12.6 1.21 1.49 1.23
29 19.5 16.5 13.1 1.18 1 49 1.26
30 19.3 16.8 13.4 1.15 1 44 1.25

18.6 16.1 13.4 1.16 1.39 1.20
32 21.0 17.3 13.0 1.21 1.62 1.33
つ
じ
Ｏ
υ 20.5 16.9 13.0 1.21 1.58 1.30
34 20.2 16.2 12.8 1.25 1.58 1.27
36 19.4 16.3 13.6 1.19 1 43 1.20
37 19.8 15.2 12.6 1.30 1.57 1.21
38 20.4 17.0 13.4 1.20 1.52 1.27
39 23.8 21.0 14.6 1.13 1.63 1.44
40 20.4 15,9 12.4 1.28 1,65 1.28

19.0 16.1 12.9 1.18 1.47 1.25
42 19.4 17.0 13.6 1.14 1.43 1.25
43 21.8 18.9 13.9 1.15 1.57 1.36
44 21.3 17.1 13.0 1.25 1.64 1.32
45 23.2 19.1 13.1 1.21 1,77 1.46
46 19.8 17.2 13.6 1.15 1.46 1.26
48 18.5 17.1 13.1 1.08 1.41 1,31
49 21.3 18.1 13.4 1.18 1.59 1.35
55 21.9

17.2
17.9
13.8

13.3
11.7

1.22
1.25

1.65
1.47

1.35
1.18

20,8
20.0
20.9
19,0
22.4
18.8
24.0
19.2
19.8
20.8
19.0
22.8
20.6
20.0
19.1
18.2
17.5

18.3
17.7
17.9
16.6
17.2
16.7
18,7
16.1
16.9
17.6
15.9
19.2
17.0
15.7
15.2
15.4
13.6

14.5
14.5
13.8
13.5
13.8
13.6
14.7
12.9
12.3
13.9
12.1
13.8
12.8
12.6
12.1
12.5
11.4

1.14
1.13
1.17
1.14
1 30
1.13
1.28
1.19
1.17
1.18
1.19
1.19
1.21
1.27
1.26
1.18
1.29

４３

３８

５．

４．

６２

３８

６３

４９

６．

５０

５７

６５

６．

５９

５８

４６

５４

２６

２２

３０

２３

２５

２３

２７

２５

３７

２７

３．

３９

３３

２５

２６

２３

・９

58 21.1 17.7 13.5 1.19 1.56 1.31
平 均 値 20.4 17.0 13.4 1.20 1.52 1.27

核  同  定
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表92 釜ノロ遺跡 8次調査SKl土 器241内下層検出のモモ核計測値 (完形のみ )

長 さ(mm) 中冨(mm) 厚 さ (冊m) 長さ/幅 長さ/厚さ 幅/厚さ

21.2

21.9

22,7

20,0

20.8

18。 1

18,4

19.2

20.6

24.5

20.4

21.4

19.3

21.8

23.6

22.0

21.4

21.6

20.0

19.5

20。 5

20。 9

22.0

22.0

20.1

20.6

20。 6

22.2

19.6

22.3

21.3

20.1

19,9

16.7

18.7

17.5

16.8

19.0

16.8

16.4

16.4

17.7

18.5

17.7

17.8

16.4

16.9

19。 1

17.0

18.0

16.9

16.8

17.5

17.5

18.3

19,0

17.9

18。 1

18.8

17.7

19,6

16.5

18.8

18.6

16.8

16.4

12.3

14.0

12.8

12.8

13.5

13.5

13.4

13.4

13.3

14.2

13.4

13.7

12.7

13。 1

13.8

12.4

13.6

12.7

12.8

12.9

13.3

14.2

14.2

13.7

13.9

15.0

13.0

14。 3

13.1

13.9

13.2

14.0

13.3

1.27

1.17

1.30

1.19

1.09

1.08

1.12

1.17

1,16

1.32

1.15

1.20

1.18

1.29

1.24

1.29

1.19

1.28

1.19

1.11

1.17

1.14

1.16

1.23

1.11

1.10

1.16

1.13

1.19

1.19

1.15

1.20

1.21

1.72

1.56

1.77

1.56

1.54

1.34

1,37

1.43

1.55

1.73

1.52

1.56

1.52

1.66

1.71

1.77

1.57

1.70

1.56

1.51

1.54

1.47

1.55

1.61

1.45

1.37

1.58

1.55

1.50

1.60

1.61

1.44

1.50

1.36

1.34

1.37

1,31

1.41

1.24

1.22

1.22

1.33

1.30

1.32

1.30

1.29

1.29

1.38

1.37

1.32

1,33

1.31

1.36

1.32

1.29

1.34

1.31

1.30

1.25

1.36

1.37

1.26

1.35

1.41

1.20

1.23

平均値

20.9 17.7 13.4 1.19 1.56 1.31

自然科学分析
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表93 釜ノロ遺跡 8次調査SKl出 土ヒョウタン類種子の計測値
サンプルNo 層位 長 さ (mm) 中冨(mm) サンプルNo. 層位 長さ(mm) 幅 (mm)

Nα l 3層 11.8

12.1

12.3

5。 3

5.5

5.7

Nα 3 3層 12.1 5。 8

Nα 4 3層 11.9 5。 9

Nα 5 5層 11.9 5.5

Nα 2 3層 11.8

12.1

12.3

11.2

12.5

10.5

11.9

11.4

12.3

11.7

11,3

12.1

12.9

11.7

11.6

11,9

10.8

10.2

11.8

11,9

11.2

11.6

10.2

11.6

12.1

12.3

11.4

11.2

5.8

5,6

5.9

5.5

5.7

5。 5

5.3

5.5

5,9

5,7

5.5

5,9

5.8

5。 5

5。 8

5.7

5,1

5.8

5,8

5,6

5.8

5。 6

5。 9

5.9

5,5

5.7

5.6

6.3

Nα 6 3層 11.6

11.9

11.3

5.5

5。 8

5.6

Nα 7 10。 8

11.9

10.5

12.4

11.0

11.6

12.0

11.4

12.1

5.5

5。 7

5.3

5.4

5.7

5.8

5,9

5.6

5.6

Nα 8 12.4 5,9

Nα 9 10。 9

11,9

6.2

6.2

Nα10 12.1 5。 6

К 、11 12.0

11.1

6.1

5。 6

Nα13 10.5 6。 3

Nα14 11.2 5,6

No15 10.5 5,6

平均値     ■ .6 5.7

種 子 同 定
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第105図 金ノロ遺跡 8次調査出土種実 I

la モモ核 (S K l No18)lb 同左

3a モモ核 (S K l N648)3b 同左

モモ核 (SKl土器
241内の上 下層)

5b 同左

2a モモ核 (S K l No43)2b 同左

自然科学分析

中――‐5mm

-3mm
端
団
Ｋｌ
下
い
土

モモ核
中

４ 4b 同左

―‐3mm

-5mm

-5mm
端曰

Ｋｌ
下
い
土モモ核中

６5a 6b 同左

-5mm

器上
回
Ｋｌ
下
い
土一モモ核中

７ 8a モモ核 (SKl土 器
241内の上 下層)-5mm

7b 同左
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種 実 同 定

第106図 金ノロ遺跡 8次調査出上種実 II

子

一

種
ケ
類
２
ン

Ｎ０

タ

ー

ウ

Ｋ

ヨ

Ｓ

ヒ

＜

５

ヒョウタン類種子
(S K lNol)-lmm

ヒョウタン類種子
(S K l Nol ) 一 Imm

10 アカザ属種子
―-0 1mm

ヒョウタン類種子

(S K lNol)一 Imm

7 カヤツリグサ属 A果実
-0.lmm

ヒョウタン類種子
(S K lNo2)-lmm

8 カヤツリグサ属 A果実
-0.lmm

6 ウリ類種子
(S K l No12) 一 Imm

irⅢI
コナギ種子

―-0

13 カタバ ミ属種子
-0 1mm

■■■ ■ |

14 チ ドメグサ属果実
-0 1mm

キク科果実
―――――-0 5mm

12 ナデシヨ科種子
-0 1mm

16 シャジクモ属卵胞子
―-0 1mm
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自然科学分析

V.釜 ノロ遺跡 8次調査か ら出上 した木材の樹種同定

1.試料
試料は24点の木材である。試料番号 と出土層位、遺構を表94に示す。

2.方法
カミツノを用いて試料の新鮮な基本的三断面 (木材の横断面、放射断面、接線断面)を作製 し、生

物顕微鏡によって60～ 600倍で観察 した。樹種同定はこれらの試料標本をその解剖学的形質および現生

標本 との対比によって行つた。

3.結果
結果を表 1に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠 となつた特徴を記す。

a.マ ツ属複維管束亜属 司%鶴 subgen,Dゎテθηみη マツ科

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取 り囲むエピセツウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状ぜある。放射4反道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属にはクロマツとアカマツ

があり、放紙係道管内壁の鋸歯状肥厚の程度で同定できるが、本試料は鋸歯状肥厚が存在するものの

腐朽が激 しく、十分な観察がぜきなかつた為、マツ属複維管束亜属 とした。アカマツ、クロマツとも

に常緑高木で、材は水湿によく耐え、広 く用いられる。

b. ヒノキ C娩駒πτ剪)αゑ θうサ塞α Endl. ヒノキ科 (第 107図 1)
仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はゆるやかぜ、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞がみられる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で 1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、 1～ 15細胞高である。

以上の形質よリヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本)H、 四国、九州、屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ40m、 径1.5mに 達する。材は木理通直、肌目緻密ぜ強靭、耐朽性お

よび耐湿性 も高い。良材であり、建築など広 く用いられる。

C. スダジイ Q崩勁9クsλ s力 bθJカゲHatusima ブナ科

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔ぜ、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。
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木材の樹種同定

以上の形質よリスダジイに同定される。スダジイは本州 (福島県、新潟県佐渡以南 )、 四国、九州に

分布する。常緑高木で、高さ20m、 径 1.5mに 達する。材は耐朽、保存性やや低 く、建築、器具などに

用いられる。

d. ツ ブ ラ ジ イ  Q崩 物 9かλ θ套 ″
'α

tt SChOttky ブ ナ 科

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管が、疎に数列配列する環子し材である。晩材部で小道管

が火炎状に配列する。放射組織は、単列のものと集合放射組織が存在する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔ぜ、放射組織は平伏細胞からなり、同性放射組織型である。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よリツグラジイに同定される。ツグラジイは関東以南の本州、四国、九州に分布する。

常緑高木で、高さ20m、 径1.5mに 達する。材は耐朽性、保存性低 く、建築材などに用いられる。

e.ヨ ナラ属アカガシ亜属 oク"醒
subgen.の研肋α力%9かた ブナ科 (第 107図 2)

横断面 :中型から大型の道管が、 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射子L材ぞあ

る。道管は単独で複合 しない。

放射断面 :道管の穿了しは単穿孔ぜ、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリヨナラ属アカガシ亜属に同定される。ヨナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イテイ

ガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本ナH、 四国、九州に分布する。常緑高木ぜ、高さ30m、 径1.5

mに達する。材は堅硬で強靭、弾力性強 く耐湿性 も高い。特に農耕具に用いられる。

f.ヨ ナラ属アカガシ亜属 ? o%彿 subgen.⑫εん物励禦かλ? ブナ科
保存状態が極めて悪 く変形 も著 しく部分的にコナラ属アカガシ亜属の特徴を示すものの同定に至ら

なかつた試料をコナラ属アカガシ亜属 ?と した。

g。 ヨナラ属ヨナラ節 働 π tt sect.P�容 グナ科 (第 107図 3)

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環了し材である。晩材部では薄壁で角張っ

た小道管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリヨナラ属ヨナラ節に同定される。ヨナラ属ヨナラ節にはカシワ、ヨナラ、ナラガシ

ワ、ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、 径60cmぐ らいに

達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

h.ク スノキ Cinnamomum camphora Presl クスノキ科 (第 108図 4)

横断面 :中型から大型の道管が、単独および 2～数イ回放射方向に複合 して、平等に分布する散孔材
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である。道管の周囲を輪状に柔細胞が取 り囲んでいる。これらの柔細胞の中には、油を含み大きく膨

れ上がったものも存在する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔ぜ、道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞で上下の縁辺部のもののみ直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型ぜ 1～ 2細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには、

しばしば大きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質よリクスノキに同定される。クスノキは、関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布す

る。常緑高木で、通常高さ25m、 径80clnぐ らいであるが、高さ50m、 径5mに達するものもある。材は

堅硬ぜ耐朽性が強 く、保存性が高く芳香がある。建築、器具、楽器、船、彫刻、ろくろ細工などに用

いられる。

i.ク スノキ ? C力 %αttθ%%%切 η″θtt PresI? クスノキ科
保存状態が極めて悪 く変形が著 しいため、部分的にクスノキの特徴を示すものの同定に至らなかっ

た試料をクスノキ ?と した。

j.サクラ属 吻 %熔 バラ科 (第 108図 5)

横断面 :小型ぜ丸い道管が、単独あるいは 2～ 3個放射方向および斜め方向に複合 して散在する散

孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔ぜ、道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は、同性に近

い異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で 1～ 4細胞幅ぜある。

以上の形質よリサクラ属に同定される。サクラ属には、ヤマザクラ、フワミズザクラ、シウノザク

ラ、ウメ、モモなどがあり、北海道、本州、四回、九州に分布する。落葉の高木または低木である。

k. ヒサカキ属 β%空盟 ツバキ科
横断面 :小型の道管が、ほぼ単独ぞ密に分布する散孔材ぜある。

放射断面 :道管の穿子しは階段穿孔板からなる多了し穿子しで、階段の数は多 く100を越えるものがある。

放射組織は平伏細胞、方形細胞、直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅で、多列部 と比べて単列部が長い。

以上の形質よリヒサカキ属に同定される。ヒサカキ属にはヒサカキ、ハマヒサカキなどがあり、本

州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑の小高木で、通常高さ10m、 径30cmである。材は強さ中庸で、

器具などに用いられる。

1. シャシャンボ 物α力物%b紹紘 紘陶 Thunb.ツ ツジ科 (第 108図 6)
横断面 :小型ぜ角張った道管が、単独ないし2～ 3個複合 して散在する散孔材ぜある。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿子しで、階段の数は比較的少なく10本前後のもの

が多いが、まれに単穿子しも認められる。道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は異性ぜあ

る。
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接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、直立細胞からなる単列のものと、 6～ 8細胞幅ぜ長い

紡錘形を示す多列のものからなる。多列のものはほとんどが平伏細胞からなるが、上下縁辺部 と側面

部に直立細胞が見られる。

以上の形質よリシャシャンボに同定される。シャシャンボは関東南部以西の本州、四国、九州に分

布する。常緑の低本で、通常高さ 1～ 5m、 径10clllぐ らいであるが、大きいものは高さ10m、 径70cmに

達する。

m.散子Ltt diffuse― porous wood

横断面 :小型の道管がよばらに散左する。

放射断面 :道管が存在する。

接線断面 :放射組織が存在することがかろうじて確認ぜきた。

以上の形質より散孔材に同定される。なお本試料は小片であり、保存状態が悪 く、散孔材以下の同

定は困難ぜあった。

n. 広葉樹  brOad―leaved tree

横断面 :道管が存在する。

放射断面 :道管 と放射組織が存在する。

接線断面 :道管 と放射組織が存在する。

以上の形質より広葉樹に同定される。なお本試料は保存状態が悪 く、十分な観察が出来ないため、

広葉樹 とした。

O. 不明 unknOwn

横断面、放射断面、接線断面共に極めて保存状態が悪 く、良好な切片が作製出来なかったため、観

察することが困難であつた。

4.所見
本遺跡から出上した木材は、ヨナラ属アカガシ亜属 (カ シ類)と クスノキが多い。これらは照葉樹

林要素であり、照葉樹林からの木材が主に利用されていたと考えられる。このことから、釜ノロ遺跡

の周辺地域に照葉樹林が分布していたことも示唆される。

〔文献〕

佐イ白浩。原田浩 1985 針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,P2048.

佐伯浩ヽ原田浩 1985 広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,P49-100.
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表94 釜ノロ遺跡 8次調査出土木材の樹種同定結果一覧表

試料番号 試 料 樹  種  併日 名/学 名)

1

2

3

4

S Bl内 S P① 227(柱材)

S Bl内 S P① 228(礎板)

S Bl内 S P④ Nα3

S Bl内 S P③ Nα4

シャシャンボ      均 π力滅 う紹ε彪紘 v Thunb.

ス歩ドジイ          働 sttη留姑た s力うοιtt Hatusima

マツ属複維管束亜属   勧 姑 subgen.Dゎ肋ヴИ

ツ グ ラ ジ イ       C盗 力%ψ sλ ε餐 ″ 勿 勉 SChOttky

5 S B2内 SP⑥ ヨナラ属ヨナラ節    9%例 外 seCt,P�銹

6

7

8

9

10

S B3内 S P① 214

S B3内 S P② 215

S B3内 S P③ 216

S B3内 S P④ 217

S B3内炉②CNα 2

サクラ属        物 η豚
ヨナラ属アカガシ亜属  @%πtt Subgen.o溺肋α物%ψSぬ
ヨナラ属アカガシ亜属  働π tt subgen。 ●研力αttη9かλ
ヨナラ属アカガシ亜属  o%ιγじιtt Subgen。 ●溺>α力%9かλ

ヒノキ            C施例縁紀炒α力
`θ

btta Endl.

”
■
　
　
　
ｏ
と
　
　
　
つ
け

S B4内 S P⑤Nol

S B4内 S P⑤ Nα2

S B4内 S P⑤No3

ヨナラ属アカガシ亜属  o%賀 熔 subgen.⑫σんbα協%ψSA

ヒサカキ属      E%92

ヒサカキ属      E%り 2
４

　

　

５

S Kl

S Kl

αⅧ
　
２４５

ヒノキ            C腕夕耽πψα力
`θ

う燃 a Endl.

コナラ属アカガシ亜属  o%ゼπtt Subgen.●溺肋αttη 9クsλ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

S K2 WNαl

S K2 WNα2

S K2 WNα4

S K2 WNα6

S K2 WNα7

S K2 WNα8

S K2 WNα9

S K2 WNα10

S K2 268

マツ属複維管束亜属   幼 雰 subgen.Dわ Jθηん%

不明         unknOwn

広葉樹               brOad■eaved tree

クスノキ       Gttη αttθ陶%物 磁響卯%紹 Presl

クスノキ       G滅 %α%θ陶%物 2夕物″θtt Presl

広葉樹               brOad― leaved tree

昌 布
ラ属 アカガ シ亜

働 θπtt Subgenけんうα励例外λP

クスノキ ?      G厖 %αttο解ク%切甲郷物η PresI?

青欠了しオオ                diffuse‐ porous wood
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第107図 釜ノロ遺跡 8次調査出土木材の頭微鏡写真 I

横断面      :0.5mm
i. SKl WNo l ヒノキ

横断面      :0.5mm
2. SK1 245 コナラ属アカガ

放射断面
シ亜属

横断面      :0 5mm  放射断面      :0 2mm
3.SB2内 SP⑥ コナラ属コナラ節

放射断面      :0 05mm 接線断面      :0 2mm

接線断面      :0.2mm

接線断面      :0 2mm
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第108図 金ノロ遺跡 8次調査出土木材の顕微鏡写真Ⅱ

横断面      :0 5mm
4. SK2 WNα 6 クスノキ

横断面      :0.5mm
5。 SB3内 SP① サクラ属

横断面      :0 5mm
6.SBl内 SP① (柱材) シャ

放射断面      :0.lmm
ンヤンボ

放射断面      :0.2mm 接線断面      :0.2mm

放射断面      :0 1mm 接線断面      :0.2mm

接線断面      :0 5mm
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第 6章 考 察

―松山平野における弥生時代集落出上のガラス玉―

1. はじア)に
近年、弥生時代の竪穴住居址からは、ガラス小玉の出土例が増加している。筆者は、1991年に松山

大学構内遺跡 2次調査の報告にて「松山平野における弥生時代の竪穴式住居址出上のガラス玉一覧」

を作成した (註 1)。 一方、全国的なガラス研究は、藤田 等氏による『弥生時代ガラスの研究』 (註
2)があり、弥生時代ガラスに関する研究は集大成されたといえる。論中には、愛媛県内の出土品に
ついても触れられており、ガラス小玉の遺構別の集計がなされている。一方、愛媛県における弥生時

代のガラス製品に関する論をは稀薄であり、研究は充分ではないといえる。

本稿は、松山平野における弥生時代のガラス製品について基礎資料を作成することを目的 とし、特

に竪穴式住居址出土品の集成と、出土状況に注目した整理をおこなうものである。

2.資 料
松山平野の竪穴式住居址出上のガラス玉は4遺跡12棟、209点ぜある。

(1)釈迦面 山遺跡 (松山市上野町、註 3)
松山平野南部の低丘陵上には、弥生時代から古墳時代までの集落が展開する。このうちの一つが釈

迦面山遺跡で、主に弥生時代中期後葉の集落関連遺構が検出されている。

SB5は 、中期後葉の円形住居址ぜ、規模は直径6.9m、 面積37m2ぜぁる。出土物には、ガラス小玉
18点、鉄製鋤先、石棒などがある。ガラス小玉は、炉址に接する地点 と、炉からやや離れた位置にあ

る作業台付近より出上 している。ガラス小玉の大きさは長さ2,7～ 3.Ollull、 径3.5～ 5,Ollllll、 孔径 1.041111、

重さ0.036～ 0.099gぜ ある。色調は、青 (本色)と 紺がある。

修)釜 ノロ遺跡 (松山市小坂 )
松山平野の中央部やや北、石手川 と川附川に換まれた沖積地にある弥生時代後期の集落跡。現在ま

でに8次の調査が実施され、 1・ 3・ 7・ 8次の調査地からは、ガラス小玉が出上している。

① l次調査 1号住居址 (註 4)は、後期後半の円形住居址ぜ、張 り出し部 (幅40clll)を もつ。規模は

直径 7m以上で、面積は42∬である(想定、張 り出し部を含まない)。 出土物は、ガラス小玉 6点 と上
器がある。ガラス小玉は、主柱穴付近に故在する。

1次調査 3号住居址は、後期後半の円形住居址で、規模は直径5,7～ 6.5m、 面積32m2でぁ、る。出土物

には、ガラス小玉 3点、土製丸玉 1点ほかがある。ガラス小玉は、炉址内から2点 と壁体付近から1

点が出上している。

② 2次調査 1号住居址 (註 5)は、後期後半の円形住居址である。規模は径5。 2mぜ、面積は21.2m2で

ある。出土物には、ガラス小玉 とモモの種子がある。

なお、 1次及び 2次調査出上のガラス小玉は整理 と保管が不十分だつたために、10点以上の出土品
は現状では 9点 となっている。さらに、各ガラス小玉は出土地点が特定できない。ガラス小玉 9点は、

長さ2.1～ 4.lmm、 径3.4～ 5.2mm、 了し径1,0～ 1.8mm、 重さ0.038～ 0.098gで、色調は青 (水色)と 紺があ

る。③ 7次調査 (本刊 3章)では、後期中葉の住居址 3棟からガラス小玉が出土してぃる。なお、住
居址内の埋土は全てふるいにかけて調査 している。
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SBlは 、円形住居址で、規模は直径5。 1～ 5.5m、 面積22m2でぁる。炉内からは、ガラス小玉1点 と

土器が出上している。ガラス小玉は、長さ4,Ollllll、 径4.Ollllll、 孔径 1.lllull、 重さ0.075gで、色調は青 (水

色)である。

SB2は 、隅九方形の住居址で、規模は6.2× 2.4m以上である。炉内からは、ガラス小玉 1点 とf器

片が出上 している。ガラス小玉は、長さ2.511ull、 径4.Ollull、 子L径 1.311ull、 重さ0.053g、 色調は青 (本色 )

である。

SB3は 、方形ないし長方形の住居址で、規模は4.5m以上である。炉内からは、ガラス小玉 1点 と

土器片が出土 している。ガラス小玉は、長さ5。 Omm、 径4.Omm、 子し径2.Omm、 重さ0,094g、 色調は青 (水

色)である。

④ 8次調査 (本刊第 4章)では、後期前葉の住居址 3棟からガラス小玉が出土している。

SBlは 、主柱穴を検出しただけぜ、規模は推定直径4.5m以上 (面積15。 9m2以上)に なる。ガラス

小玉の細片が床面より1点出上している。色調は白色透明である。

SB2は 、円形住居址で、規模は直径6.2m、 面積32m2ぞぁる。炉内からは6点、埋土中からは89点

のガラス小玉が土器片とともに出上している。ガラス小玉は、長さ1.1～ 4.51nlll、 径1.9～ 4.9mm、 子し径

0.8～ 2.lllull、 重さ0.012～ 0.092g、 色調は青 (水色含む)・ 紺・茶である。

SB3は 、方形住居址で、規模は直径4.6～ 5.5m、 面積21.9～ 28,8m2ぜ ぁる。炉内からは10点、埋土

からは50点のガラス小玉が出上している。ガラス小玉は、長さ1,2～ 4.811un、 径2.1～ 5,OHllll、 子し径0.7～

2.811ull、 重さ0.011～ 0.■ 2gぜ、色調は青 (水色を含む)と 紺である。

なお、終末期から古墳時代初頭のSD3か らはガラス小玉が 2点出土している。ガラス小玉は、長
さ0.30～ 0。 38+α  lnln、 径0.20～ 0.30+α  llHl、 孔径0.14～ 0.14+α  llull、 重さ0,015+α～0.022gで 、色調は

青ぞある。

俗)松 山大学構 内遺跡 (松山市文京町、註 6)

松山平野の北にあり、弥生時代後期から古代まぜの集落跡である。

2次調査 SB7は 、後期中葉の円形住居址で、規模は直径6.9～ 7.lm、 面積38m2である。ガラス小玉

は14点出上し、その大多数が住居址の南半部に集中している。また、ガラス小玉の周辺からは、完形

にちかい土器が多数出土している。ガラス小玉は、長さ3.0～ 4.OIll■ l、 径3.5～ 6.Ollull、 子し径1.2～ 2.Ollull、

重さ0,05～ 0。 10g、 色調は水色である。

僻)束 本遺跡 (松山市束本町、註 7)

松山平野の北東部、釜ノロ遺跡の東lk皿 1こ あり、主に弥生時代後期後半の集落跡である。

S B302は 、円形の住居址で、規模は直径8.3～ 8.8m、 面積58m2でぁる。出土物には、ガラス小玉 6

点、青銅鏡片 (破鏡)1点、鉄鏃 1点 などがある。ガラス小玉は、住居床面に散在し、長さ2.0～ 3.5

111111、 径2.5～ 4.Ollull、 子L径1,0～ 1.8111nl、 重さ0.03～ 0.05g、 色調は青色である。なお S B302の 埋土は全

てふるいにかけている。

3.分 析
ここでは、出土状況 とガラス玉の属性について整理する。

1)出土状況ぜは、出現期、出土住居、出土地点、出土量についてみる。

出現期 :中期後葉の釈迦面山遺跡SB5出 土例が最 も古いもので、そのほかは全て後期である。特
に後期中～後葉に出土例が多い。
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松山平野における弥生時代集落のガラス玉

出土住居 :住居の規模には、直径 もしくは一辺が 4～ 7m未満ぜ、面積が15～ 35m2の 中型住居には 8
棟、 7m以上ぜ35m2以上の大型住居には 4棟でガラス玉が出上している。
また、住居址内ぜの出土地点をみると、炉址内に出上が限られる例は 3棟、炉址内と住居床面から

出土する例は4棟、住居址床面からの出土例は 4棟、出土地点不明は 1棟である。

出土量 :1点が 4棟、 2～ 10点未満が 4棟、10点以上が 3棟、不明が 1棟ぞある。特に釜ノロ遺跡
8次調査地 SB2・ 3か らは50点以上のガラス小玉が出上している。
2)ガ ラス小玉の属性については、大きさと色調についてみる。
住居址から出上 したガラス玉は全てガラス小玉に属するものであつた。

長さは1.2～ 5.OIIullと なり、なかぜ も3.Ollullが半数を占める。径は1.9～ 6.OIlullで、2.0～ 4.Ollullの ものが

多数 となる。長さと径の比率は、径が長さをしのぐものが多数を占め、長さが等しいもしくは1.Ollull程

度上回るものは数点にかぎられる。孔径は0。 7～ 2.811ullで、1.0～ 2.1が多い。

重さは0.012gか ら0.■2gま ぜのものがあり、特に0,02～ 0.05gが多 く、0.lgを越えるものは 3点 にす

ぎない。

色調は、水色を含む青 と紺が多数を占め、白・責・緑・茶が極少数みられる。なお、青には濃淡が

みられる。

4。 まとめ

松山平野における弥生時代住居址出上のガラス玉には、出土住居、出土地点、諸属性に幾つかの傾

向が認められた。以下、傾向と課題を略記し、まとめとしたい。

ガラス玉は、中～大型の竪穴式住居から出土 し、小型住居からの出上はない。現在までに、松山平

野の弥生後期には竪穴式住居が約100棟あり、ガラス玉出土例は 1割を占める。

ガラス玉を出上した住居址には、釈迦面山遺跡 SB5ぜ は鉄製鍬先、東本遺跡 S B302では青銅鏡片
(破鏡)力S伴出上 しており、集落内の主要な住居址ぜあったものがある。また、松山大学構内遺跡 2

次SB7は 、多量の上器 と祭所E色が強い土器が出土し、集落内ぜ一定の役割をはたしていた住居址で
ある。一方、釜ノロ遺肋 7次 SBl～ 3は、伴出品や規模からは特別な住居 と認められない。よって、
ガラス玉を出土する住居には、性格に二面性がみられるのである。

次に住居内での出土状況をみる。出土地点には、炉内と床面上があり、炉内だけ、床面上だけ、炉

と床面上の両方から出土する場合があった。炉からの出土例は、釜ノロ遺跡に集中してみられ、出土

量 も1点 もしくは床面からの出土数より少ないものである。一方、床面出土例は、10数点が 1度に検

出され、出土地点が明確なものでは、主柱穴周辺や、張 り出し部などで出上 してぃる。ようて、床面

出上のものは出土量にまとまりをもち、内部施設 と有機的関係が想定ぜきるのである。

つづいて出土品の属性についてみる。ガラス玉は、小玉に出上が限られている。これ等は、長さが

最大ぜ5,OllMl、 重さは最大ぜ0。 2gを越えない。古墳時代の竪穴式住居址には、長さが6.Ollull以上、重さ

は lg以上のものがあり、ガラス小玉における法量変化がみとめられる。さらに色調では、弥生時代
は青色系が多数を占め、古墳時代ほど多彩ではなく、ここでも時間的変化がみとめられるのである。

なお、今回は取 り上げなかったが、ガラス玉の外端部には、九みに差がみられ、これらは形態 (長・

径比による)や切 り離 し手法の違いがあらわれているものと考えられる。
以上、松山平野の弥生住居出上のガラス玉に関する資料の集成 と分析を行った。ガラス玉の出土は、
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第 109図 遺跡位置図 S=I:300′ 000)

表95 松山平野のガラス玉出上の弥生時代竪穴式住居址一覧

番 号 遺  跡 遺 構 平面形 規模(m) 面積(ド ) 出土数 色 共 伴 品 時 期 備 考

1 釈迦面山 SB5 円形 青(水色) 鉄製鋤先 中期後葉 註 3

2-① 釜ノロ1次 SBl 円形 70< 6 後期後半 註 4

SB3 円形 57～ 6.5 3 後期後半 註 4

2-② 釜ノロ2次 SBl 円形 7以上 (黄 ) モモ種子 後期後半 註 5

2-③ 釜ノロ7次 SBl 円形 51～ 5,5 1 青(水色) 後期中葉 本子13章

SB2 隅丸方形 62× 2.4< 1 青(水色) 後期中葉 本干13章

SB3 方か長方 4.5< 1 青(水色) 後期中葉 本刊 3章

2-④ 釜ノロ 8次 SBl 円形か (15,9) 1 白色透明 後期前葉 本刊 4章

SB2 円形 青(本色含)。紺・茶 後期前乗 本干14章

SB3 隅丸方形 4.6～ 55 21.9～ 288 青(水色含)。紺 後期前葉 本干14章

松山大学構内2次 SB7 円形 6.9～ 71 青(水色) 土器多量 後期中葉 註 6

束本 4次 S B302 円形 83～ 8.8 青銅鏡・鉄鏃 後期後半 註 7

住居の性格を決定する資料 と、住居の廃棄や改築 といった習慣を究明する資料 とがあり、出土地点や

出土量は重要な意味をもつている。また、本稿ぞは触れなかつたが、文京遺跡10次調査ぜは、後期前

～中葉のガラス塊が出上し、平野での生産や流通形態についても解明される資料があり、古墳時代 と

の比較 も含め今後の課題は数多くある。
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表96 松山平野の弥生時代竪穴式住居出上のガラスエー覧

番号 遺 跡 名 出 土 地 残存 色
法 里

皇
備 考

長さ(mm) 直径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

1 釈加面山 第 5号住居址 完形 0 0 099 『松山市史料集」第2

巻18点 中13点 は保管

不備のため不明。

完 形 土日 4 0 062

完形 0 0 036

完形 0 0 049

完形 主同 0 0 040

2 ①② 釜ノロ 1・ 2・ 3次 1次 S Bl・ 32次 S Bl 完 形 紺 6 0 095 『愛城県史』

『松山市文化財調査幸R

告書』第5章

整理・保管不備のため

出土地点は不明。遺物

が不明なものあり。

完 形 紺 34 0 0 079

完 形 紺 0 081

完 形 3 0 098

完形 21 0 038

完形 圭
月 0 056

完 形 0 044

完 形 2 0 053

完形 紺 l 0 039

2③ 釜ノロ7次 SBl(炉 址内) 完形 l 0 075 第 3章 17

SB2(炉 址内) 完 形 3 0 053

SB3(炉 址内) 完 形 圭
日 0 0 094

2-④ 釜ノロ 8次 SBl 完形 白 5 0 125 第4章 17

SB2 完 形 圭自 6 0 074

% 三日 0 0 024

完 形 0 0 047

完 形 圭
目 2 0 043

完形 〓
目 0 048

完形 主同 0 0 025

完 形 圭自 5 0 070

完形 三日 19 2 0 016

完形 主
日 15 0 0 016

完形 三日 16 l 0 024

完 形 紺 17 0 0 086

完 形 紺 6 0 017

完 形 と
日 5 0 019

% 主
同 0 0 023

完形 三
日 8 0 063

% 三目 8 0 044

完形 紺 0 0 019

完形 27 0 0

完形 0 0

% 〓目 0 0 008

完 形 20 0 0 017

完形 0 017

完形 主
日 0 097

完形 紺 12 0 023

完形

完 形 紺 0 092

完形 紺 0 050

完形 0 0 024

完形 三日 21 0 0

完 形 5 0 022
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察考

番号 遺 跡 名 出 土 地 残存 色
法 日重

備 考
長さ(mm) 直径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

2-④ 釜ノロ8次 SB2 完 形 一
月 22 0 020 第4章67

完形 二
月 17 11 0 015

完形 三
日 25 19 0 022

完形 三
日 10 0 026

完形 〓目 22 0 023

完形 薄紺 12 13 0 017

完 形 圭
目 13 0 018

完形 紺 13 0 012

完形 二月 0 036

完形 紺 15 0 016

完形 紺 27 12 0 063

完形 上
自 13 0 027

完 形 圭
同 10 0 014

完 形 圭月 11 0 019

完形 濃紺 41 19 0 076

完形 紺 19 11 0 026

完形 責青 10 0 020

完形 圭
日 15 11 0 015

完形 圭
自 16 0 047

完形 薄紺 0 051

完形 19 0 0 030

完形 紺 0 0 034

完形 主
目 11 l 0 013

完形 薄紺 18 0 026

完形 0 090

% 圭
日 0 025

% 1 0 045

完形 13 4 0 018

完形 紺 0 032

完形 紺 25 0 049

完形 黄青 22 1 0 032

完形 三
日 18 35 0 027

完形 濃紺 0 082

完形 紺 15 25 0015

完形 三日 19 0 043

完形 紺 29 1 0 063

完形 濃紺 0 039

完形 二
月 0 019

完形 0 028

完形 紺 2 0 027

完形 濃紺 5 0 048

完形 黄青 2 0 030

完形 7 0 044

完形 紺 2 0 039

完形 紺 7 0 058

完形 0 0 037

完形 紺 42 5 0 054

完形 主目 5 0 068
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番 号 遺 跡 名 出 土 地 残存 色
法 里

皇
考備

長 さ (mm) 直径 (mm) 孔径 (mm) 重さ(g)

2④ 釜ノロ 8次 SB2 完形 主
日 0031 第 4章■5

完 形 三日 0 015

完形 紺 0 038

完形 三
日 0 019

% 緑 (35) (25) (10) 0 022

% 三日 0 020 未報告

% 紺 0 014

% 三日 0 013

% 〓
月 0 022

% 濃紺 0 019

% 茶 0 111

SB2内 炉 1 完 形 主
日 0 042 第 4章

完 形 責青 22 0 0 031

完 形 紺 2 0 039

完形 〓
日 2 0 029

完形 三日 2 0 028

完形 圭
日 21 0 0 015

SB3 完 形 圭
月 0 048

完形 三
日 0 075

完形 主
目 0 024

% 二
月 (20) (05) 0 013

% 紺 0 017

完形 薄青 12 1 0 009

完 形 圭
日 2 0 017

% 圭
日 0 0 017

完 形 責青 0 0 045

完形 紺 0 054

完形 三日 15 0 086

完形 圭
目 31 10 0031

% 薄紺 10 0 018

完形 圭
目 15 0 035

% (42) (10) 0 031

完形 31 18 0 058

完形 紺 27 10 0 030

1/2
濃紺 27 10 0 016

% (35) (10) 0 019

完形 薄紺 15 0 011

完形 宝
日 27 12 0 036

完形 0 056

完形 0 020

1/2 三日 25 13 0 021

% 0 026

完 形 薄紺 15 2 0 027

完形 三
月 1 0 021

完 形 3 0 021

完形 黄青 2 0 015 1

% 三日 (28) ( 0 032

% (30) ( 0 037

松山平野における弥生時代集落のガラス玉
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察考

番号 遺 跡 名 出  土  地 残 存 色
法 日重

備   考
長さ(mm) 直径 (mm) 子し径 (mm) 重さ(g)

2④ 釜ノロ8次 SB3 完 形 0 044 第 4章 138

% 35 0 029

完 形 圭
目 0 046

完形 0 040

完形 0 048

完形 〓目 27 21 0 044

完 形 15 0 051

% 27 07 0 013

完形 薄青 0 011

完 形 0 028

細 片 青緑 0 001 未報告

糸田片 主
目 0 031

率田片 0 008

率田片 0 006

糸田片 薄青 0 009

率田片 薄青 0 007

細 片 0 007

細 片 一日 0 015

細 片 0 021

SB3内 炉 2 2/3 35 0 025

完 形 圭
日 0 066

完 形 0 058

% (30) 0 048

完形 〓日

完 形 2 0 017

% 07 0 027

完 形 圭
月 0 029

ネH片 薄青 0 006 未幸R告

細 片 0 029

3 松山大学構内 2次 SB7 完形 〓目 20 0 065 F16

完形 18 0 084

完 形 0 100

完 形 圭
目 15 0 093

完 形 12 0 086

完形 16 0 057

完形 12 0 079

完形 13 0 092

完形 0 087

完形 13 0 055

完形 圭
日 15 0 085

完 形 16 0 087

完 形 18 0 085

% 三日 (40) (13) 0 050

4 束本 4次 S B 302 完形 薄青 0 05 註 7、 第 7章281

完 形 薄青縁 25 15

完形 薄青緑 15 0 03

完 形 圭
目 15 0 05

完 形 濃青 35 35 15

完形 35 10
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第 7章 ま と め
本書では、釜ノロ遺跡 6・ 7・ 8次調査の報告を行った。以下、土層及び各時代の遺構 と遺物につ

いてまとめをする。

1.土層
釜ノロ遺跡 7・ 8次調査地では、AT火山灰を検出した。AT火山灰は束本遺跡や博味遺跡がある
桑原地区一帯に分布 しており、この分布が西南部に広 ることを確認 した。さらに、旧地形 (7次第V
層 。8次第Ⅶ層)は現在の地表面 と同じく北東から南西に傾斜 していることも判明した。
また、釜ノロ 8次調査地の西側には、弥生時代後期以前の流路が存在 し、現在の小坂 5丁 目から福

音寺町北東部は河川の氾濫源 と推察される。

2.弥生時代
(1)遺 構
釜ノロ遺肋 6。 7・ 8次調査地からは竪穴式住居址 9棟、貯蔵穴 2基、土坑 1基、溝 9条、円形周

溝状遺構 1基が検出されている。

1)竪穴式住居址 :竪穴式住居址 9棟は、弥生時代後期前葉～後葉に時期比定された。ここでは、
束本遺肋 4次調査の報告で行つた分類方法を用いて分析をする。まず平面形態により円形 と方形に分
け、さら1こ は規模により大 。中。小に区分する。

分類の結果、円形住居址には大型 1棟 と中型 2棟、方形住居址には中型 4棟 と小型 1棟があり、規

模が明確ぜない方形住居址が 1棟ある。

①大型円形住居址には6次 SBlがあり、主柱穴 5本 と炉をもつている。
②中型円形住居址には7次 SBl、 8次SB2がある。 7次 SBlは主注穴 4本・高床部・炉、 8
次SB2は主柱穴 5本・貼り床・周壁溝・炉をもつ。
③中型方形住居址には、 7次 SB2・ 3、 8次 SBl・ 3があり、この4棟は主柱穴・炉・周壁溝
をもつことが共通する。

④小型方形住居址には、 7次 SB4がある。 SB4は炉をち、主柱穴は杭状のピットを 1基検出し
ただけで、明確な柱穴と周壁溝は検出していない。

以上より、中型の円・方形住居址には主柱穴・炉・周壁溝があり、大型円形住居址には主柱穴と炉

はあるが、周壁溝がないことになる。これは、主柱穴 と炉は規模に関係なく存在するが、周壁溝の付

設は住居址の規模に関連することを現している。

さて、この分類方法を用いて釜ノロ遺跡 1・ 2次調査地ぜの竪穴式住居について整理する (表 97)。

なID・、 3・ 4次調査地からも竪穴式住居が検出されているが、内部構造が明確に報告されていないた
め本稿ぜはとりあつかわない。検出住居 3棟は大型円形住居 1棟、中型円形住居 1棟、中型方形住居
1棟に分類される。

大型円形住居址は 1次 SBlで、主柱穴6本・炉 。高床部をもち、中型円形住居址は2次 SB3で、主
柱穴 4本・炉・周壁溝を付設する。中型方形住居址には 1次 SB2があり、主柱穴 4本・炉。周壁溝をも
て)。
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め

1・ 2次調査地の住居址 3棟は、形態 。規模 と内部施設の関係において 7・ 8次調査の竪穴式住居

と同じ結果がえられた。よつて、弥生後期の釜ノロ遺跡では、竪穴式住居の構築に一定の規格が存在

するといえる。なお、この結果より、規模不明の 8次 SB4は 、主柱穴 と炉をもつことより中型以上

の住居になろう。

次に、 8次 SB2・ 3では竪穴式住居址の改築を確認している (第■0図 )。 改築は、主柱を同位置

もしくは一部を移動させて規模を拡張し、床面は貼 り床を行うものであつた。 ところで、 7次 SBl・

2は、本文中では高床部 と報告 したが、検出状況からみると8次 SB2・ 3と 同じ構造であり、床面

拡張の改築が考えられる。

表97 釜ノロ遺謝検出竪穴式住居址一覧

2)貯蔵穴 :貯蔵穴は 8次調査地より2基 (SKl・ 2)力 S検出されている。 2基の貯蔵穴からは

土器・種子・核・植物が出上 している。時期は出土遺物から、SKlは 弥生時代後期後葉、SK2は

古墳時代初頭である。貯蔵穴の出土物は、同時代の食生活を考える上ぜ好資料になる。なお、釜ノロ

遺跡内では、貯蔵穴が 1次調査地より5基、 3次調査地より4基、 5次調査地より1基の計10基検出

されている。松山平野での弥生後期の貯蔵穴は検出例が少なく、釜ノロ遺跡の資料は貴重 といえる。

3)上坑 :6次調査地からは土坑 1基を検出した。平 。断面形態はともに不整形で、出上遺物は小

片ぜあり、性格や時期は判断ぜきなかつた。今後の追加資料を待ち再検討 したい。

4)溝 :溝は釜ノロ遺跡 6・ 8次調査地から計■条が検出されている。このうち6次 SDlと 8次

SD3は溝底が北から南へ、 6次 SD2と 8次 SD7は東から西に傾斜 している。この 4条は、現在
の水路 と方向が同じぜ、埋上に砂を含むことより、集落に付設された流路の可能性がある。

5)円形周溝状遺構 :周溝状遺構は現在までに、松山平野から■基が検出され、中期後葉～後期後

葉に時期比定される。平面形態には円形 と方形があり、規模にも大・小がみられる。住居区域内で検

出されるが、そのオ陛格は明確ではない。

遺 跡 名 遺構宅 規格 時  期 平面形
規 模 (m) 面 積 (耐 ) 壁高

主桂タ
内 部 施 設 出 土 遺 物

備   考
長軸 短軸 検出面積 想定面積 (cm) 貼り床 炉 周壁溝 柱 礎板 玉類 個 数

釜ノロ遺跡 6次 大
弥生後期

後  葉
円   形 7 10 5 ○

製

玉

石

勾
l

釜 ノロ追跡 7次 中
弥生後 jU

前一中環
円   彰 4 ○ ○ ○ ○ ガラフ 1

焼失住居

高床部は改築か ?

SB2 中
弥生後期

前～中葉
隅丸方形 12 41 (2271) ○ ○ ○ ○ O ガラス 1 高床部は改築か ?

SB3 中 弥
生後期

前～中葉
方   形 (456) (2353) 8 ○ ○ ガラノ l

弥生後剣

前～中雰
方   形 (1418) 1 ○

釜ノロ遺跡 8次 中
弥生後剣

前  環
○ ○ ○ ○ ガラフ l

中
弥生後剣

前  要
円   形 (3482) 8 ○ ○ ○ ガ ラ

改築

長方形の張出 し

中
弥生後剣

前  群
方   形 5 55 5-→ 4 ○ ○ ○ ○ ガラン 焼失住居

出入日

中
弥生後舞

前  棄
O

釜ノロ遺跡 1♭ SBl 大
弥生後期

後  葉
円   形 7 00 (4113) 6 ○ ○ ガ ラ 長方形の張出し

SB2 中
弥生後期

末
隅丸方形 5 70 4 ○ ○ O

製

玉

土

管
1

釜ノロ遺跡 2♭ SB3 中 称
生後期

打  菜
楕 内 形 30 38 4 ○ ○ ○

ガラフ

土製

3

1
出入日
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(2)遺 物

ここでは、竪穴式住居址から出上した柱材・礎板とガラス小玉について検討する。

1)柱材・礎板 :釜ノロ遺跡 7・ 8次調査地からは柱材■点、礎板5点が出土した。
7次調査地からは柱材6点、礎板 4点が出上し、柱材の法量は、九材5点が直径12.8～ 15,6cll、 角

材が幅15,4cn、 厚さ8.9側である。柱材の表面と切断面は、手斧により丁寧に加工されていた。礎板の

法量は、長さ9。 2～ 13,4oII、 幅7.2～■.5cm、 厚さ3.1～ 5.OoIIである。SBl出上の19と 22は接合の結

I期

Ⅱ期

H期

Ⅳ期

3変遷図 (床面使用状況 )第HO図 釜ノロ遺跡 8次調査 SB
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果、同一個体に復元された。これより、礎板はまず柱材を10cm前後に切 り、 2つ に割って使用するこ

とが解った。また、礎板 と柱材は自然科学分析の結果アカガシ亜属であり、同一樹種ぜあることが判

明した。

8次調査からは、柱材 5点 と礎板1点が出上した。柱材の法量は直径10.3～ 16.OcIIlを測 り、切断面の

加工は丁寧に施されている。礎板は長さ18.Ocll、 幅10.4cm、 厚さ2.9cmぜ、樹種は柱材 と異なるものを

使用 していた。

釜ノロ遺跡 7・ 8次調査地出上の柱材には九材 と角材があり、九材は直径10～ 16cmの木材を用いる

こと、礎板の中には柱材を加工 し使用するものがあることを明らかにすることになつた。

2)ガラス小玉 :釜ノロ遺跡 7・ 8次調査からは162点のガラス小玉が出上している。特に8次 SB
2・ 3か らは155点が出上して3b・ り、出上量は松山平野で最 も多い。

竪穴式住居出上のガラス小玉は、住居の性格を決定する資料 と、住居の廃棄や改築 といった習慣を

究明する資料 とがある。 7・ 8次調査検出の住居は、出土品に特別な遺物がないことより、住居の廃

棄や改築に伴 うガラス小玉投棄の一例 といえる (第 6章考察参照)。

3.古墳時代
釜ノロ遺跡 8次調査地ぜは、古墳時代初頭の貯蔵穴 と弥生時代後期末以降の掘立柱建物がある。釜

ノロ遺跡内ぜは、古墳時代遺構の報告はなされておらず、 8次調査地が初例になる。これは釜ノロ遺

跡が弥生時代後期以降、継続して集落経営がなされたことを示唆するものである。

4.中 世
釜ノロ遺跡 8次調査地では、13世紀の溝を検出した。 8次調査地の南にある小坂入斗藪遺跡では、

13世紀の東西方向の溝を検出している。両遺跡には、住居址や土坑などの集落関連遺構がないことよ

り、釜ノロ遺跡の南西部は主たる居住区ではないと判断される。そして、 8次調査地の西には西天山

遺跡 2次調査地があり、包合層ではあるが遺物が出上しており集落は西側に存在すると考えられる。

以上、 6・ 7・ 8次調査地からは、弥生時代後期前葉～中世の遺構を検出するにいたった。 とくに、
竪穴式住居址と貯蔵穴からは柱材と礎板や種・核が出上し、弥生時代後期から古墳時代初頭の竪穴式

住居構造と植生を考える上ぜの好資料がえられた。今後、釜ノロ遺跡内での調査が進めば、弥生時代

後期～古墳時代の集落構造とその変遷は詳細に解明されよう。
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4題煮食



写 真 図 版 例 言

1.遺構の撮影は、調査担当及び大西朋子が行い、釜ノロ遺跡8次調査は高所作業車・建築用やぐらを

用いた。

使用機材 :

カ メ ラ トヨフィーノンド45A    レ ン ズ スーパーアンギュロン 9011ull他

アサヒペンタックス67        ペンタックス67 5511ull他
ニヨンニューFM2         ズームニッコーノン28～ 8511ull他

フィアンム プラスXパン・ネオパンSS。 エクタクロームEPP

2.遺物の撮影は、大西が行つた。

使用機材 :

カ メ ラ トヨ/ビュー45G     レ ン ズ ジンマーS24011ull
ストロボ コメット/CA-32・ C B2400(バンク使用)
スタンド他 トヨ/無影撮影台・ウエイトスタンド101
フィ7L/ム  プラスXパン

3.白黒写真の現像 。焼 き付けは、一部を除いて大西が行つた。

使用機材 :

引 仲 機  ラッキー450MD     レ ン ズ エル・ニッコーノン135111111

ラッキー90M S          エノレ・ニッコーノン50111111

印 画 紙 イブレフォー ドマルチグレー ドⅣ RC

フィノレム現像剤  ゴタックD-76・ HC■ 0

【参考】『埋文写真研究』Vol,1～ 7

〔大西 朋子〕
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釜ノロ遺跡 6次調査地

1.調査地全景 (南 より)

2.遺構検出状況 (北西より)



釜ノロ遺跡 6次調査地

図
版
ニ

1。 SBl遺 存状況 (南 より)

2. SBl遺 物出土状況 (南より)



釜ノロ遺跡 6次調査地

1.SBl検 lTl状況 (南より)

2.円形用滞状造構 。SDl遺 存状況 (北 より)



釜ノロ遺跡 6次調査地
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協:

1.円形周溝状遺構検出状況 (西より)

軽

一一
ｉ

||1爾1-11,オ||||
2。 SD2遺 物出土状況 (北 より)



釜ノロ遺跡 6次調査地

SBl出 土遺物 (7・ 13～ 15)、 SDl出 土遺物
その他の出土遺物 (55・ 57・ 66)

図
版
五

(18)、 SD2出 土遺物 (35)、
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